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開会
市長提出先議議案の上程・提案理由説明・質疑・
討論・採決
市長提出その他議案の上程・提案理由説明
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市長提出追加議案の上程・提案理由説明・質疑・
討論・採決
埼玉県都市競艇組合議会議員選挙
議員提出議案の上程・提案理由説明・採決
閉会

11月 26日
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2日
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8日
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14日

◆ 一般質問 ◆

◆ 会 議 録 ◆

広報委員（◎委員長　○副委員長）
◎内田　健次　　  ○武田　一宏　　  長谷川順子
　パタソンひとみ　  栗原　義幸　　  滝沢　　修

　こんにちは。広報委員の長谷川です。広報委員となっ
て、もうすぐ１年になろうとしています。
　議員として、また広報委員として市民の皆さまには何
が必要なのか、その実現のためにはどうすればよいのか
日々考えています。飯能市は人と文化と風土が交じり合
い、新しいコトが始まるなど、とても魅力のあるまちで
す。”誰もが安心して暮らせるまち”となるように今後
も小さな声にこそ耳を傾けていきたいです。
　そのため、広報委員会では市民の皆さまに市議会がよ
り身近に感じられる「市議会だより」となるようにオン
ライン視察を行うなど、刷新するべく毎月検討を重ねて
います。リニューアル第１号は次回の５月１日号です。
　ぜひご期待ください。　　  　　　　　　 （長谷川）

https://www.city.hanno.lg.jp

次回の３月定例会は
２月２５日開会予定です。
会期日程等は２月２２日頃内定します。

１２月定例会

１０月

１１月

１２月

１月

１２月定例会

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）
2/5～2/8、2/19～2/24、3/24～3/27
お問い合わせ先
埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

令和３年度一般会計補正予算案を可決
飯能市カヌー工房条例を廃止する条例（案）についてなど可決

あきる野市議会をオンライン視察あきる野市議会をオンライン視察

市議会だより
飯能市議会録画

飯能市議会会議録

（１２月定例会の会議録は令和４年２月中旬頃公開予定です。）

☆インターネットで視聴・閲覧できます

※ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。



　１２月定例会は、１１月２６日から１２月１４日までの１９日

間開かれ、市長提出議案３２件、議員提出議案２件、その他１件

について審議等を行い、すべて議決いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　○の中の数字は議案番号(順不同)
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会

令和４年２月１日　はんのう市議会だより　第162号　●２

69
行
政
機
構
の
改
正
に
伴
う
関
係

　

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　
　

福
祉
子
ど
も
部
及
び
健
康
福

　
　

祉
部
に
し
た
意
図
は
。

　
　
市
民
と
の
対
話
重
視
を
基
本

　
　
姿
勢
と
し
、子
ど
も
、高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
へ
の
重
層
的
支
援

体
制
の
強
化
、
共
生
社
会
の
実

現
、
安
心
で
き
る
子
育
て
環
境
の

整
備
等
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
。

　
　

無
償
譲
渡
の
経
緯
は
。

　
　
地
域
活
性
化
の
た
め
に
建
物
を

　
　
使
用
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
建

物
の
鑑
定
評
価
結
果
及
び
建
物
の
使

用
目
的
の
公
共
性
や
公
益
性
な
ど
を

勘
案
し
、
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
。

　
飯
能
市
カ
ヌ
ー
工
房
の
建
物
を

無
償
譲
渡
す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

96
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

第
５
次
飯
能
市
総
合
振
興
計
画

の
着
実
な
推
進
及
び
市
長
公
約
実

現
の
た
め
、
行
政
機
構
を
改
正
す

る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
整

備
す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

75
飯
能
市
子
ど
も
医
療
費
の
支
給

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　

子
ど
も
の
保
健
の
向
上
と
子
育

て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
子
ど
も
の

医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢
を
拡
大

す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ

５
億
１
８
８
８
万
６
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
２
２
億

３
７
７
０
万
５
千
円
と
す
る
た
め

提
案
す
る
も
の
。

　
　

今
後
の
カ
ヌ
ー
工
房
に
市
と

　
　

し
て
期
待
す
る
こ
と
は
。

　
　
技
術
と
経
験
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

　
　
等
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と

と
も
に
、
周
辺
観
光
施
設
と
の
密

接
な
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
さ
ら

な
る
活
性
化
を
期
待
す
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
は
。

　　
　
生
活
費
の
か
か
る
子
育
て
家

　
　
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が

図
ら
れ
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

が
整
備
さ
れ
た
。
一
方
で
医
療
費

の
無
償
化
に
よ
り
安
易
な
受
診
や

過
剰
な
受
診
が
増
え
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

　
　

コ
ウ
ノ
ト
リ
事
業
に
よ
る
不
妊

　
　

治
療
費
助
成
の
緩
和
内
容
は
。

　
　
事
実
婚
も
認
め
る
こ
と
、
所

　
　
得
制
限
を
撤
廃
し
た
こ
と
、

利
用
上
限
回
数
を
子
ど
も
１
人
ご

と
に
す
る
こ
と
。

　
　

放
課
後
児
童
対
策
事
業
の
増
額

　
　

理
由
は
。

　
　
待
機
児
童
が
出
て
い
る
美
杉

　
　

台
小
学
校
区
に
新
た
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
設
す
る
も
の
。

こ
れ
に
よ
り
、
美
杉
台
地
区
の
待
機

児
童
は
解
消
さ
れ
る
と
考
え
る
。

77
飯
能
市
カ
ヌ
ー
工
房
条
例
を
廃

　

止
す
る
条
例

81
令
和
３
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

飯
能
市
カ
ヌ
ー
工
房
を
廃
止
す

る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

市 

長 

提 

出 

議 

案

市役所本庁舎市役所本庁舎

　
　

清
川
橋
架
替
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ

　
　

ー
ル
は
。

　
　
上
部
工
の
工
場
製
作
や
下
部

　
　
工
工
事
後
の
上
部
工
架
設
工

事
、
併
せ
て
道
路
改
良
工
事
等
を

行
い
、
令
和
５
年
度
末
の
供
用
開

始
を
目
指
し
て
い
る
。

カヌー工房

清川橋架替工事

カヌー工房

清川橋架替工事



　議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査するため、
総務教育、生活福祉、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　１２月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。
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総
務
教
育
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

75
飯
能
市
子
ど
も
医
療
費
の
支
給

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

81
令
和
３
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
９
号
）

77
飯
能
市
カ
ヌ
ー
工
房
条
例
を
廃

　

止
す
る
条
例

81
令
和
３
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
９
号
）

　
街
路
整
備
推
進
課
は
、
都
市
計

画
道
路
で
あ
る
阿
須
小
久
保
線
、

久
下
六
道
線
な
ど
主
要
道
路
の
整

備
に
取
り
組
む
こ
と
。

　
農
林
部
は
、
西
川
材
を
は
じ
め

と
し
た
林
業
振
興
を
強
化
す
る
こ

と
、
農
業
や
農
地
に
関
し
て
は
、

精
明
東
部
の
土
地
の
利
活
用
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
。

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
問
題
解
決
に

関
し
て
は
、
生
活
保
護
や
介
護
福

祉
、
障
害
者
福
祉
、
保
育
、
住

宅
、
健
康
な
ど
複
数
の
分
野
に
お

い
て
連
携
を
図
る
こ
と
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
は
９
月
に
10
サ
イ
ト
目
を

オ
ー
プ
ン
し
、
年
間
約
１
万
２
０
０

０
件
の
寄
付
が
あ
る
こ
と
。

　
放
課
後
児
童
対
策
事
業
に
つ
い

て
、
新
た
に
美
杉
台
地
区
に
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
新
設
す
る
た
め
の
土

地
と
建
物
は
、
浄
心
寺
か
ら
の
無
償

貸
与
で
あ
る
こ
と
。

　
令
和
３
年
10
月
時
点
で
の
生
活
扶

助
の
延
べ
世
帯
数
は
３
７
７
５
世
帯

で
、
昨
年
同
時
期
よ
り
１
２
７
世
帯

増
加
し
て
い
る
こ
と
。

　
保
健
管
理
事
業
の
電
子
計
算
事
務

委
託
料
は
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
歴
や
大
人
の
健
診
デ
ー
タ

を
市
町
村
間
で
情
報
連
携
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
改
修
で
あ
る
こ

と
。

　
出
産
育
児
一
時
金
を
40
万
４
千

円
か
ら
40
万
８
千
円
に
改
正
す
る

も
の
で
、
市
内
に
産
婦
人
科
が
あ
る

委
員
長　
栗
原
義
幸

副
委
員
長　
パ
タ
ソ
ン
ひ
と
み

委
員　
坂
井
悦
子　
滝
沢
修

　
　
　
鳥
居
誠
明　
加
涌
弘
貴

　
今
後
も
都
市
と
山
村
の
交
流
と
と

も
に
森
林
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る

目
的
の
継
承
を
協
定
の
中
で
定
め
て

い
る
こ
と
。

　
名
栗
小
へ
の
カ
ヌ
ー
そ
う
艇
教
室

や
駿
河
台
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
け
入
れ
な
ど
、
地
域
貢
献

を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

96
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
原
則
、
建
物
等
へ
の
固
定
資
産
税

は
課
税
さ
れ
る
が
、
事
業
の
公
共
・

公
益
性
を
踏
ま
え
た
減
免
に
つ
い
て

は
今
後
の
検
討
事
項
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
こ
と
。

　
緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
事
業
に
よ
る

取
得
予
定
地
は
、
こ
ど
も
図
書
館
の

向
か
い
に
あ
る
研
修
施
設
の
南
側
に

接
す
る
河
岸
緑
地
で
あ
る
こ
と
。

　
飯
能
大
橋
の
修
繕
設
計
の
実
施
に

よ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
や
舗
装

の
損
傷
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
前
倒

し
し
て
修
繕
す
る
こ
と
。

　
職
員
の
欠
員
に
関
し
て
は
、
業

務
の
見
直
し
や
会
計
年
度
任
用
職

員
の
配
置
な
ど
に
よ
り
業
務
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る

こ
と
。

委
員
長　
大
津
力

副
委
員
長　
内
田
健
次

委
員　
熊
田
尚
子　
関
田
直
子

　
　
　
金
子
敏
江　
加
藤
由
貴
夫

　
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
年

齢
が
15
歳
か
ら
18
歳
に
拡
大
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
支
給
金
額
は
、
年

間
３
３
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
こ
と
。
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69
行
政
機
構
の
改
正
に
伴
う
関
係

　

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

81
令
和
３
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
９
号
）

76
飯
能
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

委
員
長　
椙
田
博
之

副
委
員
長　
武
田
一
宏

委
員　
長
谷
川
順
子　
中
元
太

　
　
　
野
口
和
彦　
新
井
巧

　
　
　
野
田
直
人

医
療
機
関
は
１
箇
所
で
あ
る
こ
と
。
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副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

 

本
市
の
副
市
長
と
し
て
、
新

た
に
町
田
守
弘
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
同

意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

 

人
権
擁
護
委
員
加
藤
栄
子
氏

が
令
和
４
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の

で
、
引
き
続
き
同
氏
を
推
薦

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員

異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

町田　守弘 氏

令和３年１２月定例会　議決結果

加藤　栄子 氏

98 同　  意

70 原案可決

71 原案可決

72 原案可決

80 原案可決

69 原案可決

73 原案可決

74 原案可決

75 原案可決

76 原案可決

77 原案可決

78 原案可決

79 原案可決

81 原案可決

82 原案可決

83 原案可決

84 原案可決

85 原案可決

86 原案可決

87 原案可決

88 原案可決

89 原案可決

90 原案可決

91 原案可決

92 原案可決

93 原案可決

94 原案可決

95 原案可決

96 原案可決

97 原案可決

99 原案可決

諮問2 異議はない

議提4 原案可決

議提5 原案可決

派　遣

副市長の選任について（町田 守弘 氏）

飯能市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

飯能市の市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例

飯能市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

令和３年度飯能市一般会計補正予算（第８号）

行政機構の改正に伴う関係条例の整備に関する条例

飯能市手数料条例の一部を改正する条例

飯能市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

飯能市子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

飯能市国民健康保険条例の一部を改正する条例

飯能市カヌー工房条例を廃止する条例

飯能市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例

飯能市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部を改正する条例

令和３年度飯能市一般会計補正予算（第９号）

議員派遣の件

令和３年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和３年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

令和３年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

人権擁護委員候補者の推薦について（加藤 栄子 氏）

飯能市議会会議規則の一部を改正する規則

令和３年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

令和３年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

飯能市議会委員会条例の一部を改正する条例

令和３年度飯能市訪問看護ステーション特別会計補正予算（第１号）

令和３年度飯能市水道事業会計補正予算（第１号）

令和３年度飯能市下水道事業会計補正予算（第１号）

市道路線の認定について（八幡町地内）

市道路線の廃止について（大字芦苅場地内）

市道路線の認定について（大字芦苅場地内）

市道路線の認定について（大字双柳地内）

市道路線の認定について（大字岩沢、大字笠縫、大字川寺地内）

市道路線の廃止について（大字前ケ貫地内）

財産の無償譲渡について

財産の無償貸付について

令和３年度飯能市一般会計補正予算（第１０号）



柏木山について前回の一般質問からの進捗は。

入山口付近で始まった太陽光発電事業の概要
は。

住宅の屋根などを使い地域の小規模エリアの電
源を賄うマイクログリッド（分散型電源）での
太陽光発電事業の考え方は。

空き家の土地の固定資産税１／６制度の考え方
は。

古い空き家を更地にした方の固定資産税を軽減
した方がいいのではないか。

保育所入所で、特別な事情を持つ場合の扱いは。

一 般 質 問

一　
 

般　
 

質　

 

問

問

問

問

問

問

問
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一
般
質
問
と
は
、
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
市
長
（
執
行

部
）
に
対
し
、
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
質
問
し
、
説

明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
質
問
す
る
議
員
は
、
質
問
内
容
を
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　
原
稿
は
、
質
問
者
自
ら
が
執
筆
し
た
も
の
を
発
言
順
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
11
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
様
子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
を
し

て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
該
当
議

員
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（　
　
）
の
中
は
会
派
名
で
す
。

市
政
に
対
す
る

柏木山入山口付近の太陽光発電事業柏木山入山口付近の太陽光発電事業

答

答

答

答

答

答

 
当事者や南高麗まちづくり推進委員会の皆さん
とともに飯能にそぐわないものは撤去する方向
で進んでいる。

該当地は、昭和54年に都内の法人がゴルフ場
開発を計画していた土地の一部で、その計画の
中止により何度か転売されたのち前所有者が太
陽光発電事業用地として購入し、令和2年度か
ら開発を進めているもの。その後令和３年６月
１日に現事業者「合同会社なのはな」に事業譲
渡され事業を継続しているもの。

大規模な送電網を必要としないので電力ロスが
少なく、災害時も停電の影響を受けずに電力供
給が可能なため、非常に有効である。また、太
陽光パネルの処分や再利用については、近年少
しずつその方法が確立しつつあるので大いに検
討の余地がある。

住宅政策上の見地から税負担を軽減するための
制度であり、200㎡までの敷地については課
税標準を１／６、それを超える部分については
１／３とするもの。

税の公平、中立という大原則を踏まえて慎重に
考えている。
 
空き状況にもよるが、必要性に応じて対応した
い。

椙田　博之（無所属）

柏木山周辺の課題、分散型電源
について、放置空き家と固定資
産税、保育所入所問題について



一 般 質 問

問 阿須山中の土地について前大久保市政では「負
の遺産」と説明したが、新井市長の考えは。

買戻しが終了していないうちに事業者に貸し出
し、伐採と盛土・切土工事が始まっているが。

検証委員会のメンバー及び進捗状況は。

伐採木の搬出費用は全額事業者の負担とすべ
き。終了した売却代金等の議会報告を。

市内での虐待、性的虐待の発生状況は。

子どもへの暴力防止講座・ＣＡＰ講座を市内の
子どもたちに導入する予定はあるか。

子宮頸がんワクチン接種再開にあたり、市内医
師会等から意見を伺うことも重要だと思うが。

自伐型林業の導入への補助策は。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

飯能駅北口、ロータリーの出入口となる交差点
は、常に歩行者の横断が多い交差点であるが、
信号等も設置されていない。駅前のため、路線
バスやタクシーの往来が多い場所であり、歩行
者の安全対策が不十分と考える。当該箇所への
歩行者の交通安全対策について、本市の取り組
み状況を伺う。

当該交差点の安全対策においては、駅前という
ことから、歩行者と車両を上下の空間に分離す
る「立体化」が有効である。多くの事例を見て
も、利用環境の改善や駅前の活性化にも効果的
である。市長においては、中心市街地の活性化
とともに久下六道線の改良整備等を政策として
掲げている。そこで当該交差点の「立体交差化」
と併せ、北口駅前ロータリーの改修・再整備等
を検討すべきと考える。市長の見解を伺う。

令和４年２月１日　はんのう市議会だより　第162号　●6

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

栗原　義幸（公明党）

飯能駅北口の「立体交差化」で
安心・安全な駅前環境の創出と
賑わいのあるまちづくりを

子どもへの暴力防止講座・ＣＡＰ講座
狭山市駅前

子どもへの暴力防止講座・ＣＡＰ講座
狭山市駅前

この土地の経緯については認識している。買戻
し後１０年間のうちに検討するとしている中で
利活用を図るという考えは理解できる。

検証委員会の中で明らかにしていく。
　
市職員４名で構成し、外部の方は考えていない。
申請から今までの流れを確認中で、その後に意
見交換会を予定したいと考えている。

売却代金より伐採搬出経費が上回っていること
を確認し、覚書を締結し、事業者が実施するも
ので売却先や売却代金は把握していない。

昨年度の小・中学生の虐待件数は、ネグレクト
９件、心理的虐待４件、身体的虐待１件で性的
虐待の報告はなかった。

CAP講座の効果は認識している。導入の予定は
ないが、各学校と研究していく。

厚労省の審議会から見解が出されており、接種
者へはワクチンの有効性・安全性等について十
分な説明をお願いしていく。

山間地の活性化のため、自伐型林業と連携した
事業展開は意義あることと捉える。小規模な森
林整備への補助金を積極的に活用してほしい。

飯能駅北口周辺における、通勤・通学時間帯の
車両や人の流れについては、本市でも認識をし
ている。当該交差点の信号機設置について、飯
能警察署では、基準に該当しないため設置はで
きないとの見解である。本市としては、駅前歩
道付近への放置自転車の撤去、路面標示の整備
などを継続的に実施している。飯能警察署にお
いては、警察官による立哨等を行っている。

久下六道線の整備においても、道路の拡幅にと
どまらず、中心市街地エリアの面的整備目標と
して、居心地がよく歩きたくなるまちづくりを
提案し、住民の皆様と意見交換を行ったところ。
駅前の「立体交差化」は、引き続き市民との対話
を通して、中心市街地のまちづくりに向けて、
あらゆる施策検討の中の一つとして考えたい。
飯能駅は飯能市の玄関であり、安心・安全、賑
わいのあるまちなかの玄関としてもふさわしい
まちづくりに取り組んでいく。

長谷川　順子（無所属）

阿須山中メガソーラー問題
子どもへの暴力防止策
ＨＰＶワクチン接種は慎重に



一 般 質 問

企業誘致の今後の展望とターゲットの業種は。

誘致した企業から誘致理由の調査をしているか。

飯能市は地盤ネットＨＤが制定するいい地盤の
日アワード大賞を受賞した。このことをうたい文
句とした企業誘致の広報を積極的に行うべきで
あると考えるがいかがか。

ヤングケアラーの実態調査は行われているのか。

ヤングケアラーに対しての支援策は。

ヤングケアラーの認知向上のための取り組みは。

来年度実施予定の事業をＳＤＧｓ未来都市事業
としてエントリーをしてみてはいかがか。

交通問題を単なる費用対効果としてみるのでは
なく、健康維持・増進、介護予防、地域コミュ
ニティーなど総合的な視点が重要だ。相当の財
政負担を伴っても市政の重要な柱として位置づ
けることが必要だと思うが。

世界的に豪雨、洪水、干ばつ、竜巻など気象災
害が深刻化している。令和５年度からの環境基
本計画に気候危機を位置づけて、数値目標を定
め、施策を進めるべきではないか。

国交省は、「気候変動を踏まえた治水計画のあり
方の提言」を出した。気候変動に適応した治水
計画へ転換することは待ったなしの課題とし、
将来予測を活用した治水計画への転換を強調し
ている。気候変動に対応した排水基準の見直し
などはあるか。現在の取り組みはどうか。

コロナ禍で不登校が増えている。中高生の自殺
や暴力行為も問題となっている。生活面、学習
面、心のケアなど、どのように分析し対応して
いるか。学習支援員などを大幅に増やして対応
することが必要ではないか。

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問
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新井　　巧（日本共産党）

移動手段確保は一番大きな課題
気候危機に対応した災害対策を
不登校児童・生徒にケアを

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

出
典
：
埼
玉
県
Ｈ
Ｐ

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

環境との調和維持を図りつつ、周辺農地等の利活
用も含め、新たな産業立地手法を検討し企業誘
致を展開する。また、狭山日高インターチェンジ
に隣接する精明東部地区の一部を特定施設誘導
地域に指定し、流通系、工業系の施設・工場を誘
致し雇用の創出と自主財源の確保につなげていく。

立地した企業にお話を伺い調査している。多く
の企業が立地場所とした理由の一つに地盤が強
固であることを挙げている。

今後もチラシや市のホームページにて、地震に
強い土地であるという本市の売りを前面に出し
企業誘致を推進する。

11月に教職員へのアンケート調査を行い、今後
は児童・生徒へのアンケート調査を実施していく。

担任を中心として、スクールカウンセラーやさわ
やか相談員など学校職員が児童・生徒との信頼関
係を築き、健康福祉部と学校教育課で情報共有し
重層的支援に努めている。

埼玉県が作成したヤングケアラーハンドブック
を各学校へ配布し、授業等で活用することで認知
向上を目指す。

エントリーは地域におけるＳＤＧｓの取り組み
を大きく前進させる機会である。先進自治体にお
ける取り組みや効果などを調査、研究していく。

本市にとって一番大きな課題は移動手段の確保
だと感じている。来年度からの後期計画に公共
交通の維持・確保を位置づけ、多面的効果の視
点から検討していきたい。

太陽光など省エネ補助制度などを実施してきた。
次期計画にはＣＯ２削減目標を定め、行政、事業
者、市民とともに取り組んでいく。

基準の見直しについては、国の動向を注視して
いきたい。市では、緊急自然災害防止対策事業
債を活用し、貯留浸透施設や南小畔川護岸整備
などを行い雨水処理能力の向上を図っている。

悩みや不安を軽減できるよう個別面談、記述調
査を実施し、ＳＯＳを出せるような体制を整え
ている。ケアの精神をもち、子どもを大切にで
きる支援員、介助員の任用に努力していく。

武田　一宏（ネクストはんのう）

企業誘致の進捗と今後の展望
ヤングケアラー支援について
ＳＤＧｓの取り組みについて

台風第１９号で冠水した国道台風第１９号で冠水した国道



一 般 質 問

子宮頸がん予防(ＨＰＶ)ワクチン定期接種の積
極的勧奨が再開されることになった。命に関わ
るがんを予防できるワクチンとして、小学校６
年生から高校１年生の全対象者に郵送通知し、
ワクチンの効果と副反応について丁寧な周知
と、市民の疑問に寄り添った対応をするべきと
考えるが、どのような周知を予定しているか。

定期接種年齢を過ぎ、接種機会を逃してしまっ
た高校生や大学生相当の女子へ、キャッチアッ
プ接種の救済制度が導入された場合の本市の
対応は。

東日本大震災において、避難所の生活による死
因が１／３を占めており、災害時のトイレ対策
は、生死に関わる重要な課題となっている。ト
イレ問題を解決する一つの方策として、移動式
トイレトレーラーを導入してはどうか。

国や県は教育委員会、学校、道路管理者と連携
し通学路の合同点検を実施するとともに、実効
性のある交通安全対策を講じるよう通達した。
県内の学校や幼稚園などが５月から７月に行っ
た通学路の安全点検で改善要望があった箇所が
９，０８７箇所あったとされている。飯能市の
状況はどうか。

１１月１８日、２１日に久下六道線整備意見交
換会が開催され、駅前通り交差点から２９７ｍ
を「居心地がよく歩きたくなる」まちなかの創
出として道路幅１６ｍ、歩道を４．５ｍで整備
をする案が示された。整備によりまちの活性化
が図られるのか。

ウォーカブルなまちづくりとして松山市や出雲
市などの例が説明されたが、飯能市にあてはま
るのか。

松山市や出雲市では、地元と対話を重ねながら
地域住民や学生、公募者などによるワークショ
ップも開催している。地元の方と一緒になって
街並みをどのようにしたいのか、そこからの検
討が必要ではないか。

問

問

問

問

問

問

問
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熊田　尚子（公明党）

ＨＰＶワクチン積極的勧奨再開
に向けての対応について
災害時のトイレ対策について

滝沢　　修（日本共産党）

子どもたちを交通事故から守れ
久下六道線（東銀座通り）整備
住民の声が生かされる街並みに

久下六道線（東銀座通り）久下六道線（東銀座通り） トイレトレーラー　出典：JPホームサプライ㈱トイレトレーラー　出典：JPホームサプライ㈱

答

答

答答

答

答

答

個別に詳しい説明が掲載される新たなリーフ
レット、予診票などを送付するとともに、市ホ
ームペ－ジに記事を掲載するなどして、保護者
がワクチンの特性について理解したうえで接種
するかどうかの判断ができるよう広く丁寧に周
知していく。周知の対象は、ワクチンの供給量
など、関係機関と調整しながら、より多くの対
象者へ周知できるよう検討していく。

積極的勧奨が差し控えられていた期間に接種
機会を逃した方のキャッチアップについては、
国の動向を注視し、国の決定に基づき、接種可
能な方が漏れることなく、接種の機会を逸する
ことのないよう、適切に対応していく。

避難者に普段のトイレと変わらない環境を提
供できることによる衛生面の確保等のメリッ
トがあるが、平常時の活用等の課題も認識して
おり、避難者が安全で安心して避難所で過ごす
ことができるよう良好な環境の整備に努め、今
後先進自治体の事例を調査研究していく。

国からの通知を受け、学校と保護者による通学
路点検が実施され、市の所管分として８８箇所
の要望があった。危険度や緊急性の高い箇所か
ら優先順位をつけ、計画的に整備する。

都市の骨格形成と、良好な都市環境の確保から
まちの発展に寄与するものと考える。

国交省の資料で説明したが、歩きやすくなった
歩道の利活用や店舗の増加などの効果が発揮さ
れ今後の飯能市のまちづくりの参考になると思
う。

市の東の玄関口となるこの道路をどのように整
備していくのか、関係される方などの意見を聞
いていく。ワークショップなどの開催も検討し
ていきたい。



一 般 質 問

コロナ禍になりテレワークという会社に通わな
くても働ける社会的に大きな変化が起こってい
る。例えば、まるひろの最上階は何年も空きス
ペースとなっており、ここを行政がシェアオフ
ィスとして積極的に借り上げて民間委託をする
ような積極性が必要ではないか。

文部科学省では、国際バカロレア教育を推進し
ており、公立のインターナショナルスクールを
市内で提供することができれば、グローバル社
会に対応できる人材を育成することができる。
個人的に考えているのが、幼児から小中高まで
の一貫した国際バカロレア教育を市内で受け、
大学は海外へ繋げるような環境が整備できれ
ば、英語教育目的で移住を検討される方も増え
るのではないか。

埼玉版スーパー・シティプロジェクトに参画し、
立地適正化計画も含み、改めて飯能市の３０年
先の未来を見据えたまちづくり計画を、後期基
本計画の実施期間の中で策定してはいかがか。

選挙運動費用の公費負担を行う制度は、住民監
査請求や返還が全国的に見られる。収支報告書
の要旨をインターネット上に公表しては。

選挙用ポスター印刷費は、満額請求し差額で対
象外の印刷をさせる、キックバックで政治献金
を受ける例も。今年の飯能市議選は、候補者２
１名中過半数以上が２０～３０万円台、７名が
限度額付近５０万円前後の請求。明細記載の契
約書添付等、確認可能な仕組みの導入は。

政府は「仕事に生かせる知識やスキルを学ぶリ
カレント教育」と「生涯学習」を混同しないよ
う記載。政府方針との整合性や工夫は。

ふるさと納税の経費割合は。費用圧縮、委託先
の費用対効果を見定める必要があると考えるが。

ムーミン基金条例の設置目的等を見直し、より
市民・市全体にメリットがあるよう改正しては。

新井市長の今後の方針は。ムーミン関連で既存
事業を指定して使途を増やすなどの検討は。ふ
るさと納税全般で各基金のあり方の再検討は。

問問

問

問

問

問

問

問

問
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野口　和彦（チームはんのう）

人口増加政策について

坂井　悦子（日本維新の会）

選挙公営の見える化
リカレント教育への対応
ふるさと納税

埼玉版スーパー・シティプロジェクト
出典：埼玉県ＨＰ

答

答

答

答

答

答

答

答

答

働く場が増えれば多くの人が集まってくること
から、様々な取り組みの中で、雇用機会の創出
を図り、若者に選ばれるような人口増加策につ
なげていきたい。

市外の方が移住してでも子どもを飯能市の学校
に通わせたいと思うような特色ある学校になれ
ば、より素晴らしいことであると考える。

令和７年度での目標人口８万人の実現に向け、
あらゆる施策、計画により取り組んでいく。な
かでも、土地利用に関する考え方を定める都市
計画の重要性を強く感じているところである。

慎重な判断が必要。現在は飯能市役所前掲示場
での告示により公表。

現公職選挙法施行規則に準じて規定した様式に
より提出を求めている。

重要性を理解し、本来のリカレント教育支援に
つながる学習機会の創出や充実を図り、社会人
が学びやすい環境の整備を進める。関係部署と
の連携を強化し情報発信にも努める。

経費全体で約45％～48％。経費削減に努め、
費用対効果の現れる訴求方法等を今後も追及。

ムーミン基金は「北欧やムーミンの世界と連携
した観光施策の推進」に限り処分が可能。ライ
センサーとの交渉で現在の使途をもって基金名
に「ムーミン」を冠しているため、従来通り。

現行の各基金は残しつつ、使途について最適な
方法を検討する。



一 般 質 問

飯能第一小学校は歴史ある小学校。昭和３３年
頃は児童数２，５００人もの時代もあったが令
和３年は６００人と減少。校舎は老朽化が激し
く、雨漏りや一部のトイレが使用できず、冷暖
房設備もギリギリの状態。校舎の建て替えを早
急に検討する時期ではないか。

美杉台小学校区の児童数増に伴う学童保育所の
整備が追いつかず、４年生以上では退所せざる
を得ない状態が続いてきた。増設の見通しはど
うか。

新学習指導要領によって増えた英語教育の授業
数は確保できているのか。

ＣＡＮ－ＤＯリストの活用が高校のみならず、
小・中学校で推進されているが、現状は。

国際社会で活躍し、世界に通用する実践的な語
学力の習得の強化がなされているが、コロナ禍
で家計は圧迫されている中、英語検定の受検意
欲を高めるためにも、英検に限らず検定料の公
費補助はどのようになっているか。

英語教育にＩＣＴを活用した授業の取り組みを。

全児童・生徒へ切れ目ない一貫した取り組みは。

これからの全児童・生徒のためにも、コロナ禍
で中断している姉妹都市・ブレア市との国際交
流の再開の現状は。

問

問

問

問

問

問

問

問
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パタソンひとみ（チームはんのう）

語学教育について　授業数、検
定料、ＩＣＴ活用、国際交流に
ついて　中学生の交流活動

建て替え協議に入った飯能第一小学校建て替え協議に入った飯能第一小学校

答

答

答

答

答

答

答

答

小学校は週に１コマ分、中学校は週に２コマ分
の授業数が確保できている。

「国際共通語としての英語力向上のための５つ
の提言と具体的施策」が提言される中・高等学
校において卒業時の到達目標を設定し４技能５
領域での「～することができる」の形で設定す
るもので、中学校では活用されているが、小学
校では今後の導入が見込まれる。

現在、英検の検定料補助は行っていない。受検
についても任意であるため各家庭による負担と
なっているが、今後、公費補助の必要性につい
て慎重に研究していく。

写真や動画等を提示しながらスピーチし、自ら
のスピーチを録音し、学級で共有したりアメリ
カ在住の方とオンライン交流や外国語授業など
の交流活動を行い、活用している。

より質の高い教育を行うため、小・中学校で連
携しているが、中学・高校はまだ課題がある。
意欲を高めていけるよう努める。

ＩＣＴを活用したバーチャル交流を来年１～２
月に中学生とブレア市の高校生で開催する。

飯能第一小学校の現在の校舎は、昭和４１年か
ら４４年にかけて建設され、建設後５０年以上
が経過している。平成１１年から１３年にかけ
て校舎の耐震補強工事を実施しているが、大規
模な改修工事は行っていない。近年は、修繕等
の維持管理費が増大している状況。特に、給排
水設備の老朽化は深刻で修繕することもできず
トイレ、水道等の使用が不可能となっている箇
所も多い。外装に著しい劣化があり、設備も耐
用年数を大幅に超えている状況。今年度、第一
小学校校舎の長寿命化計画の策定から基本構想
を検討し今後の整備方針を決定していくための
基礎的な資料作成等について整備計画策定支援
業務を委託した。今後は、庁内横断的な部署に
よる検討体制を組み、学校としての機能を踏ま
えたうえで他の公共施設との関連も視野に入
れ、施設の多機能化、集約化、複合化など有効
活用について協議・検討していく考えである。

学童保育所の運営を委託しているＮＰＯ法人ぬ
くもり福祉会たんぽぽを通じて、美杉台児童館
の近隣にある浄心会館の所有者である浄心寺住
職様から、地域のためにと土地建物の売却もし
くは借用のお話しを頂戴した。所有者と運営者
と協議を重ね、土地建物は借用し、必要な修繕
費、備品購入費を予算化した。

金子　敏江（日本共産党）

飯能第一小学校校舎建て替えを
美杉台小学校区学童保育所の増
設を予算化へ
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広報委員会
議員提案条例に関する勉強会
埼玉県都市競艇組合議会定例会

代表者会議
全国市議会議長会基地協議会関東部会総会
埼玉西部消防組合議会臨時会
全員協議会
広報委員会
議会運営委員会
第５回定例会（12月14日まで）
広報委員会

8日
12日
　28日

9日
15日

16日

22日
26日

広報委員会
議員提案条例に関する勉強会

14日
20日

広報委員会7日

開会
市長提出先議議案の上程・提案理由説明・質疑・
討論・採決
市長提出その他議案の上程・提案理由説明
議案質疑、議案の委員会付託
常任委員会（総務教育・生活福祉・経済建設）
一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告・質疑・討論・採決
市長提出追加議案の上程・提案理由説明・質疑・
討論・採決
埼玉県都市競艇組合議会議員選挙
議員提出議案の上程・提案理由説明・採決
閉会

11月 26日

12月　1日
2日
7日
8日
9日
14日

◆ 一般質問 ◆

◆ 会 議 録 ◆

広報委員（◎◎委員長　○○副委員長）
◎内田　健次　　  ○武田　一宏　　  長谷川順子◎内田　健次　　  ○武田　一宏　　  長谷川順子
　パタソンひとみ　  栗原　義幸　　  滝沢　　修　パタソンひとみ　  栗原　義幸　　  滝沢　　修

　こんにちは。広報委員の長谷川です。広報委員となっ
て、もうすぐ１年になろうとしています。
　議員として、また広報委員として市民の皆さまには何
が必要なのか、その実現のためにはどうすればよいのか
日々考えています。飯能市は人と文化と風土が交じり合
い、新しいコトが始まるなど、とても魅力のあるまちで
す。”誰もが安心して暮らせるまち”となるように今後
も小さな声にこそ耳を傾けていきたいです。
　そのため、広報委員会では市民の皆さまに市議会がよ
り身近に感じられる「市議会だより」となるようにオン
ライン視察を行うなど、刷新するべく毎月検討を重ねて
います。リニューアル第１号は次回の５月１日号です。
　ぜひご期待ください。　　  　　　　　　 （長谷川）

https://www.city.hanno.lg.jp

次回の３月定例会は
２月２５日開会予定です。
会期日程等は２月２２日頃内定します。

１２月定例会

１０月

１１月

１２月

１月

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）
2/5～2/8、2/19～2/24、3/24～3/27
お問い合わせ先
埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

あきる野市議会をオンライン視察あきる野市議会をオンライン視察あきる野市議会をオンライン視察

飯能市議会録画

飯能市議会会議録

（１２月定例会の会議録は令和４年２月中旬頃公開予定です。）

☆インターネットで視聴・閲覧できます

※ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

市議会だよりNo162.ai   1   2022/01/20   9:13:07
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一般質問映像を録画
配信しています。 

本会議や委員会は
公開しています。 

本会議の会議録を
公開しています。 

会議情報を掲載して
います。 

 

 

 

 

 

        

もっと市議会を身近に感じて、
もっと多くの人に読んで
ほしいという想いを込めて
リニューアルされたんだよ！

 

 

 

議会を調べよう！

次回の6月定例会は

6月３日開会予定
会期日程等は6月1日頃内定します。

市議会だよりが
「もっとはんのう市議会」

に変わったのは
なぜ？ 

戸田競艇開催日（埼玉県都市ボートレース企業団主催分）5/26～5/30、6/16～6/21、6/25～6/29
お問い合わせ先　埼玉県都市ボートレース企業団事務局　TEL048-823-8711（収益の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

表紙の風景

も
っ
と
 は
ん
の
う
市

会
議

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
U
D
）の
考
え
に
基
づ
い
た
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
文
字
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

●●●●●●●●●夢馬と議会を学ぼう

　今号より議会と市民の皆さまを繋ぐ市議会だよりを
リニューアルしました。
　市民の皆さまに読んでいただきたい、議会のことを
もっと知っていただきたいという想いで、他市議会広
報の研究や、あきる野市議会のオンライン視察を行い、
読みやすい文字、優しい表現、見やすい紙面を心がけ、
皆さまが手に取ってみたいと思っていただけるよう検
討を重ねてまいりました。
　新しい紙面はいかがでしょうか。今後も「伝える」
努力と工夫を続けてまいりますので、ご意見・ご感想
を頂けましたら幸いです。また有料広告も募集してお
りますので、ご活用ください。　　　　 （パタソン）

広報委員　委 員 長　内田　健次
　　　　　副委員長　武田　一宏 
　　　　　委　　員　長谷川順子　パタソンひとみ
　　　　　　　　　　栗原　義幸　滝沢  修 

　田園風景の残る精明地区、下加治
に人気のお花見スポットがあります。
ここには、コロナ禍でもほっとする
時間があります。　　　　　　  

（滝沢）

「春のニコニコ池」「春のニコニコ池」「春のニコニコ池」
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令和4年度 一般会計当初予算 

公営企業会計

予算額

予算額

特別会計

※令和４年４月１日現在の人口（78,630人）で算出

反対の立場

賛成の立場

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163　２

土木費　４３,０００円

総務費　４３,０００円

衛生費　３２,０００円

教育費　３５,０００円

その他  １９,０００円

公債費
３９,０００円

消防費
１７,０００円

市民１人当たり
の予算 

 

水道事業会計 

下水道事業会計 

87億2,487万4千円

6,765万2千円

6,727万6千円

４億9,596万5千円

２億9,646万9千円

２億4,881万6千円

３億5,019万4千円

67億3,476万3千円

11億9,876万4千円

5,463万9千円

27億4,805万4千円

35億575万1千円

国民健康保険（事業勘定） 

国民健康保険（南高麗診療所勘定）  
国民健康保険（名栗診療所勘定） 

笠縫土地区画整理

双柳南部土地区画整理

岩沢北部土地区画整理

岩沢南部土地区画整理

介護保険 

後期高齢者医療 

訪問看護ステーション

　子ども医療費無償化の対象年齢拡大等は評
価するが、市民課窓口の民間委託は公的責任
を果たせないこと、久下六道線整備には市民
全体の合意形成が必要であること等から、反
対する。

　市債を２１億円減額しつつも全体では２％
の減額に留め、財政健全化に向けた強い姿勢
を示していること、対話重視のまちづくりの
ため、きめ細かく充実した予算であることか
ら、賛成する。

討　論 特別会計・公営企業会計も全て

前年度に比べ６億円、２％の減額となりました。主な内容は下記のとおりです。

民生費　１４７,０００円  

 

 

 

  

討　論
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　　充実させる内容は？

　　導入のスケジュールは？ 　　事業内容は？

　　森林の新たな利活用とは？ 　　改修内容とスケジュールは？

新規

新規 新規

新規

拡充

拡充

●３　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163

 

 

　12,000千円

 

 

 

46,760千円

  

26,000千円

 

277千円

 

77,928千円 180,000千円

  

  

飯能第一小学校
施設整備の
在り方の検討

地域の足の確保に
向けた新たな
移動手段の導入

森林の整備、
利活用の推進

ブックスタート
絵本のプレゼント

阿須運動公園
ホッケー場の改修

障害のある方への
相談支援体制の
充実

　　今後の在り方について、地域住民との対話
　　を通じた合意形成により、校舎整備基本計
　　画の策定を予定している。

　　相談内容が複雑多様化するなか、支援体制
　　を充実させるため、すこやか福祉相談セン
　　ターの相談支援職員を増員する。

　　原市場・南高麗地区のお出かけの足として、
　　高齢者の通院や買い物での利用を考慮した
　　方針案を策定。実証運行開始は９月を予定。

　　絵本を介した親子のふれあいを高め、子ど
　　もの読書環境を整えるため、乳児健診時に
　　絵本をプレゼントする。

　　都市住民に森林体験サービスを提供するこ
　　とで安定した収入と雇用を確保し、山間地
　　域の活性化につなげる事業などに取り組む。

　　人工芝を張替え、全国大会レベルの競技会
　　場の人工芝として日本ホッケー協会から公
　　認される仕様とする。11月から改修予定。
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議案の審議 議案に対し大綱（根本的な事柄）で
審議します。

３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議決

新たな基金設置の考え方は？

定数削減についての見解は？

空調設備改修事業の内容は？

令和４年度予算の特徴は？

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163　４

議案等の上程

　　 議会は、２月２５日から3月２４日までの２８日間開かれ、市長提出議案２９件、
議員提出議案１件、その他１件について審議等を行い、全て　　しました。
３月議会で議決した主な議案は、次のとおりです。

【議案第７号】飯能市みらい環境基金条例

　・環境保全と創造に関する施策を計画的に進める財源として基
　　金を設置

環境づくり基金と緑の基金の目的を併せて推進する基金を新たに
設置し、ふるさと納税の寄附金も有効に活用して清流保全や環境
調査、脱炭素化事業等に取り組む。

【議案第９号】飯能市消防団条例の一部を改正する条例

　・分団の再編により団員の定員を削減
　・災害出動報酬の創設により団員の処遇を改善

条例の定員に満たない現状が続いているため、消防団と十分に話
し合い、分団を再編して活動に支障のない定員とした。

【議案第１０号】飯能市一般会計補正予算（第１３号）

　・補正額15億7,429万6千円
　・富士見小学校、美杉台小学校の空調設備改修事業費を計上
　　（令和４年度へ繰越）

設置後３０年以上が経過する空調設備について、集中方式から個
別方式に改修する。

【議案第２７号】令和４年度飯能市後期高齢者医療特別会計予算

　・歳入歳出予算額１１億9,876万４千円
　・前年度比10.6％の増加

保険料率が改正される。団塊の世代が75歳になりはじめるため、
被保険者が増加することが大きな理由。

☟

全ての議案はこちらから
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委員会の審査 各常任委員会に付託され、
詳細に審査します。

最後の土地取得になるが、改め
て取得目的は？

第二区地区行政センター・保育
所の修繕内容は？

予算編成における逆ザヤの考え
は？

個人市民税、法人市民税の積算
根拠は？

特定健康審査委託料の新たな内
容は？

久下六道線整備の住民理解につ
いては？

常任委員会

●５　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163

一般質問議 決

議案質疑を経て、議案は３つの 　　　　　  に付託され、詳細に審査しました。
３月議会の主な審査内容は、次のとおりです。

委 員 長　椙田　博之
副委員長　武田　一宏
委　　員　長谷川順子
　　　　　中元　　太
　　　　　野口　和彦
　　　　　新井　　巧
　　　　　野田　直人

委 員 長　大津　　力
副委員長　内田　健次
委　　員　熊田　尚子
　　　　　関田　直子
　　　　　金子　敏江
　　　　　加藤由貴夫

委 員 長　栗原　義幸
副委員長　パタソンひとみ
委　　員　坂井　悦子
　　　　　滝沢　　修
　　　　　鳥居　誠明
　　　　　加涌　弘貴

総 務 教 育
委員会

経済建設
委員会

生活福祉
委員会

予算編成における逆ザヤの考
は？

個人市民税、法人市民税
根拠は？ 委 員

税の積算
委 員

総 務
委

内容は、次のとお

最後の土地取得になるが
て取得目的は？ 根

が、改めめ 個

特定健康審査委託料の新たな内
容は？ 委 員

生活
委

⑲ 財産の取得について ⑳ 令和４年度一般会計予算

第二区地区行政センタ
所の修繕内容は？ 特

ー・保育育
特

⑳ 令和４年度一般会計予算

㉙ 令和４年度水道事業会計
　 予算

㉑ 令和４年度国民健康保険
　 特別会計予算

久下六道線整備の住民理
いては？

委 員
え

久
い

理解につ

経
委

⑳ 令和４年度一般会計予算

○の中の数字は議案番号

経営健全化計画に基づき、土地
開発公社の解散を目的に土地を
取得してきた。次世代に不良債
権を残さないという意味がある。

耐震補強の設計委託を行い、そ
れ以外の修繕も検討していく。

減価償却費が増大しているため
逆ザヤになっているが、経費を
更に抑制し、適正な事業規模で
実施することで安定した運営が
行えると考えている。

個人市民税は個人消費の持ち直
しや納税義務者の増加等を勘案
し、前年度比増とした。法人市
民税は本市の回復基調が全国よ
りもやや遅れているため、前年
度比減とした。

特定健診の受診率向上のため、
人工知能を使い対象者ごとに情
報を分析し、効果的な受診勧奨
通知を作成する。

測量、予備設計についての住民
説明会を開催し、しっかりと説
明していく。
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●
●
●
●

市議会だよりに広告を掲載しませんか

議案
番号

議決結果

議席番号・議員名

　　議　案　名

議案
番号

議決
結果

議案
番号

議決結果議　　　　　案　　　　　名

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163　６

1 承　　認

2 原案可決

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

熊
田
　
尚
子

長
谷
川
順
子

武
田

一
宏

坂
井

悦
子

栗
原

義
幸

中
元

　
太

関
田

直
子

大
津

　
力

野
口

和
彦

内
田

健
次

椙
田

博
之

滝
沢

　
修

新
井

　
巧

金
子

敏
江

加
藤
由
貴
夫

鳥
居
　
誠
明

加
涌

弘
貴

野
田

直
人

8 飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

19 財産の取得について ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

20 令和４年度飯能市一般会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

21 令和４年度飯能市国民健康保険特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

27 令和４年度飯能市後期高齢者医療特別会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

28 令和４年度飯能市訪問看護ステーション特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

29 令和４年度飯能市水道事業会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

議提1 原案可決

3 飯能市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

4 原案可決

5 原案可決

6 原案可決

7 原案可決

9 原案可決

10 原案可決

11 原案可決

12 原案可決

13 原案可決

14 原案可決

15 原案可決

16 原案可決

17 原案可決

18 原案可決

22 原案可決

23 原案可決

24 原案可決

25 原案可決

26 原案可決

30 原案可決

31 原案可決

派　　遣

飯能市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

令和３年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

令和４年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計予算

令和４年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計予算

令和３年度飯能市一般会計補正予算（第１３号）

■賛否が分かれた議案 ※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

飯能市土地開発基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例

　
　

令和３年度飯能市一般会計補正予算（第１２号）

市道路線の廃止について（大字下川崎地内）

議員派遣の件

令和３年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

令和３年度飯能市下水道事業会計補正予算（第２号）

ロシア連邦のウクライナ侵攻に抗議する決議

令和４年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計予算

令和４年度飯能市介護保険特別会計予算

令和４年度飯能市下水道事業会計予算

■全会一致の議案

令和４年２月臨時会　議決結果

議　 　　　案　　　　　名

※中元太議員は議長のため、採決には加わっていません。

■全会一致の議案

令和４年３月定例会　議決結果

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度飯能市一般会計補正予算（第１１号））

飯能市消防団条例の一部を改正する条例

令和３年度飯能市一般会計補正予算（第１４号）

※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略

埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について

飯能市土地開発公社所有地取得基金条例を廃止する条例

令和３年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

令和３年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

飯能市みらい環境基金条例

市道路線の認定について（大字下川崎地内）

令和４年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計予算

上記のサンプル （タテ45mm ×ヨコ 60mm ）で掲載料１万円です。

　 年４回（５月・８月・１１月・２月）、約２万９千部を発行
　 申し込みは掲載希望号の発行日２カ月前までに議会事務局へ
　 広告サイズは４種類（１万円から）
　 各世帯への配付と公共施設への配架

※ 詳しくは、市ホームページか議会事務局へお問い合わせください。

～ 企業や事業、イベントのＰＲにご活用ください!! ～

パ
タ
ソ
ン
ひ
と
み
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一 般 質 問

一　 般　 質　 問

子
ど
も
の
心
と
身
体
の
問
題
の
早
期

解
決
へ
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や

保
護
者
が
相
談
で
き
る
精
神
科
の
専

門
医
を
月
１
回
程
度
委
託
し
て
は
ど

う
か
。

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
向
上
や
就

労
支
援
に
活
用
で
き
る
国
の「
地
域

女
性
活
躍
推
進
交
付
金
」の
活
用
や
、

初
歩
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
技
能
を
学
べ

る
講
座
の
開
催
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

デ
ジ
タ
ル
格
差
解
消
へ
の
地
域
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
取
り
組
み
は
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
に
関
し
て

の
情
報
提
供
や
、
地
区
行
政
セ
ン
タ

ー
な
ど
身
近
な
場
所
で
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
強
化
は
。
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　一般質問とは、市の行政全般について市長（執行部）に対し、議員がそれぞれの視
点から質問し、説明を求めるものです。
　質問する議員は、質問内容を事前に通告します。本会議における持ち時間は１人６０
分以内です。
　原稿は、質問者自らが執筆したものを発言順に掲載しています。今回は１３人の
議員が登壇しました。
　一般質問の様子は、インターネット録画配信をしています。掲載されている二次
元コードから、該当議員の動画をご覧いただけます。
（　　　）の中は会派名です。

市政に対する

熊
田　

尚
子
（
公
明
党
）

教
育
相
談
体
制
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
支
援

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
取
り
組
み

医
療
面
の
相
談
に
も
十
分
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
嘱
託
医

と
の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
、
教
育
相
談
体
制
の
整
備
・

充
実
に
努
め
る
。

女
性
活
躍
推
進
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
採
択
事
例
等
も
参
考
に
調
査

・
研
究
す
る
。
パ
ソ
コ
ン
技
能
の
習

得
に
係
る
講
座
に
つ
い
て
は
埼
玉
県

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
も
情
報
交
換
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
を
駆
使
し
た
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
利
用

へ
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
地
区
行

政
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
講
習
会
の
機
会

を
増
や
す
調
整
を
始
め
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
と
連
携

し
、
特
設
窓
口
を
設
置
し
て
の
サ
ポ

ー
ト
や
広
報
は
ん
の
う
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
情
報
提
供
し
て
い
く
。

マイナポイント事業
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一 般 質 問

飯
能
市
は
水
源
地
で
あ
り
、
入
間
川

・
荒
川
が
東
京
湾
ま
で
繋
が
る
間
に

隣
接
す
る
自
治
体
が
20
も
あ
る
。
木

材
商
品
や
森
林
教
育
な
ど
を
商
品
化

し
、
川
下
の
自
治
体
の
森
林
環
境
譲

与
税
で
消
費
し
て
頂
け
れ
ば
大
き
な

流
通
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
飯

能
市
に
配
分
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与

税
は
地
権
者
の
集
約
化
に
か
か
る
人

件
費
に
充
て
、
早
期
に
集
約
化
を
完

了
さ
せ
る
。
こ
こ
で
一
番
大
き
な
構

想
と
な
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は

三
重
県
に
あ
る
ウ
ッ
ド
ピ
ア
の
よ
う

な
木
材
集
積
場
と
製
材
所
を
合
わ
せ

た
場
所
を
新
た
に
創
り
、
市
長
の
公

約
に
も
あ
る
道
の
駅
と
同
じ
場
所
に

組
み
合
わ
せ
、
展
示
場
も
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
西
川
材
の
一
大

拠
点
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
間

企
業
の
共
同
体
で
は
、
販
売
の
軸
と

し
て
川
下
の
自
治
体
が
毎
年
受
け
取

る
森
林
環
境
譲
与
税
の
利
活
用
が
進

む
商
品
開
発
と
販
売
を
行
い
、
税
に

よ
る
経
済
循
環
と
森
林
整
備
が
持
続

可
能
に
な
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
が
効
果
的
で
あ
る
。
現
状
の
西
川

材
に
関
連
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
企

業
や
個
人
事
業
主
に
お
い
て
は
、 

共

通
の
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
よ
う

に
思
う
。
こ
の「
西
川
材
復
活
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」に
対
し
、
市
長
の
考
え
は
。

「
飯
能
地
区
河
川
利
活
用
検
討
業
務

委
託
」
の
業
務
委
託
の
内
容
は
。

山
間
地
域
の
日
照
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
ま
た
ハ
イ
カ
ー
の
眺
望
を
確

保
す
る
た
め
、
稜
線
を
優
先
的
に
伐

採
す
る
こ
と
は
有
益
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

第
一
小
学
校
校
舎
建
て
替
え
の
現
時

点
の
見
通
し
は
。

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163２８

大
津　
　

力
（
チ
ー
ム
は
ん
の
う
）

飯
能
河
原
に
つ
い
て

森
林
政
策
に
つ
い
て

第
一
小
学
校
に
つ
い
て

飯
能
河
原
メ
イ
ン
エ
リ
ア
と
、
川
の

国
埼
玉
は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
遊
歩
道
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
本
郷
浄
水
場
付
近
か
ら
堰
付
近
、

割
岩
橋
か
ら
矢
久
橋
付
近
の
周
辺
エ

リ
ア
も
含
め
た
エ
リ
ア
の
利
活
用
方

針
の
検
討
、
策
定
、
河
原
メ
イ
ン
エ

リ
ア
内
の
利
用
方
法
と
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
等
の
有
料
化
実
証
事
業
の
企
画
実

施
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
更
な
る
利
活

用
や
賑
わ
い
創
出
の
検
討
、
飯
能
河

原
全
体
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の

策
定
な
ど
を
行
う
も
の
。

生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
森
林

の
伐
採
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
観

光
的
な
側
面
か
ら
の
間
伐
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
年
々
増
大
し
て
お
り
、
喫

緊
か
つ
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
地
域
と
の
対
話
を
通
じ
て

地
域
の
要
望
を
吸
い
上
げ
、
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
く
。

改
修
す
る
に
し
て
も
、
建
て
替
え
る

に
し
て
も
大
が
か
り
な
も
の
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
現
在
庁
内
で

横
断
的
な
組
織
体
制
を
組
み
、
施
設

整
備
の
方
向
性
や
、
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

飯能河原

野
口　

和
彦
（
チ
ー
ム
は
ん
の
う
）

森
林
環
境
税
に
伴
う
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
た
「
西
川
材
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
み
て
は

西川材復活プロジェクト

森
林
循
環
と
地
域
経
済
の
循
環
を
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
、
壮
大
な
提

案
と
受
け
止
め
る
。
今
後
の
施
策
を

考
え
る
上
で
の
参
考
と
す
る
。
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一 般 質 問

「
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」は
、
気

象
庁
が
推
進
す
る
、
気
象
に
特
化
し

た
防
災
啓
発
活
動
や
災
害
対
策
の
改

善
支
援
、
災
害
発
生
時
の
活
動
支
援

等
を
可
能
に
す
る
も
の
。
本
市
に
お

い
て
も
、
山
間
地
域
の
土
砂
災
害
や

河
川
流
域
の
浸
水
対
策
等
、
大
雨
に

よ
る
水
災
害
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

「
避
難
所
混
雑
可
視
化
シ
ス
テ
ム
」と

は
、住
民
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
、

事
前
に
避
難
所
の
混
雑
状
況
の
確
認

が
で
き
、
的
確
な
避
難
行
動
が
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
も
の
。
本
市
で
は
、

既
に
、
昨
年
の
期
日
前
投
票
所
の
混

雑
防
止
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
３
密
を
避
け
る

避
難
所
運
営
が
可
能
と
な
り
、
分
散

避
難
に
も
有
効
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

新
た
な
災
害
対
策
と
し
て
、
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

16
ｍ
の
拡
幅
は
必
要
な
の
か
。

凹
凸
な
ど
危
険
箇
所
は
工
事
完
了
ま

で
そ
の
ま
ま
な
の
か
。

令
和
４
年
度
の
測
量
設
計
委
託
料
の

詳
細
は
。

事
業
実
施
の
財
源
は
。

補
助
率
は
。

例
え
ば
16
ｍ
を
12
ｍ
に
す
る
な
ど
事

業
内
容
が
変
更
し
た
場
合
、
国
の
補

助
は
使
用
可
能
か
。

地
域
福
祉
推
進
組
織
の
新
規
設
立
予

定
は
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
の
進
捗
は
。

●９　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163

武
田　

一
宏
（
ネ
ク
ス
ト
は
ん
の
う
）

久
下
六
道
線
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

地
域
福
祉
推
進
組
織
に
つ
い
て

賑
わ
い
創
出
の
場
所
作
り
に
は
ど
の

く
ら
い
の
幅
員
が
必
要
か
検
討
し
た

結
果
16
ｍ
必
要
と
考
え
る
。

道
路
管
理
者
の
埼
玉
県
と
道
路
移
管

の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
移
管
時
に

改
善
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

建
物
の
位
置
等
、
現
状
把
握
を
目
的

と
し
た
現
地
測
量
及
び
路
線
の
中
心

線
を
決
め
る
予
備
設
計
を
行
う
。

国
の
補
助
金
、交
付
金
を
活
用
す
る
。

50
〜
55
％
で
あ
る
。

国
の
補
助
を
受
け
る
に
は
都
市
計
画

に
適
合
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
都

市
計
画
法
に
基
づ
い
た
変
更
手
続
き

が
求
め
ら
れ
る
が
、
久
下
六
道
線
に

関
し
て
は
既
に
途
中
ま
で
着
工
が
な

さ
れ
て
い
る
た
め
難
し
い
。
事
業
内

容
の
変
更
に
関
し
て
は
充
分
に
吟
味

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
新

規
設
立
の
予
定
は
な
い
。

13
人
配
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
が
、
現
在
は
９
人
で
あ
る
。

久下六道線の現在の様子

栗
原　

義
幸
（
公
明
党
）

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
と

避
難
所
の
混
雑
可
視
化
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

出
典
：
気
象
庁

本
市
で
は
、
気
象
状
況
と
そ
の
見
通

し
な
ど
の
連
携
に
つ
い
て
、
熊
谷
地

方
気
象
台
と
市
の
間
で
24
時
間
対
応

可
能
な
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
構
築
し
て

い
る
。「
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
雇

用
し
、
風
水
害
時
の
対
策
を
担
っ
て

い
る
事
例
も
あ
る
。
導
入
し
て
い
る

自
治
体
の
活
用
状
況
を
把
握
し
、

研
究
し
て
い
く
。

全
国
の
自
治
体
で
も
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
も
導
入
自
治
体
の
活

用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
、
研
究
し

て
い
く
。
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一 般 質 問

現
在
、
学
校
に
登
校
で
き
て
い
な
い

児
童
生
徒
は
何
人
い
る
か
。

多
面
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
専
門

家
と
し
て
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

５
〜
11
歳
へ
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
努
力
義
務
か
ら
外
れ
た
こ
と
も

お
知
ら
せ
す
る
べ
き
で
は
。

自
伐
型
林
業
の
研
修
校
が
市
内
に
あ

る
。
担
い
手
確
保
の
場
所
と
し
て
注

目
す
べ
き
で
は
。

市
が
買
っ
た
土
地
の
伐
採
木
の
取
り

扱
い
は
、
売
却
代
金
の
扱
い
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
市
は
市
民
に
報

告
が
必
要
。
事
業
者
に
委
ね
た
、
と

は
何
か
。
財
務
会
計
上
の
明
確
な
用

語
で
明
示
を
。

第
１
回
の
検
証
委
員
会
の
報
告
は
。

次
回
の
開
催
は
い
つ
か
。

阿
須
山
中
事
業
の
白
紙
撤
回
を
求
め
、

１
万
３
５
０
０
筆
以
上
の
署
名
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
反
対
運
動
が
起
こ

る
な
ど
、
な
ぜ
市
民
に
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
か
検
証
す
る
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り
・

生
き
づ
ら
さ
に
つ
い
て
、
１
６
８
６

件
の
調
査
事
例
を
ま
と
め
た「
ひ
き

こ
も
り
白
書
」が
あ
る
。
そ
の
内
６

割
が
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
し
な
く
な
っ

た
。
ま
た
、
６
割
が
コ
ロ
ナ
禍
で
精

神
状
態
が
悪
化
し
、
３
割
が
生
活
困

窮
と
答
え
て
い
る
。
自
由
記
述
で
は
、

「
地
獄
の
よ
う
な
孤
独
か
ら
救
っ
て

ほ
し
い
」「
ひ
と
り
で
生
き
て
い
け
る

か
自
信
が
な
い
」「
で
き
れ
ば
早
く
死

に
た
い
」等
と
深
刻
な
実
態
が
う
か

が
え
る
。
自
治
体
に
は
、
①
相
談
窓

口
の
明
確
化
と
専
門
職
員
の
育
成
②

居
場
所
づ
く
り
、
社
会
参
加
と
就
労

支
援
③
広
報
で
の
周
知
と
周
知
方
法

の
工
夫
④
関
係
機
関
と
の
連
携
、
支

援
団
体
の
育
成
と
地
域
協
力
者
の
発

掘
・
育
成
等
を
求
め
て
い
る
。
実
態

把
握
と
取
り
組
み
強
化
を
望
む
が
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
は

重
要
で
あ
る
。
正
規
職
員
化
と
増
員

で
、
全
13
圏
域
に
配
置
を
。
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新
井　
　

巧
（
日
本
共
産
党
）

コ
ロ
ナ
禍
で
ひ
き
こ
も
り・生
き
づ

ら
さ
に
対
応
し
た
支
援
が
必
要

民
生
委
員
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
実
態

把
握
に
努
め
、
家
族
の
心
情
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
な
ど
に
考
慮
し
な
が
ら
ど

の
よ
う
な
支
援
に
つ
な
げ
る
か
検
討

し
て
い
く
。
健
康
づ
く
り
支
援
課
と

社
会
福
祉
協
議
会
が
相
談
窓
口
で
取

り
組
む
。
県
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
専
門
機

関
と
連
携
し
、
専
門
職
員
の
育
成
に

努
め
、
居
場
所
づ
く
り
は
先
進
事
例

を
研
究
し
て
い
く
。

社
会
福
祉
協
議
会
を
し
っ
か
り
と
支

援
し
て
い
く
。

埼玉県の相談機関

長
谷
川　

順
子
（
無
所
属
）

Ｓ
Ｓ
Ｗ
各
校
配
置
を
、
小
児
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
慎
重
に
、
自
伐
型
林

業
、
阿
須
山
中
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
問
題

小
学
生
43
名
、
中
学
生
82
名
。

市
に
１
名
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
県

費
対
応
の
た
め
増
員
は
難
し
い
。

丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

森
林
現
場
で
活
躍
し
て
も
ら
え
る
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

事
業
者
に
処
分
を
任
せ
た
。

報
告
で
き
る
段
階
に
な
い
。

ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。

全
て
の
市
民
が
反
対
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
。
検
証
す
る
の
は
一
定
程
度

の
ま
だ
事
業
を
理
解
さ
れ
て
い
な
い

方
へ
明
ら
か
に
す
る
た
め
。

各校にスクールソーシャルワーカーを
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一 般 質 問

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
理
用
品
の
購
入

に
困
っ
た
女
性
が
多
く
い
る
こ
と
が

衝
撃
と
な
り
、
全
国
で
は
急
遽
、
防

災
備
蓄
品
を
公
共
施
設
や
学
校
に
配

置
し
た
が
、
備
蓄
品
が
無
く
な
っ
た

時
点
で
終
了
と
い
う
自
治
体
が
多
く
、

継
続
性
と
い
う
点
で
は
こ
れ
か
ら
で

あ
る
。
生
徒
の
健
康
と
月
経
衛
生
、

安
心
し
て
授
業
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
置
し
て
、

生
徒
の
学
習
権
を
保
障
す
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
る
。
過
日
、
中
学
校
３

校（
一
中
、
加
治
中
、
原
市
場
中
）を

訪
問
し
て
校
長
、
教
頭
、
養
護
教
諭

か
ら
話
を
伺
っ
た
。
体
に
変
調
が
起

き
て
い
る
女
子
生
徒
が
多
い
と
聞
き
、

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
我
慢
を
抱
え
体

に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
と
考
え
る
。

確
実
に
事
業
化
を
し
て
ほ
し
い
。
生

徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
・
結
果
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

「
第
５
次
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
」で
は
、区
画
整
理
の
加
速
化
、

充
実
化
も
重
点
施
策
と
な
っ
て
い
る
。

加
速
化
、
充
実
化
を
図
る
に
は
、
財

源
や
事
業
期
間
な
ど
の
課
題
を
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
事
業
の

進
め
方
は
。

温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
た
め
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
必
要
に
な

る
。
し
か
し
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

の
乱
開
発
が
森
林
破
壊
や
土
砂
崩
れ
、

住
環
境
の
悪
化
も
招
き
か
ね
な
い
。

飯
能
の
自
然
を
守
る
た
め
に
、
環
境

保
全
地
区
と
建
設
可
能
地
区
を
分
け

る
条
例
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。
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滝
沢　
　

修
（
日
本
共
産
党
）

「
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
」

区
画
整
理
の
加
速
化
・
充
実
化
と
は

太
陽
光
発
電
施
設
設
置
の
条
例
化
を

笠
縫
地
区
は
、
幹
線
道
路
の
整
備
も

概
ね
完
了
し
、
建
物
移
転
率
も
９
割

を
超
え
た
。
生
活
道
路
の
整
備
を
優

先
し
快
適
な
住
環
境
の
創
出
を
図
っ

て
行
く
。
双
柳
南
部
地
区
は
、
生
活

環
境
の
改
善
を
早
急
に
図
る
た
め
、

下
水
道
と
連
携
し
、
幹
線
道
路
を
優

先
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。
岩
沢
地

区
は
、建
物
移
転
や
道
路
、下
水
道
整

備
を
積
極
的
に
進
め
、
阿
須
小
久
保

線
は
国
道
２
９
９
号
ま
で
の
開
通
を
令

和
７
年
度
を
目
標
に
進
め
て
い
く
。

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
を
対
象
と

す
る
条
例
の
多
く
は
、
土
地
所
有
者

の
財
産
権
や
営
業
の
自
由
を
規
制
し

て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
拡
大
を
支
持
し
な
が
ら
、
そ
の
適

正
配
置
や
設
置
、
環
境
や
防
災
な
ど

地
域
へ
の
影
響
に
配
慮
を
求
め
て
い

る
。
日
高
市
の
裁
判
も
注
視
し
、
引

続
き
調
査
研
究
を
続
け
て
い
く
。

林地のソーラーパネル設置（阿須山中）

金
子　

敏
江
（
日
本
共
産
党
）

学
習
権
を
保
障
す
る
た
め
に
中
学
校

女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
配
置
を

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
家
庭
の
状
況

に
つ
い
て
も
聴
く
た
め
、
慎
重
を
期

す
必
要
が
あ
り
質
問
内
容
や
実
施

方
法
に
つ
い
て
精
査
し
て
行
っ
た
。

「
学
校
生
活
で
生
理
用
品
が
な
く
て

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
」、「
困
っ
た

と
き
に
ど
う
し
て
い
る
か
」、「
予
備

の
生
理
用
品
を
ど
こ
に
置
い
て
ほ
し

い
か
」等
で
、
現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
集
計
中
で
あ
り
、
ま
だ
判
断

で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
で
は
な
い
が
、

集
計
が
終
わ
り
次
第
、
し
っ
か
り
分

析
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
児
童
・

生
徒
に
と
っ
て
最
善
の
方
法
と
な
る

よ
う
対
応
し
て
い
く
。

生徒の学習権を保障
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一 般 質 問

広
告
物
掲
載
事
業
の
拡
大
や
対
象
イ

ベ
ン
ト
の
追
加
は
。

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
が
市
の
Ｐ
Ｒ

策
と
し
て
２
か
所
予
定
。
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
に
つ
い
て
、
更
新
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
広
告
が
実
施
可
能
で
は
。

自
治
体
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

実
施
が
増
え
、
総
務
省
も
支
援
。
国

の
支
援
を
得
て
、
地
域
課
題
の
解
決
、

自
主
財
源
増
の
た
め
実
施
し
て
は
。

公
用
車
の
広
告
掲
載
は
県
内
多
数
の

自
治
体
で
必
要
な
規
定
を
整
備
し
導

入
事
例
が
あ
る
。
努
力
す
べ
き
で
は
。

自
主
財
源
比
率
が
低
い
こ
と
に
財
政

の
健
全
性
か
ら
所
見
は
。

非
居
住
物
件
に
対
す
る
特
定
空
家
認

定
他
、
固
定
資
産
の
流
動
化
に
よ
る

活
力
増
、
増
収
を
よ
り
推
進
し
て
は
。

人
口
減
少
、
社
会
保
障
費
の
増
大
等

財
源
不
足
に
対
し
、
固
定
資
産
税
の

超
過
税
率
な
ど
、
一
定
規
模
の
財
源

が
確
保
で
き
る
項
目
へ
の
検
討
は
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
方
へ
わ
か
り

や
す
い
対
応
を
お
願
い
し
た
い
が
。

通
報
や
再
発
防
止
に
二
次
元
コ
ー
ド

を
効
果
的
に
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

国
道
２
９
９
号
の
騒
音
問
題
で
市
民

は
ど
の
よ
う
な
協
力
が
で
き
る
か
。

環
境
基
準
を
超
過
し
た
地
点
で
の
騒

音
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

早
稲
田
学
園
の
開
校
に
伴
っ
た
地
域

住
民
へ
の
施
設
開
放
と
避
難
場
所
と

し
て
の
利
用
は
。

副
反
応
が
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
感
染
に
よ
る
重
症
化

や
死
亡
が
見
ら
れ
な
い
５
歳
か
ら
11

歳
に
対
し
て
促
し
て
よ
い
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
説
明
書

が
２
枚
送
付
さ
れ
た
が
、
違
い
は
。
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パ
タ
ソ
ン　

ひ
と
み
（
チ
ー
ム
は
ん
の
う
）

不
法
投
棄
再
発
防
止
、
騒
音
対
策

早
稲
田
学
園
と
地
域
の
取
り
組
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
い
た
だ

き
、
状
況
確
認
な
ど
対
応
し
て
い
る
。

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
の
看
板
に
掲

載
し
、
早
期
発
見
で
対
応
に
繋
げ
る
。

暴
走
車
両
を
見
た
ら
１
１
０
番
通
報

を
お
願
い
し
た
い
。

対
策
の
要
請
限
度
を
超
え
て
い
な
い

の
で
直
ち
に
要
請
で
き
な
い
が
、
騒

音
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
継
続
し

て
監
視
し
て
い
く
。

５
月
〜
６
月
頃
か
ら
利
用
で
き
る
よ

う
手
続
方
法
な
ど
を
検
討
中
で
、
避

難
場
所
と
し
て
も
備
蓄
倉
庫
を
配
置

す
る
な
ど
準
備
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き

適
切
な
医
療
体
制
を
整
え
た
上
で
接

種
券
を
送
っ
て
い
る
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
効
果
が
十
分
で

な
い
と
判
明
し
、
接
種
は
努
力
義
務

の
適
用
外
と
示
す
も
の
。

早稲田学園

坂
井　

悦
子
（
日
本
維
新
の
会
）

人
口
減
少
時
代
の
財
政
健
全
化

民
間
参
入
に
よ
る
自
主
財
源
確
保

課
税
自
主
権
の
拡
大

可
能
な
も
の
は
積
極
的
に
導
入
。

初
期
費
用
と
回
収
に
か
か
る
試
算
か

ら
難
し
い
と
判
断
。
更
新
や
管
き
ょ

新
設
時
に
合
わ
せ
可
能
性
は
あ
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
が
見

直
さ
れ
、
令
和
４
年
度
か
ら
成
功
報

酬
型
委
託
業
務
に
取
り
組
む
。

飯
能
市
乗
合
ワ
ゴ
ン
お
で
か
け
む
ー

ま
号
で
広
告
や
協
賛
事
業
を
検
討
。

健
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
で
空
家
解
消
や

移
住
促
進
の
効
果
。
引
続
き
推
進
。

歳
入
面
の
み
で
は
な
く
総
合
的
に
検

討
す
べ
き
。
企
業
誘
致
の
推
進
他
、

市
税
全
般
の
適
正
課
税
が
最
優
先
。

飯能市乗合ワゴン おでかけむーま号
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一 般 質 問

市
長
は
、
飯
能
市
の
教
育
の
目
指
す

と
こ
ろ
と
し
て
、
未
来
を
拓
く
特
色

あ
る
教
育
の
推
進
を
し
て
い
く
、
と

の
発
言
を
さ
れ
て
い
る
。
学
び
の
共

同
体
と
、
学
び
の
改
革
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
か
。

「
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま
ち
・
飯
能
」の
推
進

と
、
老
朽
化
の
進
ん
だ
ホ
ッ
ケ
ー
場

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
。

行
財
政
改
革
に
数
値
目
標
は
。

当
初
予
算
の
精
度
を
上
げ
、
不
用
率

を
下
げ
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
。

行
財
政
改
革
に
数
値
目
標
を
入
れ
る

の
は
２
か
月
あ
れ
ば
可
能
で
は
。

行
財
政
改
革
推
進
の
部
署
設
置
を
。

第
二
庁
舎
を
解
体
し
て
駐
車
場
に
。

保
健
セ
ン
タ
ー
も
解
体
し
移
転
を
。

丸
広
８
階
に
保
育
所
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー
、
備
蓄
庫
を
。

利
用
者
等
の
た
め
西
口
再
開
発
を
。

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
考
え
は
。

社
会
教
育
は
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
。

小
・
中
学
生
の
学
力
が
全
国
平
均
よ

り
低
い
。
教
育
長
は
ど
う
感
じ
た
。

正
答
率
高
い
県
の
指
導
法
研
究
を
。

「
学
び
の
改
革
」が
４
割
で
実
施
し
成

果
有
り
と
の
こ
と
。
残
り
６
割
は
。
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加
藤　

由
貴
夫
（
み
ど
り
の
会
）

未
来
を
拓
く
特
色
あ
る
教
育
の
進
め

方
に
つ
い
て

ホ
ッ
ケ
ー
場
改
修
に
つ
い
て

未
来
を
拓
く
特
色
あ
る
教
育
の
推
進

は
、
私
が
市
民
に
お
約
束
し
た
、
最

重
要
公
約
の
一
つ
で
あ
る
。
特
に
、

第
３ 

期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
位
置

付
け
た「
学
び
の
改
革
」の
中
心
は
、

探
究
的
で
協
同
的
な
学
び
、
す
な
わ

ち
主
体
的
で
対
話
的
な
学
び
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
正
に
私
が
目
指
す
、
対
話

重
視
の
ま
ち
づ
く
り
、
こ
れ
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
、
最
も
重
要

な
施
策
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

飯
能
市
は
、
市
長
で
あ
る
私
が
先
頭

に
立
ち
、
市
長
部
局
、
教
育
委
員
会

が
一
つ
に
な
っ
て
、
保
護
者
、
地
域

の
皆
様
と
正
に「
学
び
の
共
同
体
」と

な
っ
て
連
携
し
、
飯
能
市
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
保

障
す
る「
学
び
の
改
革
」に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
整
備
が
大
変

重
要
で
あ
り
、
公
約
の
１
つ
と
し
て

掲
げ
令
和
４
年
度
は
ホ
ッ
ケ
ー
場
の

改
修
工
事
を
予
算
計
上
し
た
。
市
民

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を

さ
ら
に
盛
ん
に
し「
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま

ち
・
飯
能
」の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

飯能市の主体的・対話的で深い学び

鳥
居　

誠
明
（
無
所
属
）

第
７
次
行
財
政
改
革
に
数
値
目
標
を

予
算
精
度
向
上
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

小
・
中
学
生
の
学
力
調
査
に
つ
い
て

数
値
で
な
く
制
度
の
変
革
と
し
た
。

今
後
、
前
年
度
ま
で
の
執
行
状
況
や

執
行
率
を
注
視
し
予
算
編
成
す
る
。

可
能
だ
が
仕
組
み
や
制
度
を
改
革
。

コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
４
年
度
は
不
可
。

多
大
な
費
用
要
し
総
合
的
に
判
断
。

庁
内
全
体
計
画
の
中
で
判
断
す
る
。

魅
力
的
な
立
地
だ
が
検
討
が
必
要
。

鉄
道
関
係
者
や
近
隣
の
方
々
と
の
協

議
が
必
要
で
、
今
後
検
討
し
た
い
。

学
校
教
育
は
「
自
ら
学
び
互
い
に
学

び
課
題
に
挑
戦
し
価
値
の
創
造
」
社

会
教
育
は「
学
び
を
地
域
に
還
元
」。

組
織
内
の
話
し
合
い
で
発
掘
す
る
。

申
し
訳
な
く
思
う
。
現
在
は「
学
び

の
共
同
体
」で
成
果
が
出
始
め
た
。

授
業
研
究
と
視
察
の
支
援
を
行
う
。

教
員
の
異
動
等
で
時
間
を
要
す
が
全

校
で
取
り
組
め
る
よ
う
努
力
す
る
。

第二庁舎
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陳　

情

市
民
か
ら

　
　

市
議
会
へ
提
出

　
　
　
　

 

（
３
月
定
例
会
）

　

決　
　

議

　
　
　
　

 

（
３
月
定
例
会
）

本文（例）署名簿（例） 
  

 
策
定
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163　14

提
出
者

五
十
嵐　

勉

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

①
久
下
六
道
線
拡
幅
に
関
す
る

　

陳
情
書

提
出
者

五
十
嵐　

勉

②
太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
を

　

立
地
規
制
す
る
条
例
の
制
定

　

に
つ
い
て
陳
情

ロ
シ
ア
連
邦
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
抗
議
す
る
決
議

　

令
和
３
年
度
は
、
１
月
20
日
に

第
５
次
飯
能
市
総
合
振
興
計
画
後

期
基
本
計
画
策
定
協
議
会
及
び
飯

能
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
策
定
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
会
は
、
飯
能
市
の
中
・
長
期

的
な
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、

市
長
等
に
対
し
、
議
会
と
の
協
議

の
場
を
設
け
る
よ
う
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

飯
能
市
議
会
は
、
ロ
シ
ア
連
邦

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に

対
し
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

ロ
シ
ア
軍
の
即
時
撤
退
を
強
く
求

め
る
た
め
、「
ロ
シ
ア
連
邦
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議
」を

令
和
４
年
３
月
17
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

３
月
24
日
の
本
会
議
最
終

日
に
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
の
犠
牲

者
と
一
刻
も
早
い
世
界
の
平

和
を
祈
念
し
、
黙
と
う
を
行

い
ま
し
た
。

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
請
願
ま
た

は
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
紹
介
議
員
（
２
名
ま
た
は
３
名
）
が
必

要
で
、
議
会
の
審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の
常
任
委

員
会
で
慎
重
に
審
査
し
、
本
会
議
に
お
い
て
採
決
を

行
い
ま
す
。

　

陳
情
は
、
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原

則
と
し
て
議
会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら
ず
、
議
場
に

陳
情
の
写
し
を
配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
・
氏
名
・
内
容
等
が
市
議
会
だ
よ
り

等
で
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※書式例（請願の場合）Ａ４版縦書きでも可。提出者、署名者は住所、氏名（署名または記名押印）をお願いします。

請願・陳情の提出方法について　･･･市民の声を市政に･･･

 

○○○に関する請願

（趣旨）・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・
　以上、地方自治法第124条の
規定により請願いたします。 

令和 年 月 日 
　住 所 
　氏 名       　　　　　　　  ㊞

 

外○名 

紹介議員   　  ◇◇◇◇ 
　同     　　　▽▽▽▽ 
　同    　　　 □□□□ 
飯能市議会議長 ○○○○様 

住 所　　  氏 名 印  
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阿
須
山
中
土
地
有
効
活
用
事
業
を

視
察
し
ま
し
た

◆飯能市の先進事例を視察に来られました◆

飯能市議会だよりリニューアルにあたって

●15　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年５月１日　No.163

　

１
月
19
日
に
飯
能
市
議
会
議
員

有
志
に
よ
り
現
場
の
視
察
を
行
い
、

事
業
者
、施
工
業
者
か
ら
各
工
区
の

工
事
の
進
捗
状
況
や
防
災
・
安
全
対

策
、県
の
指
導
に
基
づ
く
対
策
工
事

の
内
容
等
を
直
接
伺
い
ま
し
た
。

　

多
発
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害

や
静
岡
県
熱
海
市
で
起
こ
っ
た
開

発
に
起
因
す
る
土
砂
災
害
等
も
あ

り
、
市
民
の
不
安
な
声
に
対
し
て

も
各
議
員
が
議
会
で
取
り
上
げ
、

市
か
ら
の
答
弁
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

施
工
業
者
か
ら
の
説
明
も
、徹
底

し
た
防
災
設
計
と
対
策
が
な
さ
れ
、

工
事
は
慎
重
に
無
事
故
で
行
わ
れ

て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　飯能市議会だよりは、創刊より４０年の節目を迎えました。ここに至りましたことは、市民の皆様の市議会に対
する深いご理解の賜であります。心より厚く御礼申し上げます。
　様 な々要因により時代は混沌としています。国政も市政も、ますますその役割と責任が重くなってきます。議会
は、今何を考え、何をしているのか。このことを市民の皆様に伝えることも議員の役割の一つと考えています。そ
の代表がこの「議会だより」です。
　広報委員は、この「議会だより」の見やすさ、伝わりやすさなど考え続けています。そして、より身近に市議会
を感じていただくことも考えています。それが今回のリニューアルです。各ページの見直しや、表紙・裏表紙のカ
ラー化により、とても新鮮な「議会だより」になりました。
　これからも、市民の皆様に手にとっていただけるより身近な「議会だより」になりますよう、鋭意努力してまい
ります。

議長　中元　　太

月　　日

１月12日（水）

１月14日（金）

　　　　　　　市町村議会名

東京都八丈町議会

愛知県長久手市議会総務くらし建設委員会

人　数

13

９

　　　　　　視察内容

議会に対するタブレット端末の導入
について（オンライン）

飯能市シティプロモーションと地方
創生

市町村議会行政視察受入一覧
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令和4（2022）年５月１日号
  №1

63

市 会

  Point

  P２ 令和４年度予算に注目！
  P７  13人の議員が登壇

議  令
和
４（
2
0
2
2
）年
５
月
１
日
号

No.163
《
発
行
》
飯
能
市
議
会
　
☎
042－973－2686　

《
編
集
》
市
議
会
広
報
委
員
会
　
飯
能
市
大
字
双
柳
１
－１

議会を見よう！ 議会を聴こう！ 議会を読もう！

Ｍ

編集後記 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

一般質問映像を録画
配信しています。 

本会議や委員会は
公開しています。 

本会議の会議録を
公開しています。 

会議情報を掲載して
います。 

 

 

 

 

 

        

もっと市議会を身近に感じて、
もっと多くの人に読んで
ほしいという想いを込めて
リニューアルされたんだよ！

 

 

 

議会を調べよう！

次回の6月定例会は

6月３日開会予定
会期日程等は6月1日頃内定します。

市議会だよりが
「もっとはんのう市議会」

に変わったのは
なぜ？ 

戸田競艇開催日（埼玉県都市ボートレース企業団主催分）5/26～5/30、6/16～6/21、6/25～6/29
お問い合わせ先　埼玉県都市ボートレース企業団事務局　TEL048-823-8711（収益の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

表紙の風景

も
っ
と
 は
ん
の
う
市

会
議

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
U
D
）の
考
え
に
基
づ
い
た
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
文
字
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

●●●●●●●●●夢馬と議会を学ぼう

　今号より議会と市民の皆さまを繋ぐ市議会だよりを
リニューアルしました。
　市民の皆さまに読んでいただきたい、議会のことを
もっと知っていただきたいという想いで、他市議会広
報の研究や、あきる野市議会のオンライン視察を行い、
読みやすい文字、優しい表現、見やすい紙面を心がけ、
皆さまが手に取ってみたいと思っていただけるよう検
討を重ねてまいりました。
　新しい紙面はいかがでしょうか。今後も「伝える」
努力と工夫を続けてまいりますので、ご意見・ご感想
を頂けましたら幸いです。また有料広告も募集してお
りますので、ご活用ください。　　　　 （パタソン）

広報委員　委 員 長　内田　健次
　　　　　副委員長　武田　一宏 
　　　　　委　　員　長谷川順子　パタソンひとみ
　　　　　　　　　　栗原　義幸　滝沢  修 

　田園風景の残る精明地区、下加治
に人気のお花見スポットがあります。
ここには、コロナ禍でもほっとする
時間があります。　　　　　　  

（滝沢）

「春のニコニコ池」「春のニコニコ池」「春のニコニコ池」

市議会だより163.ai   1   2022/04/20   10:47:30



令和4（2022）年８月１日号
  №1

64

市 会

  Point

  P2  飯能市独自の臨時特別給付金（第6次飯能市緊急経済対策）
  P5  14人の議員が登壇

議
●●●●●●●●●

３年振りの七夕　加治東ふれあい広場

市議会だより164.ai   1   2022/07/11   12:22:00



議案の審議 議案に対し大綱（根本的な事柄）で
審議します。

６月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 議決

改正の背景と、飯能市への影響は？

対象世帯数、児童数の内訳、支給スケジュールは？

保育士等の処遇改善の状況は？

本補正予算案編成に当たって市長の考えは？

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年８月１日　No.164　２

議案等の上程

　　議会は、６月３日から６月２１日までの１９日間開かれ、市長提出議案１３件、
請願２件、議員提出議案１件、その他１件について審議等を行い、全て　　しました。
６月議会で議決した主な議案は、次のとおりです。

【議案第３2号】専決処分の承認を求めることについて
　　　　  　（飯能市税条例の一部を改正する条例）
　・商業地等の固定資産税の負担調整措置について、課税標準　
　　額の上昇幅を2.5％（現行5％）とする

コロナ禍における社会経済活動や生活全般の変化を受け、納税者
の負担軽減・激変緩和のための令和4年度限りの措置。市への影響
は44筆、約18万5千円と限定的。

【議案第３７号】令和４年度飯能市一般会計補正予算（第1号）

　・補正額9,234万7千円
　・低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金給
　　付事業費を計上

ひとり親世帯約550世帯、800人。ひとり親世帯以外で住民税均
等割非課税世帯約450世帯、750人。６月中～下旬に申請不要世
帯にプッシュ方式にて支給。申請する場合は６月下旬から受付。

【議案第３８号】令和４年度飯能市一般会計補正予算（第２号）

　・補正額3億8,451万9千円
　・保育士等処遇改善臨時特例補助金等を計上

月額３％程度の賃金改善のための補助であり、賃金改善計画書、
実施報告書の提出により適切な処遇改善の実施を確認。

【議案第４２号】令和４年度飯能市一般会計補正予算（第３号）

　・補正額2億7,339万5千円
　・第6次飯能市緊急経済対策に係る事業費を計上

長引くコロナ禍でこれまで手が届かなかった方々への支援に力を
入れ、福祉支援策の一つとして住民税均等割のみ課税世帯に対す
る給付金支給事業を市独自の支援策として計上した。

☟

全ての議案はこちらから

市議会だより164.ai   2   2022/07/11   12:20:44



委員会の審査 各常任委員会に付託され、
詳細に審査します。

寄附金による小学校の教材整備
状況は？

新型コロナウイルスワクチンの
若者の摂取状況と、ワクチンの
廃棄状況は？

今回の財源振替となる県重点政策
連動事業補助金の事業内容は？

今回購入する消防ポンプ車の性
能は？

予防接種委託料の積算根拠は？

飯能市中心市街地まちづくりビ
ジョンの内容は？

常任委員会

総 務 教 育
委員会

経済建設
委員会

生活福祉
委員会

●３　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年８月１日　No.164

一般質問議 決

議案質疑を経て、議案は３つの 　　　　　  に付託され、詳細に審査しました。

委 員 長　椙田　博之
副委員長　武田　一宏
委　　員　長谷川順子
　　　　　中元　　太
　　　　　野口　和彦
　　　　　新井　　巧
　　　　　野田　直人

委 員 長　大津　　力
副委員長　内田　健次
委　　員　熊田　尚子
　　　　　関田　直子
　　　　　金子　敏江
　　　　　加藤由貴夫

委 員 長　栗原　義幸
副委員長　パタソンひとみ
委　　員　坂井　悦子
　　　　　滝沢　　修
　　　　　鳥居　誠明
　　　　　加涌　弘貴

今回購入する消防ポンプ
能は？ 委 員

プ車の性

総
委

委 員

41 財産の取得について

新型コロナウイルスワクチンの
若者の摂取状況と、ワクチンの

予防接種委託料の積算根拠は？

生
委

38 令和４年度飯能市一般会計補正予算（第2号）

今回の財源振替となる県重点政策
連動事業補助金の事業内容は？

飯能市中心市街地まちづ
ジョンの内容は？

づくりビ

経
委

38 令和４年度飯能市一般会計補正予算（第2号）

寄附金による小学校の教材整備
状況は？ 能

備 今
能

4138 令和４年度飯能市一般会計
　 補正予算（第2号）

○の中の数字は議案番号

青梅信用金庫からの寄附。今年
度で３１回目。各小学校順番に
教材を購入しており、今年度は
双柳小学校でオルガンを購入予
定。寄附金のほかにも屋外用テ
ントの寄附をいただいている。

令和4年6月5日時点で12～
19歳が25％、20代が42.6％、
30代が49.2％。飯能市で有効
期限が切れて廃棄になったワク
チンは無い。

飯能河原周辺案内看板設置工事
及び飯能河原の観光公衆トイレ
の洋式化工事による河原の整備。

小型ポンプを積載している通常
の車両とは違い、車両自体にポン
プを装備し、車両のエンジンでポ
ンプを稼働させる構造。通常の
積載車よりもパワーがあり高性
能。普通免許に対応している。

通常接種３万５千回分、予診の
み５０回分、夜間接種２万回分、
休日加算８千回分、ほか冷凍庫
費用。

人と自然、街と文化が繋がる中
心市街地を具現化するために、
市民、事業者、市等がビジョン
を共有しまちづくりに取り組む
方針や方向性を策定する。
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●
●
●

●
●

有料広告を募集しています！市議会だよりに掲載する

議　

員　

表　

彰

人　

事　

案　

件

議案
番号 議決結果議　　　　　案　　　　　名

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年８月１日　No.164　４

令和４年６月定例会　議決結果

上記のサンプル （タテ45mm ×ヨコ 60mm ）で掲載料１万円です。

➡有料広告の詳細はこちら

～ 企業や事業、イベントのＰＲにご活用ください!! ～

37 原案可決

32 専決処分の承認を求めることについて（飯能市税条例の一部を改正する条例） 承　　認

33 承　　認

34 原案可決

35 原案可決

36 原案可決

38 原案可決

39 原案可決

40 原案可決

41 原案可決

請願1 趣旨採択

請願2 趣旨採択

42 原案可決

43 同　　意

44 同　　意

議提2 原案可決

派　　遣

令和４年度飯能市一般会計補正予算（第１号）

市道路線の認定について（大字双柳地内）

環境教育の推進及びカーボンニュートラル達成に向けた学校施設のＺＥＢ化のさらなる推進を求める意見書

議員派遣の件

■全会一致の議案

令和４年度飯能市一般会計補正予算（第２号）

※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略

公平委員会委員の選任について（平沼　則子）

飯能市都市計画税条例の一部を改正する条例

固定資産評価員の選任について（木村　由里子）

太陽光発電施設の建設による森林伐採に関する請願

令和４年度飯能市一般会計補正予算（第３号）

飯能市手数料条例の一部を改正する条例

専決処分の承認を求めることについて（飯能市都市計画税条例の一部を改正する条例）

「特定健康診査における高齢者の聴力検査・検診及び加齢性難聴者の補聴器購入費助成制度の創設」に関する請願

市道路線の廃止について（大字双柳地内）

財産の取得について

飯能市税条例等の一部を改正する条例

発　行　年４回（５月・８月・１１月・２月の各１日）　約２９，０００部発行
配布先　市内各世帯及び公共施設
広告サイズ    　４種類 　 ４５㎜×　６０㎜　１０，０００円
　　　　 （タテ×ヨコ）　４５㎜×１２０㎜　２０，０００円
　　 （１枠１号の価格） 　４５㎜×１８５㎜　３０，０００円
　　　　　　        　　　４５㎜×　９０㎜　１５，０００円　
掲載位置　記事下１段（ページは指定できません）
申し込み　掲載希望号の発行日２カ月前までに議会事務局へ
  　　　　 次号（１１月１日発行）分は、９月１日までに。｠

※ 詳しくは、市ホームページか議会事務局へお問い合わせください。
（☎ 973－2686   FAX 974－6465　メール gikai@city.hanno.lg.jp)

　

全
国
・
埼
玉
県
の
各
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
に
お
い
て
、　
年
以
上
市
議
会
議
員
の

職
に
あ
る
者
と
し
て
、加
涌
弘
貴
議
員
、新
井

巧
議
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

    

公
平
委
員
会
委
員
平
沼
則
子
氏
が
任
期
満

了
と
な
る
の
で
、引
き
続
き
同
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、全
員
同
意
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
員
と
し
て
、木
村
由
里
子

氏（
資
産
税
課
長
）を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、全
員
同
意
し
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
　
年
以
上

25

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て

平沼　則子 氏新井　　巧 議員 加涌　弘貴 議員

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

25
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一 般 質 問

一　 般　 質　 問

昨
年
12
月
の
一
般
質
問
を
受
け
て
小

中
学
校
で
行
っ
て
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
多
く
の
声
か
ら
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
無
償
設
置
で
き
な
い
か
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
行

政
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
や
支
援

機
関
等
、
多
機
関
が
チ
ー
ム
と
な
っ

て
継
続
的
に
支
援
し
続
け
る
、
社
会

的
孤
立
を
解
決
す
る
基
盤
と
な
る
取

り
組
み
と
考
え
る
が
、
本
市
で
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

子
ど
も
の
育
ち
を
し
っ
か
り
と
保
障

し
て
い
く
安
定
し
た
保
育
所
運
営
、

保
育
施
設
の
整
備
な
ど
を
計
画
的
に

行
っ
て
い
け
る
よ
う
、
公
立
保
育
所

あ
り
方
検
討
会
を
設
置
し
公
立
保
育

所
の
あ
り
方
を
策
定
し
て
は
。

●５　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年８月１日　No.164

　一般質問とは、市の行政全般について市長（執行部）に対し、議員がそれぞれの視点
から質問し、説明を求めるものです。
　質問する議員は、質問内容を事前に通告します。本会議における持ち時間は１人６０
分以内です。
　原稿は、質問者自らが執筆したものを発言順に掲載しています。今回は１４人の議員
が登壇しました。
　一般質問の様子は、インターネット録画配信をしています。掲載されている二次元
コードから、該当議員の動画をご覧いただけます。
（　　　）の中は会派名です。

市政に対する

熊
田　

尚
子
（
公
明
党
）

小
中
学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

社
会
的
孤
独
・
孤
立
の
取
り
組
み

公
立
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
真

に

受
け
止
め
、
生
理
用
品
を
持
っ
て
い

な
く
て
も
学
校
生
活
で
不
便
を
来
す

こ
と
の
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
市
内
す
べ
て
の
公
立
小
中
学
校

で
、
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置
し

て
い
く
。

庁
内
関
係
各
課
と
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
い
て
導
入
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
、
令
和
６
年
度
か
ら
の｢

第
４
次

は
ん
の
う
ふ
く
し
の
森
プ
ラ
ン｣

に

盛
り
込
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
育
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

課
題
に
対
し
て
は
、
中
長
期
的
な
視

点
で
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い

く
。
検
討
会
設
置
に
つ
い
て
は
、
先

行
自
治
体
の
状
況
や
効
果
も
含
め
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

市内公立保育所
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一 般 質 問

発
表
さ
れ
た
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
方
法
は
。

飯
能
市
が
協
定
を
結
ん
で
い
る
西
武

鉄
道
や
大
林
組
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
な

ど
企
業
や
金
融
機
関
・
駿
河
台
大
学

な
ど
の
関
係
団
体
の
視
点
を
加
え
て

の
策
定
が
望
ま
し
い
が
見
解
は
。

確
認
出
来
て
よ
か
っ
た
。
し
っ
か
り

と
連
携
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

飯
能
駅
を
中
心
に
３
つ
の
エ
リ
ア
に

分
け
て
開
発
を
し
て
み
て
は
。

例
え
ば
、
北
エ
リ
ア
は
駅
ビ
ル
か
ら

直
結
し
て
連
絡
通
路
で
渡
れ
る※

Ｃ

Ｌ
Ｔ
複
合
商
業
ビ
ル
を
誘
致
し
、
南

エ
リ
ア
は
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
や
市

民
会
館
な
ど
を
誘
致
し
、
リ
バ
ー
サ

イ
ド
エ
リ
ア
は
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

の
よ
う
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や

複
合
住
宅
、
河
川
の
整
備
に
よ
る
住

環
境
を
よ
り
良
い
整
備
へ
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

障
害
者
手
帳
の
利
用
に
つ
い
て
は
昨

今
、手
帳
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
登
録

し
、手
帳
の
代
わ
り
に
提
示
し
て
各
種

の
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る

ア
プ
リ
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。利
用

者
に
費
用
負
担
は
無
く
、外
出
支
援

や
社
会
参
加
の
促
進
に
有
効
な
取
り

組
み
。本
市
で
も
積
極
的
に
導
入
を

検
討
す
べ
き
。見
解
は
。

３
歳
児
健
診
時
等
、子
ど
も
の
視
力

検
査
に
つ
い
て
は
、弱
視
の
発
見
に

「
屈
折
検
査
」が
有
効
で
あ
る
。厚
労

省
で
は
、自
治
体
の
屈
折
検
査
の
導

入
促
進
に
向
け
て
、専
用
機
器
の
購

入
費
用
を
助
成
す
る
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
。本
市
に
お
い
て
も
、国
の
導

入
補
助
を
活
用
し
、３
歳
児
健
診
に

お
け
る「
屈
折
検
査
」の
導
入
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。見
解
を
聞
く
。

帯
状
疱
疹
は
、成
人
の
90
％
以
上
の

人
の
体
内
に
ウ
ィ
ル
ス
が
潜
伏
し
、80

歳
ま
で
の
３
人
に
１
人
が
発
症
す
る

と
さ
れ
て
い
る
。発
症
後
は
、激
痛
を

伴
い
、そ
の
後
も
長
く
神
経
痛
に
悩
ま

さ
れ
、日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

も
の
。ワ
ク
チ
ン
を
摂
取
す
る
に
は
平

均
４
〜
５
万
円
程
度
の
費
用
が
必
要

で
あ
る
。本
市
で
も
助
成
制
度
の
創

設
を
検
討
す
べ
き
。

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年８月１日　No.164　６

栗
原　

義
幸
（
公
明
党
）

障
害
者
手
帳
に
ア
プ
リ
導
入

３
歳
児
健
診
の
視
力
検
査

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

利
用
に
当
た
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
、
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
な

ど
を
検
証
し
、
検
討
し
て
い
く
。

導
入
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
、
近
隣

等
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

他
市
の
状
況
や
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
研
究
し
て
い
く
。

野
口　

和
彦
（
チ
ー
ム
は
ん
の
う
）

都
市
計
画

中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

飯
能
駅
周
辺
に
つ
い
て

出典：Google

２
年
か
け
て
作
成
す
る
。
本
年
度
は

課
題
な
ど
を
検
討
し
、
市
民
と
の
意

見
交
換
や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
と
と
も
に
、
市
民
向
け
の
講

演
会
も
予
定
し
て
い
る
。
来
年
度
は

市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企

画
し
、
素
案
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
い
く
予
定
。

協
定
を
締
結
し
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

っ
て
い
る
関
係
団
体
と
も
議
論
を
し

市
民
の
一
員
と
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿

っ
て
参
画
し
て
い
く
。

貴
重
な
意
見
と
し
て
承
る
。
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
お
い
て
は
、

南
口
用
途
地
域
の
在
り
方
も
含
め
て

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

※ＣＬＴ：Cross Laminated Timber
　　　　（直交集成板）の略称
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一 般 質 問

宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
改
正
の

内
容
は
。

飯
能
市
へ
の
影
響
は
。

駆
け
込
み
に
よ
る
開
発
等
を
防
ぐ
た

め
に
、
改
正
法
の
施
行
ま
で
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
。

土
地
の
賃
貸
借
料
に
つ
い
て
不
動
産

鑑
定
評
価
を
取
得
す
る
方
法
も
考
え

ら
れ
た
と
し
て
い
る
が
、改
め
て
見
解

を
伺
う
。

飯
能
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ポ
ー

ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
を
最
優
秀
事
業
者
に

決
定
し
た
経
緯
だ
が
、要
領
で
は
過

去
３
年
間
の
決
算
に
赤
字
が
無
い
事

と
し
て
い
る
。ア
カ
デ
ミ
ー
は
設
立
２

年
３
か
月
の
法
人
だ
。解
釈
を
変
え

れ
ば
ど
う
に
で
も
な
る
の
か
。

報
告
書
で
は
太
陽
光
発
電
は
ジ
ー
・

ス
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
担
う

と
し
て
い
る
。
ど
の
様
な
計
画
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

ジ
ー
・
ス
リ
ー
は
、不
適
切
な
会
計
処

理
に
よ
り
今
年
４
月
１
日
に
東
証
か

ら
特
設
注
意
市
場
銘
柄
に
指
定
さ
れ

た
が
、問
題
は
無
い
の
か
。

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
管
理
道
路
、県

道
か
ら
の
工
事
用
道
路
な
ど
都
市
計

画
法
上
問
題
は
無
か
っ
た
の
か
。

●７　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年８月１日　No.164

滝
沢　
　

修
（
日
本
共
産
党
）

阿
須
山
中
土
地
有
効
活
用
事
業
検
証
報
告

市
民
の
納
得
で
き
る
検
証
結
果
と
な
っ
て

い
る
か

鑑
定
評
価
の
考
え
は
な
い
が
、
賃
貸

借
料
は
今
後
協
議
し
て
い
く
。

公
募
要
領
に
は
設
立
し
て
か
ら
の
年

数
を
資
格
要
件
と
は
し
て
い
な
い
の

で
応
募
資
格
を
有
し
て
い
な
い
と
は

言
え
な
い
。

事
業
提
案
で
は
代
表
す
る
法
人
は
、

ア
カ
デ
ミ
ー
、
構
成
団
体
と
し
て
、

ジ
ー
・
ス
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

市
で
は
一
切
承
知
を
し
て
な
か
っ
た
。

検
証
結
果
に
影
響
す
る
も
の
で
は

な
い
。

開
発
の
手
法
な
ど
解
り
づ
ら
い
も
の

が
あ
る
。
今
後
慎
重
に
取
組
む
。

都市計画法上のグランド進入路

大
津　
　

力
（
チ
ー
ム
は
ん
の
う
）

盛
土
規
制
法
案
に
つ
い
て

下直竹地内に設置された看板

土
地
の
用
途
に
か
か
わ
ら
ず
、
危
険

な
盛
土
等
を
包
括
的
に
規
制
す
る
と

い
っ
た
、
抜
本
的
な
見
直
し
が
行
わ

れ
た
。

危
険
な
盛
土
等
に
対
し
、
一
定
の
抑

止
力
が
期
待
で
き
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

経
過
措
置
と
し
て
施
行
ま
で
１
年
程

度
あ
る
が
、
今
回
の
改
正
法
の
趣
旨

や
内
容
等
に
つ
い
て
、
市
民
や
事
業

者
等
へ
周
知
を
図
り
、
危
険
な
盛
土

等
に
対
す
る
市
民
・
事
業
者
等
の
防

災
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。
危
険

な
盛
土
等
が
駆
け
込
み
で
行
わ
れ
る

心
配
に
対
し
て
は
、
市
長
の
公
約
に

防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
て

お
り
、
土
砂
災
害
等
か
ら
市
民
の
命

を
守
る
取
り
組
み
は
市
と
し
て
も
最

優
先
課
題
と
な
る
も
の
。
現
状
に
お

い
て
も
、
市
の
開
発
指
導
要
綱
を
は

じ
め
、
環
境
保
全
条
例
、
ま
た
県
条

例
と
い
っ
た
、
危
険
な
盛
土
等
を
規

制
す
る
関
係
法
令
等
も
あ
る
の
で
、

改
正
法
の
施
行
に
よ
る
規
制
が
始
ま

る
ま
で
の
間
に
つ
い
て
も
、
庁
内
の

関
係
各
課
を
は
じ
め
埼
玉
県
等
と
も

連
携
を
図
り
、
人
命
最
優
先
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
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一 般 質 問

久
下
六
道
線
の
そ
の
後
は
。

事
業
期
間
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る

の
か
。

川
寺
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
か
ら
矢
川
橋

間
の
市
道
の
改
良
を
望
む
が
。

今
、
市
内
の
事
業
者
で
西
川
材
を
活

用
し
て
バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
の
キ
ッ
ト
を

作
り
全
国
へ
売
り
出
そ
う
と
始
め
て

い
る
。
市
は
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
。

市
内
に
は
行
政
セ
ン
タ
ー
が
13
館
あ

る
が
、
多
く
が
老
朽
化
し
て
避
難
所

と
し
て
は
危
険
で
あ
る
。
建
て
替
え

の
計
画
は
あ
る
の
か
。

熱
中
症
に
な
り
や
す
い
高
齢
者
に
対

し
て
の
指
導
は
。

自
治
会
と
民
生
委
員
と
の
連
携
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
成
果
は
。

参
加
人
数
や
参
加
者
の
特
定
は
適
切

で
あ
っ
た
の
か
。

意
見
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
。

今
後
の
開
催
予
定
は
。

飯
能
新
緑
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
関
係
者

で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
次
年
度

の
準
備
を
し
て
は
。

ヤ
マ
ノ
ス
ス
メ
４
期
目
放
送
に
あ
た
り

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
行
わ
れ
る
の
か
。

著
作
権
の
調
整
は
、
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
る
の
か
。

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年８月１日　No.164２８

武
田　

一
宏
（
ネ
ク
ス
ト
は
ん
の
う
）

ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に
つ
い
て

ヤ
マ
ノ
ス
ス
メ
に
つ
い
て

人
口
減
少
や
子
育
て
、福
祉
、自
治
会

運
営
な
ど
地
域
に
お
け
る
課
題
等
、

多
岐
に
わ
た
り
意
見
を
頂
戴
で
き
た
。

感
染
防
止
対
策
を
万
全
に
と
る
必
要

が
あ
る
状
況
下
で
は
、適
正
な
人
数
で

あ
っ
た
。
開
催
方
法
、参
加
者
の
募
集

方
法
な
ど
今
後
検
討
を
し
て
い
く
。

各
案
件
に
対
し
て
は
順
次
対
応
を
す

る
。
各
会
場
で
の
意
見
は
Ｈ
Ｐ
や
広

報
は
ん
の
う
に
て
周
知
を
図
る
。

年
に
複
数
回
開
催
す
べ
き
か
、
年
度

当
初
の
開
催
と
す
る
か
、
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

大
会
関
係
者
等
で
す
で
に
意
見
交
換

な
ど
を
始
め
て
お
り
、ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
の
在
り
方
や

新
た
な
取
組
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

飯
能
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
行
委
員

会
が
主
体
と
な
り
、
各
種
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
等
を
行
う
。

版
権
使
用
の
窓
口
は
、（
一
社
）ア
ニ

メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
あ
る
。
７
月

に
市
内
事
業
者
向
け
に
説
明
会
を
開

催
し
、
版
権
使
用
の
基
礎
か
ら
指
導

を
し
、
版
権
使
用
に
よ
る
観
光
客
の

消
費
促
進
に
つ
な
げ
る
。

出典：ヤマノススメ公式ＨＰ

椙
田　

博
之
（
無
所
属
）

川
寺
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
か
ら
矢
川
橋

間
の
道
路
改
良
を

西
川
材
で
サ
ウ
ナ
キ
ッ
ト
の
活
用
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
整
備
方
針

を
検
討
し
て
い
く
。

本
年
度
か
ら
数
え
て
７
年
〜
10
年
を

予
定
し
て
い
る
。

Ａ
Ｇ
Ｃ（
株
）の
協
力
に
よ
り
、
県
道

接
続
部
か
ら
１
０
０
ｍ
区
間
を
幅
員

６
ｍ
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

事
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
し
て
検
討
し

た
い
。

古
い
も
の
は
50
年
経
過
す
る
も
の
も

あ
る
の
で
、
令
和
２
年
度
に
定
め
た

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、
検
討
し

て
い
く
。

広
報
を
は
じ
め
、
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
や
民
生
委
員
、
サ
ロ
ン
活
動
な
ど

で
注
意
喚
起
し
て
い
く
。

「
川
寺
モ
デ
ル
」の
よ
う
に
日
常
の
見

守
り
を
お
互
い
の
目
線
で
協
力
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

バレルサウナ
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一 般 質 問

メ
ッ
ツ
ァ
で
の
成
人
式
開
催
は
特
別

な
思
い
出
と
な
り
、
知
名
度
も
上
が

る
。
観
光
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
拠

点
と
し
て
愛
さ
れ
誇
れ
る
存
在
で
あ

る
よ
う
更
な
る
連
携
が
必
要
で
は
な

い
か
。
成
人
式
実
施
を
検
討
し
て
は
。

メ
ッ
ツ
ァ
と
市
の
連
携
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
は
。

メ
ッ
ツ
ァ
で
の
シ
ョ
ー
は
演
出
家
の

小
栗
了
さ
ん
が
手
掛
け
て
い
る
。
各

分
野
の
第
一
線
で
ご
活
躍
の
方
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
く
企
画
の
検
討
は
。

徒
歩
移
動
の
際
、
ベ
ン
チ
等
休
め
る

場
所
が
少
な
い
と
市
民
か
ら
の
指
摘
。

市
の
取
組
は
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
確
保
や
ベ
ン
チ

等
休
め
る
場
所
の
必
要
性
は
国
の
デ

ー
タ
か
ら
も
明
確
。
免
許
の
自
主
返

納
が
急
増
し
、
孤
独
や
健
康
寿
命
の

点
か
ら
も
対
策
が
必
要
。
道
路
へ
の

ベ
ン
チ
設
置
基
準
は
。

飯
能
市
の
高
齢
化
率
は
、３
２
．１
％

で
全
国
平
均
を
上
回
り
、独
居
、日
中

独
居
の
高
齢
者
が
多
い
。特
に
山
間
部

は
深
刻
。高
齢
者
の
見
守
り
活
動
の

現
状
は
ど
う
か
。支
援
事
業
が
必
要

で
は
な
い
か
。

道
の
駅
の「
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」が
設
置
さ
れ
た
。道
の
駅
構
想
と

商
工
・
農
林
業
振
興
の
位
置
づ
け
、推

進
体
制
は
ど
う
な
る
か
。

遊
休
農
地
の
解
消
と
地
域
農
業
活
性

化
に
つ
い
て
、大
規
模
農
家
へ
の
農
地

集
積
だ
け
で
な
く
、「
道
の
駅
」等
に
合

わ
せ
た
振
興
作
物
の
検
討
や
市
民
農

園･

一
坪
農
園
な
ど
地
域
住
民
利
用
を

進
め
ら
れ
な
い
か
。

●９　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年８月１日　No.164

新
井　
　

巧
（
日
本
共
産
党
）

高
齢
者
の
見
守
り
支
援
事
業
が
必
要

「
道
の
駅
」と
遊
休
農
地
解
消
で
地
域

活
性
化
を

高
齢
者
の
単
身
世
帯
は
、
12
％
と
非

常
に
高
い
。
市
、
社
協
、
包
括
セ
ン

タ
ー
、
民
生
委
員
な
ど
が
情
報
を
共

有
し
て
い
る
。
ふ
く
し
の
森
プ
ラ
ン

で
も「
静
か
な
見
守
り
活
動
事
業
」に

取
り
組
ん
で
い
る
社
協
、
民
生
委
員

協
議
会
、
見
守
り
活
動
を
行
う
自
治

会
等
と
連
携
し
、
活
動
を
支
援
し
て

い
く
。

地
域
産
業
の
活
性
化
と
観
光
振
興
を

位
置
づ
け
て
い
く
。
構
想
・
企
画
・
運

営
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
や
ア
イ

デ
ィ
ア
を
募
っ
た
り
、
市
民
の
受
け

皿
と
し
て
機
能
す
る
も
の
に
し
た
い
。

農
地
を
貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人

の
マ
ッ
チ
ン
グ
調
整
と
農
地
バ
ン
ク

制
度
な
ど
の
検
討
を
す
す
め
、
農
家

の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
遊
休

農
地
の
解
消
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

高齢者の見守り支援事業

坂
井　

悦
子
（
日
本
維
新
の
会
）

メ
ッ
ツ
ァ
の
行
事
活
用

成
人
式
の
実
施

歩
く
人
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

市
民
に
愛
さ
れ
地
域
の
誇
り
と
な
る

施
設
で
あ
る
べ
き
。
成
人
式
の
開
催

は
若
い
世
代
が
愛
着
や
誇
り
を
も
つ

き
っ
か
け
に
な
る
。
連
携
し
検
討
す

る
。

子
ど
も
達
の
可
能
性
を
発
見
し
夢
を

育
む
と
考
え
る
。
連
携
を
模
索
す
る
。

柱
や
梁
材
を
乾
燥
さ
せ
る
場
所
を
ま

ち
な
か
に
移
し
た
は
し
ら
ベ
ン
チ
の

取
組
が
あ
る
。
飯
能
市
森
林
認
証
材

の
間
伐
材
を
使
用
。
定
期
的
入
替
で

２
次
３
次
利
用
し
、
土
に
還
す
。
西

川
材
の
普
及
啓
発
に
効
果
が
出
て
い

る
。

法
令
規
定
に
よ
る
基
準
・
要
件
で
は
、

本
市
の
既
存
市
道
に
お
い
て
、
休
息

休
憩
場
所
と
し
て
機
能
す
る
ベ
ン
チ

の
設
置
場
所
の
選
定
は
非
常
に
困
難
。はしらベンチ

市議会だより164.ai   9   2022/07/11   12:21:21



一 般 質 問

食
材
費
等
の
物
価
高
騰
が
続
い
て
い

る
。
学
校
給
食
食
材
の
購
入
に
あ
た

っ
て
は
給
食
費
に
ど
の
程
度
影
響
が

出
て
い
る
か
。

給
食
の
質
を
維
持
し
つ
つ
保
護
者
が

負
担
し
て
い
る
給
食
費
を
値
上
げ
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
公
費
で
助
成
し

て
ほ
し
い
。
市
の
考
え
を
伺
う
。

国
際
興
業
バ
ス
中
藤
・
中
沢
線
等
の

路
線
の
再
編
と
現
在
の
状
況
は
。

長
期
的
な
視
点
で
自
動
運
転
バ
ス
の

運
行
の
検
討
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

山
間
地
域
の
給
油
弱
者
対
策
と
し
て
、

新
規
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
始
め

る
事
業
者
へ
の
補
助
制
度
は
。

森
林
林
業
従
事
者
の
育
成
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

県
道
飯
能
下
名
栗
線
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。
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内
田　

健
次
（
飯
能
み
ら
い
）

山
間
地
域
の
交
通
弱
者
対
策

森
林
林
業
従
事
者
の
育
成

県
道
飯
能
下
名
栗
線
の
整
備
状
況

各
地
区
の
皆
様
と
何
度
も
協
議
を
重

ね
、
車
両
の
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
、
運
行

ル
ー
ト
等
を
踏
ま
え
た
実
証
運
行
案

を
ま
と
め
、
９
月
１
日
か
ら
の
実
証

運
行
開
始
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。

全
国
的
な
事
例
の
多
く
が
実
験
の
段

階
で
あ
り
、
乗
り
合
い
と
し
て
実
用

化
す
る
に
は
多
く
の
時
間
を
要
す
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
国
や
民
間
事
業

者
等
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金
や
創
業

支
援
補
助
金
を
設
け
て
お
り
、
条
件

が
合
え
ば
利
用
可
能
で
あ
る
。

森
林
・
林
業
・
木
材
生
産
の
後
継
者
育

成
・
確
保
は
産
業
面
だ
け
に
限
ら
ず

様
々
な
面
で
大
変
重
要
な
の
で
、
関

係
者
と
連
携
し
最
善
の
方
法
を
考
え

取
り
組
ん
で
い
く
。

原
市
場
工
区
と
し
て
、
一
ノ
瀬
橋
か

ら
二
ノ
瀬
橋
ま
で
の
区
間
の
道
路
拡

幅
を
進
め
て
お
り
、
一
部
区
間
で
は

用
地
買
収
が
完
了
し
、
物
件
移
転
を

進
め
る
と
と
も
に
、
二
ノ
瀬
橋
側
道

橋
を
含
め
、
工
事
を
進
め
て
い
く
と

聞
い
て
い
る
。

山間地域の政策について

金
子　

敏
江
（
日
本
共
産
党
）

急
激
な
物
価
高
騰
が
学
校
給
食
に
与

え
る
影
響
と
食
材
購
入
費
増
額
分
を

公
費
で
助
成
し
て
！

パ
ン
や
食
用
油
な
ど
で
昨
年
同
時
期

比
で
パ
ン
は
１
食
２
円
〜
３
円
、
率

に
し
て
５
〜
６
％
程
度
。
食
用
油
は

一
斗
缶
で
約
１
５
０
０
円
、率
に
し
て

30
％
程
度
値
上
が
り
し
て
い
る
。
１

食
当
た
り
の
単
価
で
は
10
円
〜
12
円

程
度
、
月
額
１
７
０
円
〜
２
０
０
円

程
度
、
率
に
し
て
プ
ラ
ス
４
％
相
当

額
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

学
校
現
場
で
は
、
栄
養
士
が
考
え
た

献
立
を
も
と
に
食
材
を
発
注
し
て
い

る
。
限
ら
れ
た
給
食
費
の
中
で
、
食

材
や
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
す
る
こ
と
に

よ
り
給
食
の
質
や
栄
養
価
を
満
た
し

つ
つ
美
味
し
い
給
食
を
提
供
で
き
る

よ
う
日
々
や
り
く
り
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
年
に
入
り
食
材
費
の
高

騰
が
激
し
く
、
昨
年
度
か
ら
据
え
置

い
て
い
る
給
食
費
で
同
水
準
の
給
食

の
質
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難

と
の
声
も
聞
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

本
市
第
６
次
緊
急
経
済
対
策
に
お

い
て
給
食
費
を
値
上
げ
す
る
こ
と

無
く
、
今
ま
で
と
同
水
準
の
給
食
の

質
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
国
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し

て
、
物
価
高
騰
分
の
食
材
費
増
額
分

を
公
費
負
担
す
る
こ
と
と
し
た
。

みんなで楽しく学校給食を
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一 般 質 問

一
部
の
年
齢
層
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
し

て
い
る
方
が
感
染
者
が
多
い
と
い
う

報
告
の
認
識
は
。

有
効
期
限
が
切
れ
た
ワ
ク
チ
ン
を
有

効
期
限
を
延
長
し
て
使
用
し
て
い
る

が
安
全
性
は
。

保
育
所
や
幼
稚
園
の
外
遊
び
、
学
校

の
体
育
や
部
活
動
、
山
や
海
で
の
レ

ジ
ャ
ー
で
は
マ
ス
ク
着
用
の
緩
和
を
。

マ
ス
ク
の
着
用
で
子
ど
も
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
発
音
発
育
に

影
響
が
出
て
い
る
。
教
職
員
だ
け
で

も
透
明
の
マ
ス
ク
の
活
用
は
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
活

用
で
有
機
農
業
、
地
産
地
消
の
農
畜

産
業
の
促
進
は
。

有
機
食
材
を
生
か
し
た
学
校
給
食
の

取
り
組
み
は
。

熱
中
症
対
策
で
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う

通
知
が
出
て
い
る
が
、
感
染
症
リ
ス

ク
は
常
時
あ
る
の
だ
か
ら
、
も
う
必

要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

来
年
度
の
中
学
校
通
級
指
導
教
室
新

規
設
置
に
向
け
、
県
へ
教
職
員
の
増

員
申
請
の
予
定
は
あ
る
か
。

未
成
年
の
予
防
接
種
に
は
保
護
者
の

同
伴
・
同
意
が
前
提
。
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
一
緒
に
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。
宛
名
に『
保
護
者
様
』と

併
記
が
必
要
と
思
う
が
。

市
は
飯
能
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
対
し
６
月

15
日
ま
で
に
伐
採
木
の
売
却
先
業
者

名
と
売
却
代
金
の
報
告
を
要
請
し
た
。

回
答
に
請
求
書
や
領
収
証
等
の
添
付

は
あ
っ
た
か
。

市
Ｈ
Ｐ
へ
掲
載
の
前
に
、
議
会
へ
報

告
を
先
に
行
っ
て
ほ
し
い
が
。
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パ
タ
ソ
ン　

ひ
と
み
（
チ
ー
ム
は
ん
の
う
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
農
業
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
、
有
機
学
校
給
食

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
の

重
篤
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
提
供
す
る
。

薬
事
上
の
手
続
き
を
経
て
、
設
定
さ

れ
て
い
る
。
有
効
期
間
が
延
長
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
確
認
し
使
用
。

基
本
的
な
感
染
症
対
策
と
し
て
の
マ

ス
ク
着
用
の
位
置
づ
け
は
変
更
し
な

い
も
の
の
、
８
つ
の
場
面
に
分
類
し

対
応
し
て
い
く
。

児
童
生
徒
の
発
達
を
考
慮
し
、
教
職

員
の
透
明
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

は
、
研
究
し
て
い
く
。

有
機
肥
料
や
農
薬
使
用
量
を
低
減
、

化
石
燃
料
を
使
用
し
な
い
農
法
へ
の

移
行
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

支
援
、
研
究
を
進
め
い
く
。

趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
品
質
の
均

一
性
、
生
産
量
の
安
定
性
な
ど
課
題

が
多
く
難
し
い
。

出典：農林水産省ＨＰ

長
谷
川　

順
子
（
無
所
属
）

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
、
教
職
員
増
員

を
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
慎
重
に

対
応
、
阿
須
山
中
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
問
題

屋
内
外
、
会
話
を
行
わ
な
い
等
、
場

面
毎
に
分
類
し
マ
ス
ク
不
要
時
と
留

意
事
項
を
ま
と
め
た
。

義
務
標
準
法
を
踏
ま
え
、
教
職
員
拡

充
の
要
望
を
県
へ
行
っ
て
い
く
。

保
護
者
の
同
意
を
前
提
と
し
て
い
る

の
で
、
今
後
は
併
記
を
検
討
す
る
。

６
月
15
日
夕
方
に
事
業
者
か
ら
報
告

が
あ
り
、
内
容
を
確
認
後
、
市
Ｈ
Ｐ

に
速
や
か
に
公
表
す
る
よ
う
市
長
か

ら
指
示
が
出
て
い
る
。

事
業
者
か
ら
の
報
告
を
公
表
す
る
に

は
当
然
市
の
責
任
が
あ
る
。
そ
の
内

容
を
十
分
に
確
認
し
た
上
で
市
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
の
前
に
、議
会
へ
報
告
す
る
。ＨＰＶワクチン薬害訴訟全国弁護団ＨＰ
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一 般 質 問

市
長
の
考
え
る
道
の
駅
の
構
想
は
。

地
域
や
市
全
体
の
活
性
化
と
は
。

西
川
材
の
Ｐ
Ｒ
、
販
促
を
し
て
。

設
置
場
所
は
交
通
渋
滞
の
考
慮
を
。

固
定
客
確
保
の
た
め
貸
出
農
園
を
。

貸
出
農
園
の
管
理
や
う
ど
ん
作
り
の

体
験
教
室
等
で
雇
用
の
拡
大
を
。

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
消
防
署
の

近
く
が
震
度
６
強
と
予
想
。
緊
急
車

両
出
動
等
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
。

指
定
避
難
所
の
学
校
で
収
容
力
が
無

い
所
が
あ
る
。
ど
う
対
応
す
る
。

近
隣
自
治
体
と
の
協
議
も
必
要
。

避
難
場
所
の
ト
イ
レ
の
設
置
場
所
や

照
明
に
つ
い
て
ど
の
様
な
状
況
か
。

Ｉ
Ｐ
無
線
で
防
災
訓
練
を
す
べ
き
。

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
災
害
訓
練
を
。

地
域
と
学
校
合
同
で
防
災
訓
練
を
。

美
杉
台
テ
ニ
ス
場
に
ト
イ
レ
が
無
い
。

管
理
事
務
所
ま
で
遠
い
。
設
置
を
。

本文（例）署名簿（例） 

･･･市民の声を市政に･･･

一 般 質 問
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市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
請
願
ま
た
は
陳
情
と

い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
紹
介
議
員
（
２
名
ま
た
は
３
名
）
が
必
要
で
、

議
会
の
審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の
常
任
委
員
会
で
慎
重

に
審
査
し
、
本
会
議
に
お
い
て
採
決
を
行
い
ま
す
。

　

陳
情
は
、
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
則
と

し
て
議
会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら
ず
、
議
場
に
陳
情
の
写

し
を
配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
・
氏
名
・
内
容
等
が
市
議
会
だ
よ
り
等
で

公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※書式例（請願の場合）Ａ４版縦書きでも可。提出者、署名者は住所、氏名（署名または
　記名押印）をお願いします。
※提出先：飯能市議会事務局（市役所本庁舎４階）

請願・陳情の提出方法について

○○○に関する請願

（趣旨）・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・
　以上、地方自治法第124条の
規定により請願いたします。 

令和 年 月 日 
　住 所 
　氏 名       　　　　　　　  ㊞

外○名 

紹介議員   　  ◇◇◇◇ 
　同     　　　▽▽▽▽ 
　同    　　　 □□□□ 
飯能市議会議長 ○○○○様 

住 所　　  氏 名 印  

鳥
居　

誠
明
（
無
所
属
）

道
の
駅
構
想
、
危
機
管
理
、
震
度
６
強
の

対
応
、
ド
ロ
ー
ン
で
防
災
訓
練
、
美
杉
台

テ
ニ
ス
場
に
ト
イ
レ
設
置
を

休
耕
田
を
活
用
し
精
明
地
区
や
市
全

体
の
活
性
化
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
検
討
を
開
始
し
た
。

農
産
物
や
観
光
施
設
等
と
連
携
さ
せ

市
内
経
済
活
性
化
の
波
及
を
図
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
議
論
。

充
分
に
考
慮
し
、
検
討
す
る
。

貸
出
農
園
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

雇
用
の
創
出
も
含
め
検
討
す
る
。

今
後
、
消
防
局
、
警
察
等
と
協
議
。

民
間
施
設
等
に
協
力
を
求
め
た
い
。

関
連
す
る
市
等
と
協
議
し
た
い
。

民
間
に
よ
る
配
備
体
制
を
整
え
た
い
。

自
主
防
災
会
等
と
協
議
を
し
た
い
。

提
携
業
者
と
協
議
し
検
討
す
る
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
進
め
た
い
。

改
善
に
向
け
検
討
し
た
い
。

飯能市地震ハザードマップ
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請　

願

陳　

情

意
見
書

市
民
か
ら
市
議
会
へ
提
出
（
６
月
定
例
会
）

市
議
会
か
ら

　
　

国
等
へ
提
出

　
　
　
　

 

（
６
月
定
例
会
）

 

一
般
質
問
の
一
問
一
答

方
式
で
登
壇
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
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提
出
者

　

全
日
本
年
金
者
組
合
埼
玉
県
飯
能

　

支
部

　
　
　
　

 

支
部
長　

柴
崎　

康
夫

趣
旨
採
択　

○
の
中
の
数
字
は
請
願
番
号

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

①「
特
定
健
康
診
査
に
お
け
る
高

　

齢
者
の
聴
力
検
査
・
検
診
及

　

び
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

　

購
入
費
助
成
制
度
の
創
設
」に

　

関
す
る
請
願

提
出
者

落
合　

ベ
ッ
ク　

フ
ェ
イ
フ
ァ
ン

趣
旨
採
択　

②
太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
に
よ

　

る
森
林
伐
採
に
関
す
る
請
願

提
出
者

　

海
事
振
興
連
盟

　
　
　
　

会
長　

衛
藤　

征
士
郎

③
国
民
の
祝
日「
海
の
日
」を
７

　

月
20
日
に
固
定
化
す
る
意
見

　

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

環
境
教
育
の
推
進
及
び
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
た
学

校
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
さ
ら
な
る

推
進
を
求
め
る
意
見
書

④
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
税
の
新

　

設
に
つ
い
て
陳
情

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ

提
出
し
た
も
の
。

提
出
者

五
十
嵐　

勉

⑤
沖
縄
を「
捨
て
石
」に
し
な
い

　

安
全
保
障
政
策
を
求
め
る
意

　

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

提
出
者

　

辺
野
古
を
止
め
る
！ 

全
国
基
地

　

引
き
取
り
研
究
連
絡
会

　
　
　
　

 

代
表
者　

大
庭　

和
雄

◆
声
の
議
会
だ
よ
り
（
市
議

　

会
だ
よ
り
の
音
声
版
）◆ 

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ「
ひ
び
き
」
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
市
議
会
だ
よ

り
を
音
訳
し
て
い
た
だ
い
た

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
飯

能
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
老
朽
化
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
中
、
教
育
環
境
の
向
上

と
共
に
、
学
校
施
設
を
教
材
と
し

て
活
用
し
児
童
生
徒
の
環
境
教
育

を
行
う「
環
境
を
考
慮
し
た
学
校

（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）事
業
」が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
環
境
教
育
の
推

進
及
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

達
成
を
行
う
た
め
に
は
、
さ
ら
に

加
速
し
た
事
業
展
開
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
学
校
施
設
に
関
す
る
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
の
新
た
な
る
技
術
の
開
発

や
周
知
を
行
い
、
学
校
整
備
に
対

す
る
事
業
額
を
増
額
す
る
よ
う
国

に
対
し
強
く
求
め
る
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
の
一
問
一

答
方
式
で
は
、
議
員
は
質
問
者
席
か

ら
質
問
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
一
問
目
の

最
初
の
質
問
は
登
壇
し
て
行
い
、
そ

れ
以
降
は
質
問
者
席
で
質
問
で
き
る

こ
と
が
、
令
和
４
年
５
月
31
日
に
開

催
さ
れ
た
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
６
名
の
議
員

が
一
問
一
答
方
式
で
登
壇
し
ま
し
た
。
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大
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柳
１
－１

議会を見よう！ 議会を聴こう！ 議会を読もう！

Ｍ

編集後記 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

一般質問映像を録画
配信しています。 

本会議や委員会は
公開しています。 

本会議の会議録を
公開しています。 

会議情報を掲載して
います。 

 

 

 

 

 

        

住みやすいまちをつくるために、
市の決まりや

お金の使い方を話し合い、
決めるところだよ！

 

 

議会を調べよう！

次回の９月定例会は

９月２日開会予定
会期日程等は８月31日頃内定します。

市議会は
どんなことを

しているところなの？

戸田競艇開催日（埼玉県都市ボートレース企業団主催分）8/4～8/8、8/11～8/16、9/23～9/26
お問い合わせ先　埼玉県都市ボートレース企業団事務局　TEL048-823-8711（収益の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

表紙の風景

も
っ
と
 は
ん
の
う
市

会
議

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
U
D
）の
考
え
に
基
づ
い
た
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
文
字
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

●●●●●●●●●●夢馬と議会を学ぼう

　出版物の販売数は、近年低迷の傾向でありましたが、
コロナ禍以来、販売数が増えていると言います。ICT
（情報通信技術）の進歩によって、スマートフォンや
タブレット端末で気軽に読める電子書籍の普及も手伝
っているようです。一方で、街中における書店の減少
は、活字離れを助長するとの懸念もありますが、危機
を乗り越え、新たな時代に向かうにあたっては、改め
て、文字・活字文化のもたらす、知識や知恵といった
恩恵に目を向けていきたいと思います。リニューアル
した市議会だより、「もっとはんのう市議会」は、単に
市議会の報告や結果のお知らせに終わらせることなく、
市民の皆様に有意義で、より親しんで頂ける紙面とな
るよう、努力してまいります。　　　　　  　（栗原）

広報委員　委員長　内田　健次　副委員長　武田　一宏
　　　　　委　員　長谷川順子　パタソンひとみ
　　　　　　　　　栗原　義幸　滝沢　修

　ここは赤沢の蕨橋近くから入った川の
上。のぞくと川魚が勢いよく泳いでいる
姿がみえます。蛍も舞う豊かな緑と清流
が心に潤いと癒しを与えてくれます。　
　　　　　　　　　　　　　（長谷川）

３年振りの七夕　加治東ふれあい広場３年振りの七夕　加治東ふれあい広場３年振りの七夕　加治東ふれあい広場
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令和4（2022）年11月１日号
  №1

65

市 会

  Point

  P2　令和３年度一般会計・特別会計・公営企業会計を認定
  P7　14人の議員が一般質問

議
●●●●●●●●●

まちなかを元気にする会　路地でお月見
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令和３年度

▼反対の立場

▼賛成の立場

諸支出金  2.3％
農林水産業費  1.0％
議会費  0.7％
災害復旧費  0.4％

労働費  0.0％
商工費  2.5％
消防費  3.8％

総務費
15.3％

公債費
8.7％

民生費
37.6％

衛生費
10.1％

土木費
9.7％

教育費
7.9％

83億7,707万1,480円

5,716万7,588円

6,273万7,952円

4億3,895万8,089円

2億7,128万476円

4億886万4,318円

5億764万6,459円

66億6,116万4,751円

10億3,891万503円

5,057万9,777円

16億7,807万584円

7億3,051万2,055円

18億4,651万7,000円

15億3,537万9,593円

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年11月１日　No.165　２

令和３年度令令

公営企業会計

 

歳　入

収　入

歳　出

支　出

水道事業 
収益的

資本的

収益的

資本的
下水道事業 

特別会計

特別会計・公営企業会計も全て　    　     しました。

　保育所給食については栄養士、調
理師と連携して安定して給食を提
供していること、ノーラ名栗につい
ては、やませみの売上が過去最高
であることや、市の知名度向上に
なったこと等から賛成する。 

　保育所給食についてはアレル
ギー等の問題から、直営で安定した
人員配置とすべきであること、
ノーラ名栗は市民の利用が少なく、
経済波及効果も明らかではないこと
等から反対する。 

討　論

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（南高麗診療所勘定）

国民健康保険（名栗診療所勘定）

笠縫土地区画整理

双柳南部土地区画整理

岩沢北部土地区画整理

岩沢南部土地区画整理

介護保険

後期高齢者医療

訪問看護ステーション

85億9,301万7,491円

6,770万9,825円

6,494万1,844円

4億6,503万2,447円

2億8,253万9,001円

4億2,611万6,504円

5億4,239万9,181円

69億9,277万7,819円

10億4,180万4,266円

5,309万3,562円

18億9,579万6,131円

2億948万8,523円

19億3,202万5,268円

10億2,792万650円

一般会計歳入決算
357億6,277万4,914円

一般会計歳出総額
340億5,845万9,578円

国庫支出金
19.7％

地方交付税
12.8％

市債
9.1％

地方消費税交付金
5.0％

県支出金
4.9％

その他  4.6％

諸収入  2.2％

繰越金  4.7％

繰入金  3.5％

※割合（％）は端数調整しています。 ※割合（％）は端数調整しています。

市税
33.5％

　今定例会に市長から提出された令和３年度一般会計、特別
会計及び公営企業会計の決算について、歳入・歳出が正しく
行われたか慎重に審査し、本会議、委員会でいずれも認定
いたしました。 
　主な内容は次のとおりです。 

2210 市議会だより165.ai   2   2022/10/12   11:39:04



令和3年度歳入歳出決算の審査!!

令和３年度市税状況は？

地方債現在高に注視しているが？

コロナ禍で介護給付費の状況は？

新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付
金をどのように活用したか？

キャッシュレス型消費活性化事業の実績は？

課題解決に向けた検討の成果は？

新型コロナ感染症の医療費への影響は？

コロナ禍の影響は？

介護会計

一般会計

国保会計

●３　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年11月１日　No.165

令和３年度市税状況は？
市税収入額は、約119億８千万円。前年度比
約２億３千万円、1.9%の減。そのうち個人市
民税2.8%、法人市民税12.6%の減。

地方債現在高に注視しているが？地方債現在高に注視しているが？
令和３年度決算では、１人あたり58万9千円、
令和4年度９月補正後は、１人あたり57万４
千円と減少している。

コロナ禍で介護給付費の状況は？コロナ禍で介護給付費の状況は？
訪問系、通所系など居宅サービスの利用件数
は、令和２年度から令和３年度は８％の増加
となっている。

新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付
金をどのように活用したか？金をどのように活用したか？
総額約４億１，500万円で、生活支援、事業者
支援、学校生活支援、感染予防・拡大防止に
取り組んだ。

キャッシュレス型消費活性化事業の実績は？キャッシュレス型消費活性化事業の実績は？
加盟店舗数述べ685店舗、還元実績約7，300
万円、消費総額約３億8，000万円となってい
る。

課題解決に向けた検討の成果は？課題解決に向けた検討の成果は？
地域に根差し、学校、家庭、地域の三位一体
となった教育活動の展開や自然を生かした特
色のある教育活動に取り組んだ。

コロナ禍の影響は？コロナ禍の影響は？コロナ禍の影響は？
新型コロナウイルス感染症の影響によるもの
は、相談件数では約８％、申請件数では約
６％、決定件数では約７％である。

新型コロナ感染症の医療費への影響は？新型コロナ感染症の医療費への影響は？
令和２年度は受診控えの影響から前年度と比
べ約５％の減少、令和３年度は約4.8％の増加
となり、コロナ禍前の水準に戻ってきた。

新型コロナウイルス
緊急経済対策

市税収入額は
前年度比1.9%の減

地方債現在高が減少
キャッシュレス
型消費活性化事業で
市内の消費喚起

コロナ禍による
生活保護費への影響

小規模小学校の
課題解決への取組み

居宅サービス利用件数は
８％の増加

医療費は
コロナ禍前の水準に
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議案の審議 議案に対し大綱（根本的な事柄）で審議します。

９月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議決

校舎増築をリース契約による整備手法にしたのは？

処遇改善経費補助の積算は？

笠縫土地区画整理事業の進捗状況は？

これまでの経緯等の説明は？

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年11月１日　No.165　４

　　議会は、９月２日から９月２８日までの２７日間開かれ、市長提出議案２６件、
請願２件、議員提出議案１件、その他３件について審議等を行い、全て　　しました。
９月議会で議決した主な議案は、次のとおりです。 ☟

全ての議案はこちらから

ス契約による整備手法にしたのは？築をリース契約による整備手法にしたのは？をリース契約による整備手法にしたのは？校舎増築をリース

児童数の増加による教室不足が生じるのは、令和６年度から令和児
９年度までの４年間であり、費用面、教室不足が解消された後の
施設の弾力的な利活用面から、リース契約による整備手法の方が
メリットが大きいと判断した。

処遇改善経費補助の積算は？処遇改善経費補助の積算は？

行うために必要な経費として、令和４年４月から９月賃金改善を行うため
までの６か月分として１９クラブに対して、４７５万５千円を計までの
上した。

【議案第４８号】　飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

・保留地処分金２,７５０万円の増額補正

【議案第４７号】令和４年度飯能市一般会計補正予算（第４号）

・美杉台小学校増築校舎借料の債務負担行為を設定

・放課後児童クラブ支援員の処遇改善経費の補助

事業の進捗状況は？縫 区画整理事業の進捗状況は？区画整理事業の進捗状況は？笠縫土地区画整理

今回の補正予算を含めた令和４年度末の進捗率は、建物移転率が今
９３．２％、残り移転戸数が５８戸になる見込み。

【議案第５３号】　飯能市土地開発公社の解散について

・飯能市土地開発公社解散のための提案

の説明は？緯等経緯等の説明は？経緯等の説明は？これまでの経緯等の

市民への説明については、極めて重要なことと考えており、理事市民
の意見を踏まえて進めていく。庁内においても、公社設立時から
の経緯をしっかりと引き継いでいき、今後の行政運営や市の発展
につなげる。
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経済建設
委員会

総 務 教 育
委員会

生活福祉
委員会

委員会の審査 各常任委員会に付託され、詳細に審査します。

常任委員会

個人市民税の落ち込みについて
の分析は？

財政調整基金とムーミン基金の
現在高は？

マイナンバーカードの累計交付
枚数と交付率、全国と埼玉県の
交付率は？　　　　　　　　　

地域支線交通事業運行経費補助
金の内容は？

マイナポイントの支援窓口の利
用状況は？

岩沢工区及び双柳南部工区におけ
る阿須小久保線の整備状況は？

●５　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年11月１日　No.165

議案の審議を経て、議案は３つの 　　　　　  に付託され、詳細に審査しました。

委 員 長　椙田　博之
副委員長　武田　一宏
委　　員　長谷川順子
　　　　　中元　　太
　　　　　野口　和彦
　　　　　新井　　巧
　　　　　野田　直人

委 員 長　大津　　力
副委員長　熊田　尚子
委　　員　関田　直子
　　　　　金子　敏江
　　　　　加藤由貴夫

委 員 長　栗原　義幸
副委員長　パタソンひとみ
委　　員　坂井　悦子
　　　　　滝沢　　修
　　　　　鳥居　誠明
　　　　　加涌　弘貴

個人市民税の落ち込みについ

令和３年度一般会計決算 総
委

財 委 員
副委員

財

令和４年度一般会計補正予算
（第４号）

マイナンバーカードの累計交

令和３年度一般会計決算 生
委

費 委 員
副委員

交 地

令和４年度一般会計補正予算
（第４号）

マイナポイントの支援窓口の

令和３年度一般会計決算 経
委

柳 委 員
副委員

岩

令和４年度一般会計補正予算
（第４号）

個個人市民税の落ち込みについ個人市民税の落ち込みについについについててててて
の分析は？の分析は？の分析は？
新型コロナウイルス感染症の社
会的影響、経済的影響として、
本市における所得の８割を占め
る給与収入が落ちているのが一
つの要因として捉えている。

バマイナンバーカードの累計交マイナンバーカードの累計交の累計交の累計交交付交付交付交付交付
付枚数と交付率、全国と埼玉県の枚数と交付率、全国と埼玉県の県の県のの

交付率は？　　交付率は？　交付率は？ 　　　　　　
令和４年３月末の累計交付枚数
は36,422枚、交付率は約
46.4%、全国平均は約43.3%、
埼玉県平均は41.7%である。

ポマイナポイントの支援窓口のマイナポイントの支援窓口の窓口の窓口のの利利の利の利の利
用状況は？用状況は？用状況は？
令和３年４月１日から令和４年
３月末で、マイナポイントの予
約が2,132件、申込みが2,025
件、相談等が3,459件の延べ
7,616件の利用があった。

財政調整基金とムーミン基金の財政調整基金とムーミン基金の財政調整基金とムーミン基金の財財財財
現在高は？現在高は？現在高は？現在高は？現在高は？
令和4年度末現在高見込み額は、
財政調整基金が約15.3億円、
ムーミン基金が約3.1億円であ
る。

地域支線交通事業運行経費補助地域支線交通事業運行経費補助地域支線交通事業運行経費補助地地地地
金の内容は？金の内容は？金の内容は？金の内容は？金の内容は？
原市場・南高麗・第二小学校の
スクールバスを混乗化するため、
停留所の設置・板面交換約400
万円、車内アナウンス更新費用
約100万円である。

岩沢工区及び双柳南部工区におけ岩沢工区及び双柳南部工区におけ岩沢工区及び双柳南部工区におけ岩岩岩岩
る阿須小久保線の整備状況は？る阿須小久保線の整備状況は？る阿須小久保線の整備状況は？る阿須小久保線の整備状況は？る阿須小久保線の整備状況は？
岩沢陸橋から国道299号線まで
の岩沢工区については、残り移
転戸数が4戸、双柳南部工区につ
いては、残り移転戸数が11戸で
ある。
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人　

事　

案　

件

1 2 3 4 5 6 7 8 9     10    12     13     14    15     16     17    18    19

議案
番号

　　　　　　　　　　　　　議席番号・議員名

　　議　案　名

議決
結果

議案
番号

議決結果議　　　　　案　　　　　名

令和４年９月定例会　　議決結果

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年11月１日　No.165　６

熊
田　

尚
子

長
谷
川
順
子

武
田　

一
宏

パ
タ
ソ
ン
ひ
と
み

坂
井　

悦
子

栗
原　

義
幸

中
元　
　

太

関
田　

直
子

大
津　
　

力

野
口　

和
彦

椙
田　

博
之

滝
沢　
　

修

新
井　
　

巧

金
子　

敏
江

加
藤
由
貴
夫

鳥
居　

誠
明

加
涌　

弘
貴

野
田　

直
人

認定1 令和３年度飯能市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

認定8 令和３年度飯能市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

認定10 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願3 阿須山中土地有効活用事業の検証について外部有
識者による第三者委員会の設置を求める請願 × 〇 × × × × － × × × × 〇 〇 〇 × × × ×

請願4 久下六道線の計画道路幅員１６メートルを道路
幅員１２メートル以下に縮小を求める請願 × 〇 × × × × － × × × × 〇 〇 〇 × × × ×

45 原案可決

飯能市手数料条例等の一部を改正する条例 原案可決

47 原案可決

48 原案可決

49 原案可決

50 原案可決

51 原案可決

52 原案可決

53 原案可決

54 原案可決

55 原案可決

認定2 原案可決

認定3 原案可決

認定4 原案可決

認定5 原案可決

認定6 原案可決

認定7 原案可決

認定9 原案可決

認定11 原案可決

56 同　　意

57 同　　意

58 同　　意

59 同　　意

議提3 原案可決

申出書のとおり

派　　遣

令和４年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

令和４年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

■賛否が分かれた議案

令和４年度飯能市一般会計補正予算（第４号）

令和３年度飯能市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

飯能市職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例

※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

　
　

※中元太議員は議長のため、採決には加わっていません。

■全会一致の議案

令和３年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度飯能市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

令和４年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第１号）

飯能市土地開発公社の解散について

令和３年度飯能市水道事業未処分利益剰余金の処分について

令和３年度飯能市下水道事業未処分利益剰余金の処分について

令和３年度飯能市訪問看護ステーション特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度飯能市下水道事業決算の認定について

教育委員会教育長の任命について(中村　　力 氏)

教育委員会委員の任命について(五江渕　幸子 氏)

議員派遣の件

監査委員の選任について(森　　健二 氏)

固定資産評価審査委員会委員の選任について(木﨑　稔生 氏)

特定事件の閉会中における継続調査申し出の件（総務教育委員会・生活福祉委員会・経済建設委員会）

重度心身障害者医療費助成制度の対象拡大を求める旨の意見書

中村　力 氏

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
つ
い
て

教
育
委
員
会
教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
つ
い
て

五江渕　幸子 氏森　健二 氏木﨑　稔生 氏

　

教
育
委
員
会
教
育
長
中
村
力
氏
が
任

期
満
了
と
な
る
の
で
、
引
き
続
き
同
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
同

意
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
五
江
渕
幸
子
氏
が

任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
引
き
続
き
同

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員

同
意
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
監
査
委
員
と
し
て
森
健
二
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
同

意
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
渡

辺
良
孝
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、

新
た
に
木
﨑
稔
生
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

46

○ ×

不 採 択

不 採 択

令和３年度飯能市水道事業決算の認定について
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要 

望

一 般 質 問

一　 般　 質　 問

耐
用
年
数
を
超
え
た
建
築
物
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
か
。

今
後
、
設
計
段
階
か
ら
修
繕
も
予
算

化
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

市
内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

災
害
時
の
最
重
要
課
題
は
情
報
の
取

得
だ
が
、
既
存
の
防
災
無
線
で
は
聞

き
づ
ら
い
の
で
、
防
災
ラ
ジ
オ
と
し

て
、
一
般
の
ラ
ジ
オ
を
活
用
し
て
、

放
送
局
を
設
置
す
る
の
は
ど
う
か
。

場
所
や
、
災
害
に
よ
っ
て
は
聞
き
取

り
に
く
い
の
で
、
既
存
の
防
災
放
送

以
外
で
も
情
報
伝
達
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

●７　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年11月１日　No.165

　一般質問とは、市の行政全般について市長（執行部）に対し、議員がそれぞれの視
点から質問し、説明を求めるものです。
　質問する議員は、質問内容を事前に通告します。本会議における持ち時間は１人
６０分以内です。
　原稿は、質問者自らが執筆したものを発言順に掲載しています。今回は１４人の
議員が登壇しました。
　一般質問の様子は、インターネット録画配信をしています。掲載されている二次
元コードから、該当議員の動画をご覧いただけます。
（　　　）の中は会派名です。

市政に対する

椙
田　

博
之
（
無
所
属
）

設
計
段
階
か
ら
の
修
繕
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て　

市
内
業
者
の
育
成
と
は

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
を

防災無線

耐
用
年
数
を
超
え
た
建
築
物
は
ど
の

耐
用
年
数
を
超
え
た
建
築
物
は
ど
の

耐
用
年
数
を
超
え
た
建
築
物
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
か
。

く
ら
い
あ
る
か
。

く
ら
い
あ
る
か
。

今
市
内
全
域
で
１
９
０
あ
る
。
う
ち

観
光
公
衆
ト
イ
レ
が
約
50
施
設
、
保

育
所
等
が
等等

42
施
設
。
ま
た
、30
年
以
上

が
７
割
。
う
ち
40
年
以
上
が
４
割
。行

政
セ
ン
タ
ー
は
13
館
の
う
ち
今
後
10

年
で
約
半
数
が
耐
用
年
数
を
経
過
、小

中
学
校
で
は
19
校
の
う
ち
７
校
、
本

庁
舎
も
こ
こ
で
耐
用
年
数
を
迎
え
る
。

今
後
、
設
計
段
階
か
ら
修
繕
も
予
算

今
後
、
設
計
段
階
か
ら
修
繕
も
予
算

今
後
、
設
計
段
階
か
ら
修
繕
も
予
算

化
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

化
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

化
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

予
算
の
関
係
上
難
し
い
が
、
各
所
管

で
工
夫
し
て
対
応
す
る
。

市
内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
ど
う

市
内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
ど
う

市
内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

考
え
て
い
る
か
。

考
え
て
い
る
か
。

技
術
の
育
成
、
若
手
の
育
成
と
と
も

に
公
正
な
競
争
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

っ
て
い
く
。

災
害
時
の
最
重
要
課
題
は
情
報
の
取

災
害
時
の
最
重
要
課
題
は
情
報
の
取

災
害
時
の
最
重
要
課
題
は
情
報
の
取

得
だ
が
、
既
存
の
防
災
無
線
で
は
聞

得
だ
が
、
既
存
の
防
災
無
線
で
は
聞

得
だ
が
、
既
存
の
防
災
無
線
で
は
聞

き
づ
ら
い
の
で
、
防
災
ラ
ジ
オ
と
し

き
づ
ら
い
の
で
、
防
災
ラ
ジ
オ
と
し

き
づ
ら
い
の
で
、
防
災
ラ
ジ
オ
と
し

て
、
一
般
の
ラ
ジ
オ
を
活
用
し
て
、

て
、
一
般
の
ラ
ジ
オ
を
活
用
し
て
、

て
、
一
般
の
ラ
ジ
オ
を
活
用
し
て
、

放
送
局
を
設
置
す
る
の
は
ど
う
か
。

放
送
局
を
設
置
す
る
の
は
ど
う
か
。

放
送
局
を
設
置
す
る
の
は
ど
う
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
は
、
地
域
に

密
着
し
た
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、

緊
急
時
に
非
常
に
有
効
な
手
段
で
は

あ
る
が
、
課
題
も
多
く
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

場
所
や
、
災
害
に
よ
っ
て
は
聞
き
取

場
所
や
、
災
害
に
よ
っ
て
は
聞
き
取

場
所
や
、
災
害
に
よ
っ
て
は
聞
き
取

り
に
く
い
の
で
、
既
存
の
防
災
放
送

り
に
く
い
の
で
、
既
存
の
防
災
放
送

り
に
く
い
の
で
、
既
存
の
防
災
放
送

以
外
で
も
情
報
伝
達
で
き
る
よ
う
取

以
外
で
も
情
報
伝
達
で
き
る
よ
う
取

以
外
で
も
情
報
伝
達
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

り
組
ん
で
ほ
し
い
。
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一 般 質 問

組
み
と
今
後
の
活
用
は
。

小
・
中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
、

作
成
キ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
長
期
化
し
、
ロ

シ
ア
の「
核
に
よ
る
威
嚇
」が
現
実
化

す
る
中
、
本
年
６
月
に
は
、
第
１
回

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。
最
終
文
書
は
合
意
に
至

ら
ず
、
課
題
は
残
さ
れ
た
が
核
兵
器

禁
止
条
約
は
核
兵
器
不
拡
散
条
約（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）と
対
立
す
る
も
の
で
な
く
、
補

完
す
る
関
係
が
国
際
的
に
確
認
さ
れ

た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
。
８
月
に
は
、

第
10
回
核
兵
器
不
拡
散
条
約
再
検
討

会
議
も
開
催
さ
れ
、
日
本
で
は
首
相

で
初
め
て
岸
田
首
相
が
出
席
し
、「
ヒ

ロ
シ
マ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」の

表
明
や
広
島
で
開
催
予
定
の
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
へ
の
布
石
を
試
み
た
こ
と

は
、
評
価
に
値
す
る
。
一
方
で
、
本

市
も
加
盟
す
る「
平
和
首
長
会
議
」は
、

地
球
上
の
ど
の
都
市
に
も
核
兵
器
に

よ
る
惨
禍
を
絶
対
に
起
こ
さ
せ
な
い

と
い
う
、
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
世

界
の
都
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

る
。
本
市
と
し
て
も
、
核
兵
器
廃
絶

へ
の
強
い
決
意
の
下
、「
非
核
平
和
都

市
宣
言
」へ
の
改
定
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。
市
長
の
見
解
を
聞
く
。

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年11月１日　No.165　８

栗
原　

義
幸
（
公
明
党
）

本
市
の「
平
和
都
市
宣
言
」を「
非
核
平

和
都
市
宣
言
」に

熊
田　

尚
子
（
公
明
党
）

指
定
避
難
所
の
取
り
組
み

地
区
防
災
計
画　

防
災
教
育

防
災
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

出典：国土交通省ホームページ

激
甚
化
す
る
災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
等
、

新
た
な
課
題
に
対
応
し
、
災
害
へ
の

新
た
な
課
題
に
対
応
し
、
災
害
へ
の

意
識
や
備
え
を
共
有
で
き
る
よ
う
、

意
識
や
備
え
を
共
有
で
き
る
よ
う
、

避
難
所
開
設
訓
練
を
学
校
・
地
域
と

避
難
所
開
設
訓
練
を
学
校
・
地
域
と

連
携
し
て
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

連
携
し
て
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

感
染
状
況
等
留
意
し
な
が
ら
、
地
域

の
方
々
や
学
校
関
係
者
と
連
携
し
、

徐
々
に
防
災
訓
練
を
再
開
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

地
区
防
災
計
画
の
作
成
状
況
は
ど
う

地
区
防
災
計
画
の
作
成
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

な
っ
て
い
る
か
。

現
時
点
で
は
作
成
が
完
了
し
て
い
る

地
区
は
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
早
い

段
階
か
ら
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
を
示
し
、
市
、
学
識
関
係
者
が
ア

ド
バ
イ
ス
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

本
市
で
起
こ
り
う
る
災
害
を
想
定
し

本
市
で
起
こ
り
う
る
災
害
を
想
定
し

た
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
へ
の
取
り

た
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
へ
の
取
り

組
み
と
今
後
の
活
用
は

組
み
と
今
後
の
活
用
は
。。

風
水
害
の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
成
は
完
了
し
令
和
４
年
７
月
に
配

布
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲

載
し
た
。
今
後
も
防
災
意
識
を
高
め

学
校
と
も
協
力
し
、
防
災
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
・
中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
、

小
・
中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
、

作
成
キ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
マ
イ
・

作
成
キ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
マ
イ

作
成
キ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
マ
イ
・・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
へ
の
取
り
組
み
に
つ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

い
て
伺
う
。

国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
学
校
で
の
取
り
組
み
事

例
は
参
考
と
な
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。
防
災
教
育
の
中
で
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
研
究
し
、
有

事
に
備
え
た
児
童
生
徒
の
意
識
を
高

め
て
い
く
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
長
期
化
し
、
ロ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
長
期
化
し
、
ロ

シ
ア
シ
ア
の「の「
核
に
よ
る
威

核
に
よ
る
威
嚇
」
嚇
」が
現
実
化

が
現
実
化

す
る
中
、
本
年
６
月
に
は
、
第
１
回

す
る
中
、
本
年
６
月
に
は
、
第
１
回

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
が
開

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。
最
終
文
書
は
合
意
に
至

催
さ
れ
た
。
最
終
文
書
は
合
意
に
至

ら
ず
、
課
題
は
残
さ
れ
た
が
核
兵
器

ら
ず
、
課
題
は
残
さ
れ
た
が
核
兵
器

禁
止
条
約
は
核
兵
器
不
拡
散
条

禁
止
条
約
は
核
兵
器
不
拡
散
条
約（約（
ＮＮ

ＰＰ
Ｔ
）
Ｔ
）と
対
立
す
る
も
の
で
な
く
、
補

と
対
立
す
る
も
の
で
な
く
、
補

完
す
る
関
係
が
国
際
的
に
確
認
さ
れ

完
す
る
関
係
が
国
際
的
に
確
認
さ
れ

た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
。
８
月
に

た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
。
８
月
に
は
、
は
、

第第
1100
回
核
兵
器
不
拡
散
条
約
再
検
討

回
核
兵
器
不
拡
散
条
約
再
検
討

会
議
も
開
催
さ
れ
、
日
本
で
は
首
相

会
議
も
開
催
さ
れ
、
日
本
で
は
首
相

で
初
め
て
岸
田
首
相
が
出
席

で
初
め
て
岸
田
首
相
が
出
席
し
、
し
、「
ヒ
「
ヒ

ロ
シ
マ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ロ
シ
マ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
ン
」のの

表
明
や
広
島
で
開
催
予
定
の
Ｇ
７

表
明
や
広
島
で
開
催
予
定
の
Ｇ
７

ササ
ミ
ッ
ト
へ
の
布
石
を
試
み
た
こ
と

ミ
ッ
ト
へ
の
布
石
を
試
み
た
こ
と

は
、
評
価
に
値
す
る
。
一
方
で
、
本

は
、
評
価
に
値
す
る
。
一
方
で
、
本

市
も
加
盟
す

市
も
加
盟
す
る「る「
平
和
首
長
会

平
和
首
長
会
議
」
議
」は
、
は
、

地
球
上
の
ど
の
都
市
に
も
核
兵
器
に

地
球
上
の
ど
の
都
市
に
も
核
兵
器
に

よ
る
惨
禍
を
絶
対
に
起
こ
さ
せ
な
い

よ
る
惨
禍
を
絶
対
に
起
こ
さ
せ
な
い

と
い
う
、
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
世

と
い
う
、
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
世

界
の
都
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

界
の
都
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

るる
。
本
市
と
し
て
も
、
核
兵
器
廃
絶

。
本
市
と
し
て
も
、
核
兵
器
廃
絶

へ
の
強
い
決
意
の

へ
の
強
い
決
意
の
下
、
下
、「
非
核
平
和

「
非
核
平
和
都都

市
宣
言
」

市
宣
言
」へ
の
改
定
を
検
討
す
べ
き
で

へ
の
改
定
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。
市
長
の
見
解
を
聞
く
。

あ
る
。
市
長
の
見
解
を
聞
く
。

現
下
の
世
界
情
勢
を
鑑
み
る
と
、
世

界
の
恒
久
平
和
の
実
現
が
い
か
に
困

難
な
道
の
り
で
あ
る
か
を
実
感
す
る

と
こ
ろ
。
し
か
し
、
核
軍
縮
と
平
和

へ
の
歩
み
を
決
し
て
諦
め
て
は
い
け

な
い
と
考
え
る
。
本
市
で
は
平
和
首

長
会
議
に
加
盟
し
て
お
り
、
核
兵
器

の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
行
く
べ
き
と
考
え
る
が
現
在

、「
平
和
都
市
宣
言
」を
改
定
す
る
ま
で

の
考
え
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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一 般 質 問

入
間
市
で
は
通
級
が
10
校
中
６
校
も

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
飯
能
市
は
来

年
設
置
と
な
る
か
。

名
栗
幼
稚
園
に
通
え
る
環
境
を
整
え

選
ば
れ
る
公
立
幼
稚
園
と
し
て
運
行

経
路
の
延
長
が
早
急
に
必
要
で
は
。

マ
ス
ク
着
用
で
子
ど
も
た
ち
の
脳
や

心
、
身
体
に
リ
ス
ク
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
。
マ
ス
ク
生
活
を
い
つ
ま
で
続

け
る
の
か
。

阿
須
山
中
の
伐
採
木
は
公
有
財
産
。

議
会
の
議
決
無
く
適
正
対
価
な
き
譲

渡
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
地
方
自
治

法
第
２
３
７
条
第
２
項
の
法
令
違
反

で
は
。

公
募
の
参
加
表
明
締
切
後
に
広
報
は

ん
の
う
へ
掲
載
。
こ
れ
は
適
正
か
。

飯
能
市
は
今
後
10
年
間
年
額
１
２
０

万
円
で
貸
付
け
る
と
し
、
値
上
げ
に

応
じ
な
か
っ
た
事
業
者
の
理
由
も
含

め
て
合
意
し
た
の
か
。

太
陽
光
発
電
施
設
規
制
条
例
の
制
定

に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
。

清
流
を
守
る
た
め
の
対
策
は
。

上
流
河
川
の
マ
ナ
ー
低
下
は
な
か
っ

た
の
か
。

河
川
利
用
に
関
す
る
条
例
化
は
検
討

を
さ
れ
て
い
る
か
。

実
証
実
験
エ
リ
ア
の
地
域
名
称
を
独

自
に
定
め
て
み
て
は
。

実
験
エ
リ
ア
内
で
得
た
収
益
を
上
流

部
や
他
の
河
川
の
維
持
管
理
の
た
め

に
活
用
を
す
る
な
ど
検
討
し
て
ほ
し

い
。

久
下
六
道
線
測
量
の
説
明
会
は
い
つ

頃
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
。

他
の
区
画
整
理
に
影
響
が
生
じ
る
事

は
無
い
の
か
。

犯
罪
被
害
者
支
援
の
条
例
化
に
向
け

て
の
進
捗
状
況
は
。

要 

望
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長
谷
川　

順
子
（
無
所
属
）

通
級
を
中
学
校
に
、
名
栗
幼
稚
園
バ
ス
の

運
行
経
路
の
延
長
、
マ
ス
ク
生
活
を
終
息

へ
、
阿
須
山
中
問
題
他

通級指導教室の新設を

武
田　

一
宏
（
ネ
ク
ス
ト
は
ん
の
う
）

飯
能
河
原
火
気
使
用
有
料
化
実
証
実
験

に
つ
い
て
、
久
下
六
道
線
拡
幅
工
事
の

進
捗
、
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

出典：京都府ホームページ

上
流
河
川
の
マ
ナ
ー
低
下
は
な
か
っ

上
流
河
川
の
マ
ナ
ー
低
下
は
な
か
っ

上
流
河
川
の
マ
ナ
ー
低
下
は
な
か
っ

た
の
か
。

た
の
か
。

た
の
か
。

飯
能
河
原
以
外
の
場
所
に
お
け
る
苦

情
が
２
件
あ
っ
た
。
地
域
と
連
携
し
、

解
決
に
取
り
組
む
。

河
川
利
用
に
関
す
る
条
例
化
は
検
討

河
川
利
用
に
関
す
る
条
例
化
は
検
討

河
川
利
用
に
関
す
る
条
例
化
は
検
討

を
さ
れ
て
い
る
か
。

を
さ
れ
て
い
る
か
。

を
さ
れ
て
い
る
か
。

現
在『
飯
能
河
原
の
保
全
に
関
す
る

要
綱
』に
よ
り
直
火
に
よ
る
Ｂ
Ｂ
Ｑ

や
ご
み
投
棄
等
を
禁
止
す
る
旨
を
定

め
て
い
る
。
飯
能
市
環
境
保
全
条
例

そ
の
他
法
令
等
の
規
定
に
つ
い
て
周

知
し
て
い
く
。

実
証
実
験
エ
リ
ア
の
地
域
名
称
を
独

実
証
実
験
エ
リ
ア
の
地
域
名
称
を
独

実
証
実
験
エ
リ
ア
の
地
域
名
称
を
独

自
に
定
め
て
み
て
は
。

自
に
定
め
て
み
て
は
。

自
に
定
め
て
み
て
は
。

先
進
事
例
の
効
果
検
証
を
は
じ
め
、

活
用
方
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
中

に
お
い
て
議
論
す
る
。

実
験
エ
リ
ア
内
で
得
た
収
益
を
上
流

実
験
エ
リ
ア
内
で
得
た
収
益
を
上
流

実
験
エ
リ
ア
内
で
得
た
収
益
を
上
流

部
や
他
の
河
川
の
維
持
管
理
の
た
め

部
や
他
の
河
川
の
維
持
管
理
の
た
め

部
や
他
の
河
川
の
維
持
管
理
の
た
め

に
活
用
を
す
る
な
ど
検
討
し
て
ほ
し

に
活
用
を
す
る
な
ど
検
討
し
て
ほ
し

に
活
用
を
す
る
な
ど
検
討
し
て
ほ
し

い
。
い
。
い
。

久
下
六
道
線
測
量
の
説
明
会
は
い
つ

久
下
六
道
線
測
量
の
説
明
会
は
い
つ

久
下
六
道
線
測
量
の
説
明
会
は
い
つ

頃
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
。

頃
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
。

頃
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
。

本
年
10
月
を
予
定
し
て
い
る
。

他
の
区
画
整
理
に
影
響
が
生
じ
る
事

他
の
区
画
整
理
に
影
響
が
生
じ
る
事

他
の
区
画
整
理
に
影
響
が
生
じ
る
事

は
無
い
の
か
。

は
無
い
の
か
。

は
無
い
の
か
。

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
他
の
事
業
に

影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
財
源
の
確
保

に
最
大
限
努
め
る
。

犯
罪
被
害
者
支
援
の
条
例
化
に
向
け

犯
罪
被
害
者
支
援
の
条
例
化
に
向
け

犯
罪
被
害
者
支
援
の
条
例
化
に
向
け

て
の
進
捗
状
況
は
。

て
の
進
捗
状
況
は
。

て
の
進
捗
状
況
は
。

庁
内
に
検
討
組
織
を
設
置
し
検
討
し

て
い
る
。
他
市
の
条
例
を
参
考
に
独

自
の
部
分
を
加
え
、
飯
能
市
版
の
条

例
に
す
る
。
12
月
定
例
会
に
は
提
案

し
た
い
。

入
間
市
で
は
通
級

入
間
市
で
は
通
級

入
間
市
で
は
通
級
ががが
111000
校
中
６
校
も

校
中
６
校
も

校
中
６
校
も

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
飯
能
市
は
来

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
飯
能
市
は
来

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
飯
能
市
は
来

年
設
置
と
な
る
か
。

年
設
置
と
な
る
か
。

年
設
置
と
な
る
か
。

条
件
が
整
い
次
第
準
備
に
努
め
る
。

名
栗
幼
稚
園
に
通
え
る
環
境
を
整
え

名
栗
幼
稚
園
に
通
え
る
環
境
を
整
え

名
栗
幼
稚
園
に
通
え
る
環
境
を
整
え

選
ば
れ
る
公
立
幼
稚
園
と
し
て
運
行

選
ば
れ
る
公
立
幼
稚
園
と
し
て
運
行

選
ば
れ
る
公
立
幼
稚
園
と
し
て
運
行

経
路
の
延
長
が
早
急
に
必
要
で
は
。

経
路
の
延
長
が
早
急
に
必
要
で
は
。

経
路
の
延
長
が
早
急
に
必
要
で
は
。

私
立
幼
稚
園
協
会
と
も
協
議
し
、
慎

重
に
判
断
し
て
い
く
。

マ
ス
ク
着
用
で
子
ど
も
た
ち
の
脳
や

マ
ス
ク
着
用
で
子
ど
も
た
ち
の
脳
や

マ
ス
ク
着
用
で
子
ど
も
た
ち
の
脳
や

心
、
身
体
に
リ
ス
ク
が
課
せ
ら
れ
て

心
、
身
体
に
リ
ス
ク
が
課
せ
ら
れ
て

心
、
身
体
に
リ
ス
ク
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
。
マ
ス
ク
生
活
を
い
つ
ま
で
続

い
る
。
マ
ス
ク
生
活
を
い
つ
ま
で
続

い
る
。
マ
ス
ク
生
活
を
い
つ
ま
で
続

け
る
の
か
。

け
る
の
か
。

け
る
の
か
。

臨
機
応
変
に
着
脱
で
き
る
よ
う
各
学

校
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

阿
須
山
中
の
伐
採
木
は
公
有
財
産
。

阿
須
山
中
の
伐
採
木
は
公
有
財
産
。

阿
須
山
中
の
伐
採
木
は
公
有
財
産
。

議
会
の
議
決
無
く
適
正
対
価
な
き
譲

議
会
の
議
決
無
く
適
正
対
価
な
き
譲

議
会
の
議
決
無
く
適
正
対
価
な
き
譲

渡
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
地
方
自
治

渡
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
地
方
自
治

渡
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
地
方
自
治

法
第
２
３
７
条
第
２
項
の
法
令
違
反

法
第
２
３
７
条
第
２
項
の
法
令
違
反

法
第
２
３
７
条
第
２
項
の
法
令
違
反

で
は
。

で
は
。

で
は
。

法
令
違
反
と
は
考
え
て
い
な
い
。

公
募
の
参
加
表
明
締
切
後
に
広
報
は

公
募
の
参
加
表
明
締
切
後
に
広
報
は

公
募
の
参
加
表
明
締
切
後
に
広
報
は

ん
の
う
へ
掲
載
。
こ
れ
は
適
正
か
。

ん
の
う
へ
掲
載
。
こ
れ
は
適
正
か
。

ん
の
う
へ
掲
載
。
こ
れ
は
適
正
か
。

周
知
広
報
に
関
し
て
は
十
分
だ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

飯
能
市
は
今

飯
能
市
は
今

飯
能
市
は
今
後後後
111000
年
間
年
額
１
２
０

年
間
年
額
１
２
０

年
間
年
額
１
２
０

万
円
で
貸
付
け
る
と
し
、
値
上
げ
に

万
円
で
貸
付
け
る
と
し
、
値
上
げ
に

万
円
で
貸
付
け
る
と
し
、
値
上
げ
に

応
じ
な
か
っ
た
事
業
者
の
理
由
も
含

応
じ
な
か
っ
た
事
業
者
の
理
由
も
含

応
じ
な
か
っ
た
事
業
者
の
理
由
も
含

め
て
合
意
し
た
の
か
。

め
て
合
意
し
た
の
か
。

め
て
合
意
し
た
の
か
。

協
議
し
た
が
値
上
げ
に
つ
い
て
合
意

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

太
陽
光
発
電
施
設
規
制
条
例
の
制
定

太
陽
光
発
電
施
設
規
制
条
例
の
制
定

太
陽
光
発
電
施
設
規
制
条
例
の
制
定

に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
。

に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
。

に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
。

今
後
庁
内
合
意
の
上
、
条
例
案
の
提

出
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

清
流
を
守
る
た
め
の
対
策
は
。

清
流
を
守
る
た
め
の
対
策
は
。

清
流
を
守
る
た
め
の
対
策
は
。

河
川
汚
濁
防
止
策
に
、
合
併
浄
化
槽

の
設
置
等
の
補
助
制
度
が
あ
る
。
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一 般 質 問

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
、
何
ら
か
の

理
由
で
学
校
に
行
く
こ
と
が
出
来
な

い
不
登
校
児
が
通
え
る
学
び
の
場
で

あ
る
が
、
義
務
教
育
の
場
か
ら
離
れ

る
こ
と
や
、
民
間
が
主
体
で
運
営
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
例
え
ば
、

認
定
子
ど
も
園
は
教
育
と
保
育
を
担

う
場
所
と
し
て
新
た
な
制
度
と
し
て

進
ん
で
い
る
が
、
役
割
と
し
て
地
域

全
て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援

が
可
能
な
た
め
、
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
担
う
存

在
と
し
て
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

不
登
校
児
が
多
い
中
、
市
の
予
算
で

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

教
育
委
員
会
の
考
え
は
わ
か
る
が
、

今
取
り
組
ん
で
い
る
や
り
方
で
は
、

不
登
校
児
は
増
え
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
既
存
の
学
校
教
育
に
は
馴

染
ま
な
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
も
い

る
の
で
、
教
育
委
員
会
が
考
え
て
い

る
型
に
は
め
込
む
の
で
は
な
く
、
新

し
い
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
改
め
て

の
ご
検
討
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。

飯
能
市
の
救
急
搬
送
数
の
過
去
５
年

の
状
況
は
。

飯
能
市
の
過
去
５
年
の
死
亡
者
数
は
。

ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て
、
過
去
か
ら
現

在
ま
で
の
被
害
の
状
況
は
。

ナ
ラ
枯
れ
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策

は
。

要 

望
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大
津　
　

力
（
参
政
党
）

市
民
の
健
康
に
つ
い
て

ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て

「ナラ枯れの様子」市民撮影

野
口　

和
彦
（
参
政
党
）

学
校
教
育

不
登
校
児
が
増
え
て
い
ま
す

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置
を

出典：飯能市令和3年度決算資料

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
、
何
ら
か
の

理
由
で
学
校
に
行
く
こ
と
が
出
来
な

理
由
で
学
校
に
行
く
こ
と
が
出
来
な

い
不
登
校
児
が
通
え
る
学
び
の
場
で

い
不
登
校
児
が
通
え
る
学
び
の
場
で

あ
る
が
、
義
務
教
育
の
場
か
ら
離
れ

あ
る
が
、
義
務
教
育
の
場
か
ら
離
れ

る
こ
と
や
、
民
間
が
主
体
で
運
営
し

る
こ
と
や
、
民
間
が
主
体
で
運
営
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
例
え
ば
、

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
例
え
ば
、

認
定
子
ど
も
園
は
教
育
と
保
育
を
担

認
定
子
ど
も
園
は
教
育
と
保
育
を
担

う
場
所
と
し
て
新
た
な
制
度
と
し
て

う
場
所
と
し
て
新
た
な
制
度
と
し
て

進
ん
で
い
る
が
、
役
割
と
し
て
地
域

進
ん
で
い
る
が
、
役
割
と
し
て
地
域

全
て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
、
地

全
て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援

が
可
能
な
た
め
、
小
中
学
生
を
対
象

が
可
能
な
た
め
、
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
担
う
存

と
し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
担
う
存

在
と
し
て
も
可
能
で
あ
る
と
考
え

在
と
し
て
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
る
。

不
登
校
児
が
多
い
中
、
市
の
予
算
で

不
登
校
児
が
多
い
中
、
市
の
予
算
で

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
す
る
こ
と

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
が
、
見
解
を
伺
い
た

を
提
案
す
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。
い
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
適
応
指
導

教
室
を
発
展
さ
せ
、
先
進
自
治
体
を

参
考
に
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
在
り
方

を
研
究
し
、
学
校
に
登
校
で
き
な
い

児
童
生
徒
も
取
り
残
さ
な
い
居
場
所

づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
く
。

教
育
委
員
会
の
考
え
は
わ
か
る
が
、

教
育
委
員
会
の
考
え
は
わ
か
る
が
、

今
取
り
組
ん
で
い
る
や
り
方
で
は
、

今
取
り
組
ん
で
い
る
や
り
方
で
は
、

不
登
校
児
は
増
え
て
い
る
の
が
現
状

不
登
校
児
は
増
え
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
既
存
の
学
校
教
育
に
は
馴

で
あ
る
。
既
存
の
学
校
教
育
に
は
馴

染
ま
な
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
も
い

染
ま
な
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
も
い

る
の
で
、
教
育
委
員
会
が
考
え
て
い

る
の
で
、
教
育
委
員
会
が
考
え
て
い

る
型
に
は
め
込
む
の
で
は
な
く
、
新

る
型
に
は
め
込
む
の
で
は
な
く
、
新

し
い
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

し
い
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
改
め
て

要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
改
め
て

の
ご
検
討
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

の
ご
検
討
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。
い
。

飯
能
市
の
救
急
搬
送
数
の
過
去
５
年

飯
能
市
の
救
急
搬
送
数
の
過
去
５
年

の
状
況
は
。

の
状
況
は
。

令
和
４
年
の
１
月
か
ら
８
月
は
２
，５

４
８
件
。
令
和
３
年
中
は
３
，３
２
８

件
、
令
和
２
年
中
は
３
，０
２
０
件
、

令
和
元
年
中
は
３
，３
５
９
件
と
な
っ

て
い
る
。

飯
能
市
の
過
去
５
年
の
死
亡
者
数

飯
能
市
の
過
去
５
年
の
死
亡
者
数
は
。
は
。

統
計
は
ん
の
う
に
掲
載
し
て
い
る
死

亡
者
数
の
デ
ー
タ
で
、
平
成
29
年
が

８
７
５
人
、平
成
30
年
が
８
６
４
人
、

令
和
元
年
が
８
６
６
人
、
令
和
２
年

が
９
１
３
人
、
令
和
３
年
が
９
３
９

人
で
あ
り
、
今
年
の
１
月
か
ら
７
月

ま
で
の
死
亡
者
数
は
５
８
５
人
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
平
均
的

に
年
末
ま
で
推
移
し
て
い
く
と
、
令

和
４
年
の
死
亡
者
数
は
約
１
，０
０

０
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
。

ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て
、
過
去
か
ら
現

ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て
、
過
去
か
ら
現

在
ま
で
の
被
害
の
状
況
は
。

在
ま
で
の
被
害
の
状
況
は
。

１
９
８
０
年
以
降
、
日
本
海
側
を
中

心
に
被
害
が
拡
大
し
、
埼
玉
県
内
で

は
令
和
元
年
に
、
飯
能
市
内
で
は
、

令
和
２
年
に
初
め
て
被
害
が
確
認
さ

れ
、令
和
３
年
に
被
害
が
拡
大
し
た
。

ナ
ラ
枯
れ
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策

ナ
ラ
枯
れ
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策

は
。
は
。

市
有
林
に
お
い
て
は
、
森
の
番
人
に

よ
る
被
害
木
の
伐
採
や
、
伐
倒
し
た

被
害
木
を
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
等
で
被

覆
し
、
薬
剤
処
理
を
行
う「
く
ん
煙
」

を
実
施
し
て
い
る
。
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一 般 質 問

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
買
い
物
や
通
院
、
趣

味
、
娯
楽
、
健
康
維
持
な
ど
こ
れ
ま

で
の
生
活
の
質
を
ど
れ
だ
け
維
持
で

き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
２
万
円
程

度
の
補
助
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
市

長
も「（
介
護
予
防
な
ど
）多
面
的
な

効
果
も
踏
ま
え
な
が
ら
す
す
め
る
。」

と
答
弁
し
て
い
る
。
県
下
63
自
治
体

で
８
割
近
い
自
治
体
が
何
ら
か
の
支

援
策
を
講
じ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

制
度
設
計
を
考
え
て
い
る
か
。

全
国
的
に
無
償
化
や
定
率
定
額
補
助
、

多
子
世
帯
へ
の
助
成
、
ま
た
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
、
諸
物
価
高
騰
の
中
で
の

家
計
応
援
の
施
策
と
し
て
給
食
費
の

支
援
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
人
口
１
万
人
未
満
の
自
治
体
が
多

か
っ
た
が
、
近
年
は
子
育
て
支
援
や

父
母
負
担
軽
減
な
ど
を
目
的
に
、
人

口
の
多
い
自
治
体
に
も
広
が
り
、
食

の
権
利
の
保
障
に
差
が
つ
き
自
治
体

間
格
差
が
懸
念
さ
れ
る
。
市
は
、「
給

食
費
の
保
護
者
負
担
の
在
り
方
に
つ

い
て
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
く
。」と

し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ

れ
て
い
る
か
。

旧
吾
野
小
学
校
と
、わ
せ
が
く
夢
育
高

等
学
校
の
避
難
所
の
利
用
の
状
況
は
。

避
難
訓
練
や
防
災
訓
練
が
で
き
て
い

な
い
が
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
取

組
は
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
侵
入
防
止
柵

設
置
補
助
金
の
利
用
状
況
は
。

猿
の
農
作
物
被
害
、
生
活
被
害
が
深

刻
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
策
は
。

市
民
プ
ー
ル
の
再
開
を
期
待
す
る
市

民
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

今
後
の
空
き
家
の
増
加
と
ニ
ー
ズ
の

向
上
に
、
需
要
と
供
給
の
対
策
は
。
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新
井　
　

巧
（
日
本
共
産
党
）

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
に
補
助
制
度
を

給
食
費
無
償
化
を

出典：警察庁ホームページ

パ
タ
ソ
ン　

ひ
と
み
（
参
政
党
）

避
難
所
施
設
環
境
、
鳥
獣
被
害
防
止
、

市
民
プ
ー
ル
の
今
後
の
利
用
、

空
き
家
対
策

出典：飯能市ホームページ

旧
吾
野
小
学
校
と

旧
吾
野
小
学
校
と

旧
吾
野
小
学
校
と
、、、わ
せ
が
く
夢
育

わ
せ
が
く
夢
育

わ
せ
が
く
夢
育
高高高

等
学
校
の
避
難
所
の
利
用
の
状
況

等
学
校
の
避
難
所
の
利
用
の
状
況

等
学
校
の
避
難
所
の
利
用
の
状
況
は
。
は
。
は
。

両
施
設
と
も
避
難
所
と
し
て
利
用
で

き
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

避
難
訓
練
や
防
災
訓
練
が
で
き
て
い

避
難
訓
練
や
防
災
訓
練
が
で
き
て
い

避
難
訓
練
や
防
災
訓
練
が
で
き
て
い

な
い
が
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
取

な
い
が
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
取

な
い
が
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
取

組
は
。

組
は
。

組
は
。

避
難
訓
練
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
た

め
、
地
域
や
学
校
関
係
者
と
連
携
し
、

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
活
用

等
と
合
わ
せ
て
取
り
組
む
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
侵
入
防
止
柵

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
侵
入
防
止
柵

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
侵
入
防
止
柵

設
置
補
助
金
の
利
用
状
況
は
。

設
置
補
助
金
の
利
用
状
況
は
。

設
置
補
助
金
の
利
用
状
況
は
。

令
和
３
年
度
が
１
．２
ｈ
ａ
、
今
年
は

現
時
点
で
０
．９
ｈ
ａ
の
利
用
状
況
。

１
年
度
に
１
回
利
用
で
き
、
再
度
利

用
で
き
る
補
助
金
制
度
で
あ
る
。
今

後
も
設
備
面
積
を
広
げ
る
よ
う
取
り

組
む
。

猿
の
農
作
物
被
害
、
生
活
被
害
が
深

猿
の
農
作
物
被
害
、
生
活
被
害
が
深

猿
の
農
作
物
被
害
、
生
活
被
害
が
深

刻
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
策
は
。

刻
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
策
は
。

刻
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
策
は
。

猿
の
生
息
調
査
内
容
か
ら
の
情
報
に

基
づ
い
て
、
大
型
の
猿
の
捕
獲
わ
な

の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

市
民
プ
ー
ル
の
再
開
を
期
待
す
る
市

市
民
プ
ー
ル
の
再
開
を
期
待
す
る
市

市
民
プ
ー
ル
の
再
開
を
期
待
す
る
市

民
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

民
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

民
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

市
立
学
校
を
市
民
に
一
般
開
放
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
民

間
プ
ー
ル
施
設
の
利
用
が
可
能
か
検

討
を
し
て
い
く
。

今
後
の
空
き
家
の
増
加
と
ニ
ー
ズ
の

今
後
の
空
き
家
の
増
加
と
ニ
ー
ズ
の

今
後
の
空
き
家
の
増
加
と
ニ
ー
ズ
の

向
上
に
、
需
要
と
供
給
の
対
策
は
。

向
上
に
、
需
要
と
供
給
の
対
策
は
。

向
上
に
、
需
要
と
供
給
の
対
策
は
。

平
成
28
年
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
導
入

か
ら
現
在
ま
で
51
件
の
成
約
。
34
世

帯
72
名
の
転
入
な
ど
の
成
果
と
な
っ

て
お
り
、
先
進
事
例
等
を
参
考
に
よ

り
ご
利
用
頂
け
る
よ
う
良
い
制
度
に

し
て
い
く
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
支
援

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
支
援

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
買
い
物
や
通
院
、
趣

に
つ
い
て
は
、
買
い
物
や
通
院
、
趣

に
つ
い
て
は
、
買
い
物
や
通
院
、
趣

味
、
娯
楽
、
健
康
維
持
な
ど
こ
れ
ま

味
、
娯
楽
、
健
康
維
持
な
ど
こ
れ
ま

味
、
娯
楽
、
健
康
維
持
な
ど
こ
れ
ま

で
の
生
活
の
質
を
ど
れ
だ
け
維
持
で

で
の
生
活
の
質
を
ど
れ
だ
け
維
持
で

で
の
生
活
の
質
を
ど
れ
だ
け
維
持
で

き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
２
万
円
程

き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
２
万
円
程

き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
２
万
円
程

度
の
補
助
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
市

度
の
補
助
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
市

度
の
補
助
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
市

長長長
も「（
も「（
も「（
介
護
予
防
な

介
護
予
防
な

介
護
予
防
な
ど
）
ど
）
ど
）多
面
的
な

多
面
的
な

多
面
的
な

効
果
も
踏
ま
え
な
が
ら
す
す
め

効
果
も
踏
ま
え
な
が
ら
す
す
め

効
果
も
踏
ま
え
な
が
ら
す
す
め
る
。」
る
。」
る
。」

と
答
弁
し
て
い
る
。
県

と
答
弁
し
て
い
る
。
県

と
答
弁
し
て
い
る
。
県
下下下
666333
自
治
体

自
治
体

自
治
体

で
８
割
近
い
自
治
体
が
何
ら
か
の
支

で
８
割
近
い
自
治
体
が
何
ら
か
の
支

で
８
割
近
い
自
治
体
が
何
ら
か
の
支

援
策
を
講
じ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

援
策
を
講
じ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

援
策
を
講
じ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

制
度
設
計
を
考
え
て
い
る
か
。

制
度
設
計
を
考
え
て
い
る
か
。

制
度
設
計
を
考
え
て
い
る
か
。

免
許
返
納
者
の
み
に
補
助
す
る
の
で

は
な
く
、
免
許
を
所
有
し
て
い
な
い

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
い
。
対
象
者
、

補
助
上
限
額
な
ど
の
面
か
ら
速
や
か

に
検
討
を
進
め
た
い
。

全
国
的
に
無
償
化
や
定
率
定
額
補

全
国
的
に
無
償
化
や
定
率
定
額
補

全
国
的
に
無
償
化
や
定
率
定
額
補
助
、
助
、
助
、

多
子
世
帯
へ
の
助
成
、
ま
た
コ
ロ
ナ

多
子
世
帯
へ
の
助
成
、
ま
た
コ
ロ
ナ

多
子
世
帯
へ
の
助
成
、
ま
た
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
、
諸
物
価
高
騰
の
中
で
の

感
染
拡
大
、
諸
物
価
高
騰
の
中
で
の

感
染
拡
大
、
諸
物
価
高
騰
の
中
で
の

家
計
応
援
の
施
策
と
し
て
給
食
費
の

家
計
応
援
の
施
策
と
し
て
給
食
費
の

家
計
応
援
の
施
策
と
し
て
給
食
費
の

支
援
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

支
援
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

支
援
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
人
口
１
万
人
未
満
の
自
治
体
が
多

で
人
口
１
万
人
未
満
の
自
治
体
が
多

で
人
口
１
万
人
未
満
の
自
治
体
が
多

か
っ
た
が
、
近
年
は
子
育
て
支
援
や

か
っ
た
が
、
近
年
は
子
育
て
支
援
や

か
っ
た
が
、
近
年
は
子
育
て
支
援
や

父
母
負
担
軽
減
な
ど
を
目
的
に
、
人

父
母
負
担
軽
減
な
ど
を
目
的
に
、
人

父
母
負
担
軽
減
な
ど
を
目
的
に
、
人

口
の
多
い
自
治
体
に
も
広
が
り
、
食

口
の
多
い
自
治
体
に
も
広
が
り
、
食

口
の
多
い
自
治
体
に
も
広
が
り
、
食

の
権
利
の
保
障
に
差
が
つ
き
自
治
体

の
権
利
の
保
障
に
差
が
つ
き
自
治
体

の
権
利
の
保
障
に
差
が
つ
き
自
治
体

間
格
差
が
懸
念
さ
れ
る
。
市

間
格
差
が
懸
念
さ
れ
る
。
市

間
格
差
が
懸
念
さ
れ
る
。
市
は
、
は
、
は
、「「「
給給給

食
費
の
保
護
者
負
担
の
在
り
方
に
つ

食
費
の
保
護
者
負
担
の
在
り
方
に
つ

食
費
の
保
護
者
負
担
の
在
り
方
に
つ

い
て
し
っ
か
り
議
論
し
て
い

い
て
し
っ
か
り
議
論
し
て
い

い
て
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
く
。」
く
。」
く
。」ととと

し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ

し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ

し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
さ

れ
て
い
る
か
。

れ
て
い
る
か
。

れ
て
い
る
か
。

給
食
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か
っ
て

お
り
、
無
償
と
す
る
と
更
に
２
億
７

千
万
円
が
必
要
と
な
る
。
学
校
給
食

法
も
食
材
費
は
父
母
負
担
と
規
定
し

て
お
り
、
全
庁
的
な
検
討
が
必
要
。
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一 般 質 問

幹
線
道
路
の
沿
道
の
用
途
地
域
変
更

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

用
途
地
域
変
更
に
よ
る
効
果
は
。

今
後
も
変
更
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

飯
能
駅
周
辺
の
今
後
の
取
組
は
。

調
整
区
域
を
市
街
化
区
域
へ
編
入

し
、
人
口
減
や
活
性
化
へ
の
取
組
を
。

今
後
20
年
間
で
公
共
施
設
改
修
等
に

掛
か
る
費
用
は
ど
の
位
必
要
か
。

山
手
町
用
地
売
却
で
財
源
確
保
を
。

飯
能
駅
周
辺
の
再
開
発
に
向
け
中
心

市
街
地
整
備
基
金
を
設
立
す
べ
き
。

道
の
駅
建
設
に
も
基
金
の
設
立
を
。

廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基
金
は
維
持

管
理
や
次
期
施
設
建
設
に
充
実
を
。

親
の
通
院
、
通
所
を
し
て
い
る
同
居
、

近
居
世
帯
に
奨
励
金
の
給
付
を
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
幼
児
や
高
齢
者

施
設
従
事
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

阿
須
山
中
土
地
有
効
活
用
事
業
の
検

証
報
告
は
、
多
く
の
市
民
か
ら
疑
問

の
声
が
あ
る
。
ま
ず
土
地
賃
貸
借
料

だ
が
、
新
た
に
９
月
１
日
か
ら
10
年

間
の
賃
貸
借
料
契
約
が
行
わ
れ
た
が

結
局
１
２
０
万
円
と
な
っ
た
。
公
募

要
領
に
最
低
賃
借
料
、
月
額
７
万
２
，

６
６
０
円
を
記
載
し
た
事
に
問
題
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

造
成
に
よ
る
樹
木
の
伐
採
で
約
３
８

０
万
円
の
売
却
益
が
あ
る
が
事
業
者

任
せ
と
な
っ
た
。
伐
採
木
は
市
の
財

産
で
あ
り
公
募
要
領
に
記
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。

公
募
要
領
で
は
直
近
３
年
連
続
し
て

赤
字
で
な
い
事
の
制
限
が
あ
る
。
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ

デ
ミ
ー
は
公
募
時
点
で
設
立
２
年
３

か
月
で
あ
っ
た
。
公
募
要
領
で
は
設

立
し
て
か
ら
の
年
数
要
件
は
無
い
の

で
問
題
は
無
い
と
し
て
い
る
が
解
釈

次
第
で
は
な
い
か
。

３
点
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
検
証
委

員
会
の
検
証
結
果
に
問
題
は
無
か
っ

た
と
し
て
い
る
が
、
事
業
に
は
全
く

関
係
の
な
い
弁
護
士
や
法
律
の
専
門

家
、
土
木
の
専
門
家
な
ど
の
第
三
者

に
よ
り
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
。
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滝
沢　
　

修
（
日
本
共
産
党
）

阿
須
山
中
土
地
有
効
事
業
検
証
報
告

改
め
て
、
第
三
者
委
員
会
を
設
け
検
証
を

変貌した阿須山中

鳥
居　

誠
明
（
飯
能
み
ら
い
）

ま
ち
づ
く
り
ー
用
途
地
域
変
更
、

中
心
市
街
地
や
道
の
駅
基
金
を

二
世
帯
同
居
・
近
居
に
奨
励
金
を

飯能駅北口　駅前通り

幹
線
道
路
の
沿
道
の
用
途
地
域
変
更

幹
線
道
路
の
沿
道
の
用
途
地
域
変
更

幹
線
道
路
の
沿
道
の
用
途
地
域
変
更

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

飯
能
大
河
原
線
、
川
寺
上
野
線
、

１
ー

４
号
線
道
路
境
界
か
ら
25
ｍ
の

区
域
を
第
１
種
住
居
地
域
に
し
た
。

用
途
地
域
変
更
に
よ
る
効
果
は
。

用
途
地
域
変
更
に
よ
る
効
果
は
。

用
途
地
域
変
更
に
よ
る
効
果
は
。

薬
局
、コ
ン
ビ
ニ
等
が
立
地
さ
れ
た
。

今
後
も
変
更
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

今
後
も
変
更
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

今
後
も
変
更
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

飯
能
駅
周
辺
の
今
後
の
取
組
は
。

飯
能
駅
周
辺
の
今
後
の
取
組
は
。

飯
能
駅
周
辺
の
今
後
の
取
組
は
。

周
辺
の
住
宅
地
に
配
慮
し
、
環
境
と

調
和
し
た
土
地
利
用
を
図
り
た
い
。

調
整
区
域
を
市
街
化
区
域
へ
編
入

調
整
区
域
を
市
街
化
区
域
へ
編
入

調
整
区
域
を
市
街
化
区
域
へ
編
入

ししし
、、、
人
口
減
や
活
性
化
へ
の
取
組

人
口
減
や
活
性
化
へ
の
取
組

人
口
減
や
活
性
化
へ
の
取
組
を
。
を
。
を
。

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
人
口
増
や
地
域

の
活
性
化
に
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

今今今
後後後
222000
年
間
で
公
共
施
設
改
修
等
に

年
間
で
公
共
施
設
改
修
等
に

年
間
で
公
共
施
設
改
修
等
に

掛
か
る
費
用
は
ど
の
位
必
要
か
。

掛
か
る
費
用
は
ど
の
位
必
要
か
。

掛
か
る
費
用
は
ど
の
位
必
要
か
。

改
修
・
更
新
で
４
百
億
円
の
見
込
み
。

山
手
町
用
地
売
却
で
財
源
確
保
を
。

山
手
町
用
地
売
却
で
財
源
確
保
を
。

山
手
町
用
地
売
却
で
財
源
確
保
を
。

民
間
譲
渡
も
含
め
、
幅
広
く
検
討
。

飯
能
駅
周
辺
の
再
開
発
に
向
け
中
心

飯
能
駅
周
辺
の
再
開
発
に
向
け
中
心

飯
能
駅
周
辺
の
再
開
発
に
向
け
中
心

市
街
地
整
備
基
金
を
設
立
す
べ
き
。

市
街
地
整
備
基
金
を
設
立
す
べ
き
。

市
街
地
整
備
基
金
を
設
立
す
べ
き
。

民
間
資
金
や
国
、
県
補
助
金
の
活
用

や
基
金
設
立
も
含
め
検
討
す
る
。

道
の
駅
建
設
に
も
基
金
の
設
立
を
。

道
の
駅
建
設
に
も
基
金
の
設
立
を
。

道
の
駅
建
設
に
も
基
金
の
設
立
を
。

民
間
資
金
や
国
、
県
補
助
金
の
活
用

基
金
設
立
も
含
め
検
討
す
る
。

廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基
金
は
維
持

廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基
金
は
維
持

廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基
金
は
維
持

管
理
や
次
期
施
設
建
設
に
充
実
を
。

管
理
や
次
期
施
設
建
設
に
充
実
を
。

管
理
や
次
期
施
設
建
設
に
充
実
を
。

適
正
な
運
用
を
継
続
し
て
行
う
。

親
の
通
院

親
の
通
院

親
の
通
院
、、、
通
所
を
し
て
い
る
同

通
所
を
し
て
い
る
同

通
所
を
し
て
い
る
同
居居居
、、、

近
居
世
帯
に
奨
励
金
の
給
付
を
。

近
居
世
帯
に
奨
励
金
の
給
付
を
。

近
居
世
帯
に
奨
励
金
の
給
付
を
。

全
国
的
に
例
が
な
く
、課
題
が
多
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
幼
児
や
高
齢
者

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
幼
児
や
高
齢
者

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
幼
児
や
高
齢
者

施
設
従
事
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

施
設
従
事
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

施
設
従
事
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

毎
月
数
千
万
円
を
要
し
研
究
課
題
。

阿
須
山
中
土
地
有
効
活
用
事
業
の
検

阿
須
山
中
土
地
有
効
活
用
事
業
の
検

阿
須
山
中
土
地
有
効
活
用
事
業
の
検

証
報
告
は
、
多
く
の
市
民
か
ら
疑
問

証
報
告
は
、
多
く
の
市
民
か
ら
疑
問

証
報
告
は
、
多
く
の
市
民
か
ら
疑
問

の
声
が
あ
る
。
ま
ず
土
地
賃
貸
借
料

の
声
が
あ
る
。
ま
ず
土
地
賃
貸
借
料

の
声
が
あ
る
。
ま
ず
土
地
賃
貸
借
料

だ
が
、
新
た
に
９
月
１
日
か

だ
が
、
新
た
に
９
月
１
日
か

だ
が
、
新
た
に
９
月
１
日
か
ららら
111000
年年年

間
の
賃
貸
借
料
契
約
が
行
わ
れ
た
が

間
の
賃
貸
借
料
契
約
が
行
わ
れ
た
が

間
の
賃
貸
借
料
契
約
が
行
わ
れ
た
が

結
局
１
２
０
万
円
と
な
っ
た
。
公
募

結
局
１
２
０
万
円
と
な
っ
た
。
公
募

結
局
１
２
０
万
円
と
な
っ
た
。
公
募

要
領
に
最
低
賃
借
料
、
月
額
７
万

要
領
に
最
低
賃
借
料
、
月
額
７
万

要
領
に
最
低
賃
借
料
、
月
額
７
万
２
，
２
，
２
，

６
６
０
円
を
記
載
し
た
事
に
問
題
が

６
６
０
円
を
記
載
し
た
事
に
問
題
が

６
６
０
円
を
記
載
し
た
事
に
問
題
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

問
題
は
無
い
と
考
え
て
い
る
。

造
成
に
よ
る
樹
木
の
伐
採
で
約
３
８

造
成
に
よ
る
樹
木
の
伐
採
で
約
３
８

造
成
に
よ
る
樹
木
の
伐
採
で
約
３
８

０
万
円
の
売
却
益
が
あ
る
が
事
業
者

０
万
円
の
売
却
益
が
あ
る
が
事
業
者

０
万
円
の
売
却
益
が
あ
る
が
事
業
者

任
せ
と
な
っ
た
。
伐
採
木
は
市
の
財

任
せ
と
な
っ
た
。
伐
採
木
は
市
の
財

任
せ
と
な
っ
た
。
伐
採
木
は
市
の
財

産
で
あ
り
公
募
要
領
に
記
す
べ
き
で

産
で
あ
り
公
募
要
領
に
記
す
べ
き
で

産
で
あ
り
公
募
要
領
に
記
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。

は
な
か
っ
た
か
。

は
な
か
っ
た
か
。

公
募
時
点
で
は
分
ら
な
か
っ
た
。

公
募
要
領
で
は
直
近
３
年
連
続
し
て

公
募
要
領
で
は
直
近
３
年
連
続
し
て

公
募
要
領
で
は
直
近
３
年
連
続
し
て

赤
字
で
な
い
事
の
制
限
が
あ
る
。
イ

赤
字
で
な
い
事
の
制
限
が
あ
る
。
イ

赤
字
で
な
い
事
の
制
限
が
あ
る
。
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ

デ
ミ
ー
は
公
募
時
点
で
設
立
２
年
３

デ
ミ
ー
は
公
募
時
点
で
設
立
２
年
３

デ
ミ
ー
は
公
募
時
点
で
設
立
２
年
３

か
月
で
あ
っ
た
。
公
募
要
領
で
は
設

か
月
で
あ
っ
た
。
公
募
要
領
で
は
設

か
月
で
あ
っ
た
。
公
募
要
領
で
は
設

立
し
て
か
ら
の
年
数
要
件
は
無
い
の

立
し
て
か
ら
の
年
数
要
件
は
無
い
の

立
し
て
か
ら
の
年
数
要
件
は
無
い
の

で
問
題
は
無
い
と
し
て
い
る
が
解
釈

で
問
題
は
無
い
と
し
て
い
る
が
解
釈

で
問
題
は
無
い
と
し
て
い
る
が
解
釈

次
第
で
は
な
い
か
。

次
第
で
は
な
い
か
。

次
第
で
は
な
い
か
。

３
年
連
続
の
赤
字
に
は
該
当
し
て
い

な
い
。

３
点
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
検
証
委

３
点
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
検
証
委

３
点
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
検
証
委

員
会
の
検
証
結
果
に
問
題
は
無
か
っ

員
会
の
検
証
結
果
に
問
題
は
無
か
っ

員
会
の
検
証
結
果
に
問
題
は
無
か
っ

た
と
し
て
い
る
が
、
事
業
に
は
全
く

た
と
し
て
い
る
が
、
事
業
に
は
全
く

た
と
し
て
い
る
が
、
事
業
に
は
全
く

関
係
の
な
い
弁
護
士
や
法
律
の
専
門

関
係
の
な
い
弁
護
士
や
法
律
の
専
門

関
係
の
な
い
弁
護
士
や
法
律
の
専
門

家
、
土
木
の
専
門
家
な
ど
の
第
三
者

家
、
土
木
の
専
門
家
な
ど
の
第
三
者

家
、
土
木
の
専
門
家
な
ど
の
第
三
者

に
よ
り
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ

に
よ
り
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ

に
よ
り
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
。
る
。
る
。

検
証
報
告
の
第
三
者
の
判
断
、
検
証

は
考
え
て
い
な
い
。
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一 般 質 問

場
所
は
南
高
麗
・
下
直
竹
地
区
、
県

道
原
市
場
・
下
名
栗
線
北
側
山
林
約

３
ｈ
ａ
に
建
設
残
土
を
外
部
搬
入
で

埋
立
て
、そ
の
量
は
１
１
万
２
１
０
０

㎥
、
高
さ
20
ｍ
に
も
な
る
と
い
う
。

直
下
に
は
人
家
が
あ
り
危
険
極
ま
り

な
い
。
全
体
は
30 

ｈ
ａ
の
山
林
で
段

階
的
に
開
発
す
る
と
い
う
話
も
出
て

い
る
。
自
治
連
南
高
麗
支
部
で
は
開

発
を
止
め
た
い
と
市
と
県
の
強
力
な

連
携
を
求
め
て
い
る
が
。

飯
能
第
一
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
３
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
特
に「
に
じ

い
ろ
ク
ラ
ブ
」（
現
在
47
名
）の
環
境

改
善
を
早
急
に
求
め
た
い
。

国
の
設
置
基
準
に
あ
る
静
養
室
は

な
く
児
童
１
人
当
た
り
の
最
低
面
積

１
．６
５
㎡
の
半
分
程
度
で
、
高
学

年
の
児
童
が
宿
題
を
や
ろ
う
に
も
集

中
で
き
ず
、や
む
な
く
廊
下
に
長
机

を
並
べ
て
宿
題
を
や
っ
て
い
る
状
況

で
早
急
な
対
応
を
求
め
た
い
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
市
の
直

営
で
運
営
継
続
し
て
き
た
理
由
は
。

人
口
減
少
、
長
距
離
移
動
等
の
課
題

は
県
内
他
自
治
体
で
も
同
じ
だ
が
各

運
営
主
体
が
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
。

見
直
し
可
能
で
は
。

繰
入
金
が
続
き
事
業
の
持
続
可
能
性

に
課
題
が
あ
る
。
財
政
面
の
課
題
を

ど
う
考
え
る
か
。

民
間
の
訪
問
看
護
事
業
者
へ
の
補
助

に
よ
り
、
繰
入
金
よ
り
大
幅
な
事
業

費
削
減
が
図
れ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

支
援
が
可
能
で
は
。

財
政
支
出
適
正
化
に
向
け
た
改
革
に

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

公
正
証
書
作
成
支
援
が
全
国
的
に
普

及
。
子
ど
も
の
貧
困
を
抑
止
で
き
、

小
規
模
予
算
で
可
能
な
独
自
施
策
。

導
入
検
討
が
必
要
で
は
。

養
育
費
保
証
契
約
締
結
経
費
の
補
助

も
自
治
体
で
可
能
な
取
組
。
子
ど
も

の
貧
困
連
鎖
抑
止
に
導
入
し
て
は
。
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金
子　

敏
江
（
日
本
共
産
党
）

大
規
模
盛
土
の
開
発
計
画
へ
の
対
応

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ「
に
じ
い
ろ
ク
ラ

ブ
」の
環
境
改
善

廊下で宿題　にじいろクラブの環境

坂
井　

悦
子
（
日
本
維
新
の
会
）

持
続
可
能
な
訪
問
看
護
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育
費
確
保
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

訪問看護

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
市
の
直

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
市
の
直

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
市
の
直

営
で
運
営
継
続
し
て
き
た
理
由
は
。

営
で
運
営
継
続
し
て
き
た
理
由
は
。

営
で
運
営
継
続
し
て
き
た
理
由
は
。

効
率
性
の
追
求
が
困
難
で
民
間
事
業

者
が
対
応
し
難
い
地
域
へ
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
担
保
す
る
為
。

人
口
減
少
、
長
距
離
移
動
等
の
課
題

人
口
減
少
、
長
距
離
移
動
等
の
課
題

人
口
減
少
、
長
距
離
移
動
等
の
課
題

は
県
内
他
自
治
体
で
も
同
じ
だ
が
各

は
県
内
他
自
治
体
で
も
同
じ
だ
が
各

は
県
内
他
自
治
体
で
も
同
じ
だ
が
各

運
営
主
体
が
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
提

運
営
主
体
が
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
提

運
営
主
体
が
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
提
供供供
。。。

見
直
し
可
能
で
は
。

見
直
し
可
能
で
は
。

見
直
し
可
能
で
は
。

あ
ら
ゆ
る
パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
検
討

を
続
け
る
。

繰
入
金
が
続
き
事
業
の
持
続
可
能
性

繰
入
金
が
続
き
事
業
の
持
続
可
能
性

繰
入
金
が
続
き
事
業
の
持
続
可
能
性

に
課
題
が
あ
る
。
財
政
面
の
課
題
を

に
課
題
が
あ
る
。
財
政
面
の
課
題
を

に
課
題
が
あ
る
。
財
政
面
の
課
題
を

ど
う
考
え
る
か
。

ど
う
考
え
る
か
。

ど
う
考
え
る
か
。

繰
入
金
に
依
存
す
る
構
造
に
な
っ
て

お
り
、
継
続
し
て
収
支
改
善
に
取
り

組
む
。

民
間
の
訪
問
看
護
事
業
者
へ
の
補
助

民
間
の
訪
問
看
護
事
業
者
へ
の
補
助

民
間
の
訪
問
看
護
事
業
者
へ
の
補
助

に
よ
り
、
繰
入
金
よ
り
大
幅
な
事
業

に
よ
り
、
繰
入
金
よ
り
大
幅
な
事
業

に
よ
り
、
繰
入
金
よ
り
大
幅
な
事
業

費
削
減
が
図
れ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

費
削
減
が
図
れ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

費
削
減
が
図
れ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

支
援
が
可
能
で
は
。

支
援
が
可
能
で
は
。

支
援
が
可
能
で
は
。

民
間
事
業
者
に
委
ね
た
際
の
支
援
制

度
等
も
検
討
。

財
政
支
出
適
正
化
に
向
け
た
改
革
に

財
政
支
出
適
正
化
に
向
け
た
改
革
に

財
政
支
出
適
正
化
に
向
け
た
改
革
に

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

健
全
財
政
、
持
続
可
能
な
事
業
運
営

に
取
り
組
む
。
民
間
事
業
者
等
と
の

対
話
も
重
要
。

公
正
証
書
作
成
支
援
が
全
国
的
に
普

公
正
証
書
作
成
支
援
が
全
国
的
に
普

公
正
証
書
作
成
支
援
が
全
国
的
に
普

及
。
子
ど
も
の
貧
困
を
抑
止
で
き
、

及
。
子
ど
も
の
貧
困
を
抑
止
で
き
、

及
。
子
ど
も
の
貧
困
を
抑
止
で
き
、

小
規
模
予
算
で
可
能
な
独
自
施
策
。

小
規
模
予
算
で
可
能
な
独
自
施
策
。

小
規
模
予
算
で
可
能
な
独
自
施
策
。

導
入
検
討
が
必
要
で
は
。

導
入
検
討
が
必
要
で
は
。

導
入
検
討
が
必
要
で
は
。

総
合
的
検
討
が
重
要
。
研
究
す
る
。

養
育
費
保
証
契
約
締
結
経
費
の
補
助

養
育
費
保
証
契
約
締
結
経
費
の
補
助

養
育
費
保
証
契
約
締
結
経
費
の
補
助

も
自
治
体
で
可
能
な
取
組
。
子
ど
も

も
自
治
体
で
可
能
な
取
組
。
子
ど
も

も
自
治
体
で
可
能
な
取
組
。
子
ど
も

の
貧
困
連
鎖
抑
止
に
導
入
し
て
は
。

の
貧
困
連
鎖
抑
止
に
導
入
し
て
は
。

の
貧
困
連
鎖
抑
止
に
導
入
し
て
は
。

周
知
と
啓
発
に
努
め
、
個
別
の
相
談

支
援
を
進
め
る
。

場
所
は
南
高
麗
・
下
直
竹
地
区
、
県

場
所
は
南
高
麗
・
下
直
竹
地
区
、
県

場
所
は
南
高
麗
・
下
直
竹
地
区
、
県

道
原
市
場
・
下
名
栗
線
北
側
山
林
約

道
原
市
場
・
下
名
栗
線
北
側
山
林
約

道
原
市
場
・
下
名
栗
線
北
側
山
林
約

３３３
ｈ
ａ
ｈ
ａ
ｈ
ａ
に
建
設
残
土
を
外
部
搬
入
で

に
建
設
残
土
を
外
部
搬
入
で

に
建
設
残
土
を
外
部
搬
入
で

埋
立
て

埋
立
て

埋
立
て
、、、そ
の
量
は
１
１
万
２
１
０
０

そ
の
量
は
１
１
万
２
１
０
０

そ
の
量
は
１
１
万
２
１
０
０

㎥
、
高

㎥
、
高

㎥
、
高
さささ
222000
ｍ
に
も
な
る
と
い
う
。

ｍ
に
も
な
る
と
い
う
。

ｍ
に
も
な
る
と
い
う
。

直
下
に
は
人
家
が
あ
り
危
険
極
ま
り

直
下
に
は
人
家
が
あ
り
危
険
極
ま
り

直
下
に
は
人
家
が
あ
り
危
険
極
ま
り

な
い
。
全
体

な
い
。
全
体

な
い
。
全
体
ははは
333000
ｈ
ａ
ｈ
ａ
ｈ
ａ
の
山
林
で
段

の
山
林
で
段

の
山
林
で
段

階階階
的
に
開
発
す
る
と
い
う
話
も
出
て

的
に
開
発
す
る
と
い
う
話
も
出
て

的
に
開
発
す
る
と
い
う
話
も
出
て

い
る
。
自
治
連
南
高
麗
支
部
で
は
開

い
る
。
自
治
連
南
高
麗
支
部
で
は
開

い
る
。
自
治
連
南
高
麗
支
部
で
は
開

発
を
止
め
た
い
と
市
と
県
の
強
力
な

発
を
止
め
た
い
と
市
と
県
の
強
力
な

発
を
止
め
た
い
と
市
と
県
の
強
力
な

連
携
を
求
め
て
い
る
が
。

連
携
を
求
め
て
い
る
が
。

連
携
を
求
め
て
い
る
が
。

市
と
し
て
は
、
開
発
指
導
要
綱
の
事

前
協
議
で
土
砂
の
外
部
搬
入
を
伴
う

埋
立
て
等
を
認
め
て
い
な
い
の
で
事

前
協
議
に
は
応
じ
な
い
決
定
を
し
た
。

一
方
、
事
業
者
は
埼
玉
県
の
林
地
開

発
許
可
申
請
を
埼
玉
県
川
越
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
受
理
さ
れ
て

い
る
の
で
、
市
と
県
と
常
に
協
議
の

場
を
設
け
念
密
に
連
携
し
対
応
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

飯
能
第
一
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

飯
能
第
一
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

飯
能
第
一
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
３
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
特

ブ
３
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
特

ブ
３
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
特
に「に「に「
に
じ
に
じ
に
じ

い
ろ
ク
ラ

い
ろ
ク
ラ

い
ろ
ク
ラ
ブ
」（
ブ
」（
ブ
」（
現現現
在在在
444777
名
）
名
）
名
）の
環
境

の
環
境

の
環
境

改
善
を
早
急
に
求
め
た
い
。

改
善
を
早
急
に
求
め
た
い
。

改
善
を
早
急
に
求
め
た
い
。

国
の
設
置
基
準
に
あ
る
静
養
室
は

国
の
設
置
基
準
に
あ
る
静
養
室
は

国
の
設
置
基
準
に
あ
る
静
養
室
は

ななな
く
児
童
１
人
当
た
り
の
最
低
面

く
児
童
１
人
当
た
り
の
最
低
面

く
児
童
１
人
当
た
り
の
最
低
面
積積積

１
．
１
．
１
．６
５
㎡
の
半
分
程
度
で
、
高
学

６
５
㎡
の
半
分
程
度
で
、
高
学

６
５
㎡
の
半
分
程
度
で
、
高
学

年
の
児
童

年
の
児
童

年
の
児
童
が
宿
題
を
や
ろ
う
に
も
集

が
宿
題
を
や
ろ
う
に
も
集

が
宿
題
を
や
ろ
う
に
も
集

中
で
き

中
で
き

中
で
き
ずずず
、、、や
む
な
く
廊
下
に
長
机

や
む
な
く
廊
下
に
長
机

や
む
な
く
廊
下
に
長
机

を
並
べ
て
宿
題
を
や
っ
て
い
る
状
況

を
並
べ
て
宿
題
を
や
っ
て
い
る
状
況

を
並
べ
て
宿
題
を
や
っ
て
い
る
状
況

で
早
急
な
対
応
を
求
め
た
い
。

で
早
急
な
対
応
を
求
め
た
い
。

で
早
急
な
対
応
を
求
め
た
い
。

現
在
、
学
校
の
余
裕
教
室
の
利
用
以

外
に
仮
設
の
建
物
を
利
用
し
た
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
が
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
る
。
で
き
る
こ
と
を

鋭
意
推
進
し
て
参
り
た
い
。
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一 般 質 問

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

ダ
イ
ヤ
圏
域
内
で
一
番
で
あ
る
。
取

り
組
み
状
況
と
今
後
の
方
向
性
は
。

久
下
六
道
線
等
の
事
業
の
説
明
に
国

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
を
活
用
し
、
見

込
ま
れ
る
効
果
や
数
値
な
ど
を
可
視

化
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
う
変
更

点
へ
の
対
応
、
法
律
行
為
と
責
任
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

か
。

学
校
跡
地
利
用
の
活
用
方
針
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

･･･市民の声を市政に･･･

一 般 質 問

●もっとはんのう市議会　令和４（2022）年11月１日　No.165　14

請願・陳情の提出方法について

加
藤　

由
貴
夫
（
み
ど
り
の
会
）

窓
口
業
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

デ
ー
タ
を
可
視
化
す
る
政
策
立
案

民
法
改
正
、
教
育
施
設
の
跡
地
利
用

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
。

提
供
す
る
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
。

提
供
す
る
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
。

市
民
に
寄
り
添
い
手
続
き
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

ダ
イ
ヤ
圏
域
内
で
一
番
で
あ
る
。
取

ダ
イ
ヤ
圏
域
内
で
一
番
で
あ
る
。
取

ダ
イ
ヤ
圏
域
内
で
一
番
で
あ
る
。
取

り
組
み
状
況
と
今
後
の
方
向
性
は
。

り
組
み
状
況
と
今
後
の
方
向
性
は
。

り
組
み
状
況
と
今
後
の
方
向
性
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所
有
者
は

国
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
一
連
の
事
務
を
ス
ム
ー
ズ
に

終
了
で
き
る
よ
う
に
本
市
に
お
い
て

も
、
来
年
の
二
月
頃
開
始
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
く
。

久
下
六
道
線
等
の
事
業
の
説
明
に
国

久
下
六
道
線
等
の
事
業
の
説
明
に
国

久
下
六
道
線
等
の
事
業
の
説
明
に
国

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
を
活
用
し
、
見

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
を
活
用
し
、
見

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
を
活
用
し
、
見

込
ま
れ
る
効
果
や
数
値
な
ど
を
可
視

込
ま
れ
る
効
果
や
数
値
な
ど
を
可
視

込
ま
れ
る
効
果
や
数
値
な
ど
を
可
視

化
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

化
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

化
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

市
民
と
の
対
話
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
可
視
化
す
る
こ
と

は
重
要
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
う
変
更

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
う
変
更

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
う
変
更

点
へ
の
対
応
、
法
律
行
為
と
責
任
に

点
へ
の
対
応
、
法
律
行
為
と
責
任
に

点
へ
の
対
応
、
法
律
行
為
と
責
任
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

か
。
か
。
か
。

市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
懇
談
会
の
対
象

年
齢
に
影
響
が
あ
り
、
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。
自
ら
の
責
任
、
権
利
が

広
が
る
。
自
ら
の
責
任
、権
利
が
広
が

る
が
リ
ス
ク
も
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
校
跡
地
利
用
の
活
用
方
針
は
、
ど

学
校
跡
地
利
用
の
活
用
方
針
は
、
ど

学
校
跡
地
利
用
の
活
用
方
針
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

旧
吾
野
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
民
間

の
活
用
か
、地
域
主
体
の
利
活
用
か
、

地
域
と
話
し
合
い
検
討
し
て
い
く
。

飯
能
南
高
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
埼
玉
県
と
飯
能
市
が
協
議
を
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

埼玉県立飯能南高等学校

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
請
願
ま
た
は
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
紹
介
議
員（
２
名
ま
た
は
３
名
）が
必
要
で
、
議
会
の

審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の
常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
、
本

会
議
に
お
い
て
採
決
を
行
い
ま
す
。

　

陳
情
は
、
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
則
と
し
て
議

会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら
ず
、
議
場
に
陳
情
の
写
し
を
配
付
す
る

の
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
・
氏
名
・
内
容
等
が
市
議
会
だ
よ
り
等
で
公
開
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

提
出
先　

飯
能
市
議
会
事
務
局
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

　

り
そ
な
キ
ッ
ズ
マ
ネ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
子
ど
も

た
ち
が
飯
能
市
議
会
の
議
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　　

り
そ
な
銀
行
で
は
従
業
員
が
講
師
と
な
り
、「
お
金
の

流
れ
」や「
お
金
の
役
割
」「
働
く
こ
と
の
大
切
さ
」等

を
楽
し
み
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
向

け
教
室「
り
そ
な
キ
ッ
ズ
マ
ネ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
」が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
４
日（
水
）に
開
催
さ
れ
た
り
そ
な
キ
ッ
ズ
マ

ネ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
飯
能
市
議
会
議
場
の
見
学
、

市
議
会
事
務
局
職
員
に
よ
る
議
場
内
の
説
明
、
そ
の
後

に
市
長
、
副
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
市
役
所
や
市
議
会
の

役
割
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
休
憩
時
間
に

は
、
議
長
席
に
も
座
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
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●
●
●
●

市議会だよりに広告を掲載しませんか

請　

願

陳　

情

意
見
書

市
議
会
か
ら

　
　

国
等
へ
提
出

　
　
　
　

 

（
９
月
定
例
会
）

市
民
か
ら

　
　

市
議
会
へ
提
出

　
　
　
　
　

（
９
月
定
例
会
）

●15　もっとはんのう市議会　令和４（2022）年11月１日　No.165

上記のサンプル （タテ45mm ×ヨコ 60mm）で掲載料１万円です。

提
出
者　
　
　
　

  　

五
十
嵐　

勉

不
採
択　

○
の
中
の
数
字
は
請
願
番
号

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

③
阿
須
山
中
土
地
有
効
活
用
事
業

　

の
検
証
に
つ
い
て
外
部
有
識
者
に

　

よ
る
第
三
者
委
員
会
の
設
置
を

　

求
め
る
請
願

提
出
者　
　
　
　
　

  

五
十
嵐　

勉

不
採
択　

④
久
下
六
道
線
の
計
画
道
路
幅
員

　

16
メ
ー
ト
ル
を
道
路
幅
員
12

　

メ
ー
ト
ル
以
下
に
縮
小
を
求
め

　

る
請
願

提
出
者　
　
　
　
　

  

井
田　

敏
美

⑥
中
国
共
産
党
に
よ
る
臓
器
収
奪

　

の
即
時
停
止
な
ら
び
に
人
権
状

　

況
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の

　

提
出
に
関
す
る
陳
情

提
出
者　
　
　
　
　

  

滝
山　

直
行

⑦
二
ノ
瀬
橋（
下
赤
工
地
域
）併
設

　
「
歩
道
橋
」に
関
す
る
陳
情

提
出
者　
　
　
　
　

  

小
久
保　

達

⑧
阿
須
山
中
市
有
林
伐
採
木
購
入

　

業
者
名
黒
塗
り
解
除
を
求
め
る

　

陳
情

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
拡
大
を
求
め
る
旨
の
意

見
書

◆
声
の
議
会
だ
よ
り
（
市
議

　

会
だ
よ
り
の
音
声
版
）◆ 

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ「
ひ
び
き
」
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
市
議
会
だ
よ

り
を
音
訳
し
て
い
た
だ
い
た

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
飯

能
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

年４回（５月・８月・１１月・２月の各１日）　約２万９千部を発行
各世帯への配布と公共施設への配架
広告サイズは４種類 （1万円から）
申し込みは掲載希望号の発行日２カ月前までに議会事務局へ
  　

※ 詳しくは、市ホームページか議会事務局へお問い合わせください。

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
所
持
者
は
す
で
に
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
適
用

を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
２
級
の

判
定
を
受
け
た
当
事
者
は
就
労
が

困
難
な
中
、
障
害
年
金
に
頼
り
、

負
担
不
足
分
を
家
族
に
支
え
ら
れ

て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　

医
療
費
は
健
康
と
命
に
直
結
す

　

市
議
会
議
員
内
田
健
次
氏
が
、
八
月
二
九

日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十
歳
で

し
た
。

　

同
氏
は
、
平
成
二
十
一
年
に
当
選
以
来
、

十
三
年
余
の
議
員
活
動
の
中
で
、
飯
能
市

議
会
副
議
長
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会
委

員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
広
報

委
員
会
委
員
長
、
広
域
飯
能
斎
場
組
合
議

会
議
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
、
飯
能
市
政
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

内
田
健
次
議
員
逝
去

る
問
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
が
保

障
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し

て
地
域
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
、

障
害
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
本
制
度
の
対
象
を
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
所
持
者

ま
で
早
期
に
拡
充
す
る
こ
と
を
埼

玉
県
に
対
し
強
く
求
め
る
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

～ 企業や事業、イベントのＰＲにご活用ください!! ～
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令
和
４（
2
0
2
2
）年
　
　
1
1
月
１
日
号
 
No.165

《
発
行
》
飯
能
市
議
会
　
　
 　
   ☎

042－973－2686　
《
編
集
》
市
議
会
広
報
委
員
会
　
飯
能
市
大
字
双
柳
１
－１

議会を見よう！ 議会を聴こう！ 議会を読もう！

Ｍ

編集後記 

 

 

 

 

一般質問映像を録画
配信しています。 

本会議や委員会は
公開しています。 

本会議の会議録を
公開しています。 

会議情報を掲載して
います。 

 

 

 

 

 
3月、6月、9月、12月に
定例会を開いているよ。
必要があるときには

臨時会も開いているんだ！

 

議会を調べよう！

次回の12月定例会は

11月25日開会予定
会期日程等は11月22日頃内定します。

市議会はいつ
開いているの？

戸田競艇開催日（埼玉県都市ボートレース企業団主催分）11/3～7、11/10～13、12/2～6、12/20～25
お問い合わせ先　埼玉県都市ボートレース企業団事務局　TEL048-823-8711（収益の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）
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●●●●●●●●●●夢馬と議会を学ぼう

　新型コロナ感染症も変異を繰り返し収束は見えてきま
せん。まだまだ、マスクは手放せそうもありませんが、
３年ぶりに再開される行事も出てきました。厚労省は、
屋外では２メートル以下の間隔で話をしなければマスク
をつける必要はないとしています。早朝の散歩、マスク
を外して秋の気配を思いっきり吸い込む心地よさは何と
も言えません。河川敷を歩きながら移りゆく季節を感
じ、山々を眺める時、自然の素晴らしさに改めて気づか
されます。近所にたくさんの自然を感じられるのが飯能
市の魅力の一つです。都心から近く、住みやすい環境に
恵まれた飯能市の魅力を発信し、多くの方に気付いてい
ただきたいと思います。　　　　　　　　　　  （滝沢）
　　
広報委員　委 員 長　武田　一宏　副委員長　栗原　義幸
委　　員　長谷川順子　パタソンひとみ
　　　　　滝沢　　修　鳥居　誠明

　３年ぶりに上名栗星宮神社の例大祭が
開催され獅子舞が奉納されました。獅子
舞は、天下泰平、五穀豊穣、家内安全、
氏子繁栄を祈願するものと伝えられてい
ます。伝統文化を後世に伝えていくこと
は大変重要ですね。　　　　　　(武田)

まちなかを元気にする会　路地でお月見まちなかを元気にする会　路地でお月見まちなかを元気にする会　路地でお月見
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